
Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネッ
トワークコンピュートエンジンスタートアップガイド

初版：2016年 07月 06日

最終更新：2016年 07月 06日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255 （フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/ ）
をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきま

しては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容

については米国サイトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販

売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨

事項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用

は、すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェアライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡く
ださい。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version
of the UNIX operating system.All rights reserved.Copyright © 1981, Regents of the University of California.

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコお

よびこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないことに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する保証

をはじめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、

間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わないものと

します。

このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示すものではありません。マニュアル内の例、コマンド出力、ネット
ワークトポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際のアドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意

図的なものではなく、偶然の一致によるものです。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries.To view a list of Cisco trademarks, go to this URL: http://
www.cisco.com/go/trademarks.Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners.The use of the word partner does not imply a partnership
relationship between Cisco and any other company.(1110R)

© 2016 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

http://www.cisco.com/go/trademarks
http://www.cisco.com/go/trademarks


目次

はじめに ix

新機能および変更された機能に関する情報 ix

対象読者 x

マニュアルの構成 xi

表記法 xii

関連資料 xiii

マニュアルに関するフィードバック xiv

クイックスタートの基本設定 1

クイックスタートの基本設定タスク 2

概要 5

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび Cisco UCS Eシリーズネットワークコンピュートエ

ンジンの概要 5

サーバソフトウェア 7

Eシリーズサーバおよび NCEの管理 8

Eシリーズサーバおよび NCEのオプション 9

オプション1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストー

ルされていない Eシリーズサーバまたは NCE）の基本的なワークフロー 10

オプション 2（Microsoft Windows Serverが事前にインストールされている Eシリー

ズサーバまたは NCE）の基本的なワークフロー 12

オプション 3（VMware vSphereHypervisorが事前にインストールされているEシリー

ズサーバまたは NCE）の基本的なワークフロー 13

このガイドで使用される共通用語 14

ルータへの Eシリーズサーバまたは NCEのインストール 15

Eシリーズサーバまたは NCEをルータにインストールする基本的なワークフロー 15

適合性の確認 16

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド

iii



Cisco ISR G2、Eシリーズサーバ、NCEと Cisco IOSソフトウェアリリースの互

換性の確認 16

Cisco ISR 4000シリーズ、Eシリーズサーバ、NIM、CIMC、および Cisco IOSソ

フトウェアリリースの互換性の確認 17

ルータへの Eシリーズサーバおよび NCEのインストール 17

インストールの確認 20

Eシリーズサーバのインストールの確認 20

EHWIC Eシリーズ NCEのインストールの確認 21

NIM Eシリーズ NCEインストールの確認 22

Eシリーズサーバによる CIMCファームウェアのリセットと更新の停止：Cisco ISR

4000シリーズ 23

次の作業 24

管理ファームウェアにアクセスするための設定 25

CIMCアクセスの設定 25

Eシリーズサーバおよび Cisco ISR G2のインターフェイスの概要 26

CIMCアクセス設定オプション：Cisco ISR G2 27

Eシリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMCア

クセスの設定：Cisco ISR G2 28

共有 LOMによる CIMCアクセスの設定：Cisco ISR G2 30

ルータの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイスによる CIMC

アクセスの設定：Cisco ISR G2 30

ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイスによる CIMCアク

セスの設定：Cisco ISR G2 33

非ネイティブの VLANを使用したルータの内部MGF slot/1インター

フェイスによる CIMCアクセスの設定：Cisco ISR G2 36

Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイスによる

CIMCアクセスの設定：Cisco ISR G2 39

Eシリーズサーバおよび Cisco ISR 4000シリーズのインターフェイスの概要 41

CIMCアクセス設定オプション：Cisco ISR 4000シリーズ 42

Eシリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMCア

クセスの設定：Cisco ISR 4000シリーズ 43

   Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンス
タートアップガイド

iv

目次



Eシリーズサーバの NICインターフェイスによる CIMCアクセスの設定：

Cisco ISR 4000シリーズ 45

Eシリーズサーバの内部GE0インターフェイスと Cisco ISR 4000シリー

ズ ucse slot/0/0インターフェイスによる CIMCアクセスの設定 45

Eシリーズサーバの内部GE1インターフェイスと Cisco ISR 4000シリー

ズ ucse slot/0/1インターフェイスによる CIMCアクセスの設定 49

Eシリーズサーバの外部GE2またはGE3インターフェイスによるCIMC

アクセスの設定：Cisco ISR 4000シリーズ 53

Eシリーズサーバの外部 TE2または TE3インターフェイスによるCIMC

アクセスの設定：Cisco ISR 4000シリーズ 55

EHWIC Eシリーズ NCEおよび Cisco ISR G2のインターフェイスの概要 57

CIMCアクセス設定オプション：EHWIC Eシリーズ NCE 58

ルータの内部 EHWIC 0/subslot/0コンソールインターフェイスによる CIMC

アクセスの設定：EHWIC Eシリーズ NCE 59

ルータの内部MGF 0/subslot/1 VLANインターフェイスによる CIMCアクセ

スの設定：EHWIC Eシリーズ NCE 62

EHWIC EシリーズNCEの外部GE2インターフェイスによるCIMCアクセス

の設定 65

NIM Eシリーズ NCEおよび Cisco ISR 4000シリーズのインターフェイスの概要 68

CIMCアクセス設定オプション：NIM Eシリーズ NCE 69

NIM Eシリーズ NCEの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMCア

クセスの設定：Cisco ISR 4000シリーズ 70

NIM Eシリーズ NCEの NICインターフェイスによる CIMCアクセスの設

定：Cisco ISR 4000シリーズ 71

NIM Eシリーズ NCEの内部 GE0インターフェイスと Cisco ISR 4000シリー

ズ ucse 0/subslot/0インターフェイスによる CIMCアクセスの設定 72

NIM Eシリーズ NCEの内部 GE1インターフェイスと Cisco ISR 4000シリー

ズ ucse 0/subslot/1インターフェイスによる CIMCアクセスの設定 75

NIM Eシリーズ NCEの外部 GE2インターフェイスによる CIMCアクセスの

設定：Cisco ISR 4000シリーズ 78

CIMC設定ユーティリティによる CIMCアクセスの設定 80

スクリプトファイルによるネットワークのスタティック設定の定義 82

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド

v

目次



次の作業 84

管理ファームウェアのアクセス 85

CIMCの概要 85

CIMC GUI 86

CIMC CLI 86

CIMC GUIへのログイン 87

CIMCホームページ 88

次の作業 88

RAIDを使用したストレージの管理 89

RAIDの設定 89

CIMC GUIを使用した RAIDの設定 90

WebBIOSによる RAIDの設定 95

MegaRAIDコントローラによる RAIDの設定 96

次の作業 97

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール 99

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール方法 99

KVMコンソール 100

KVMコンソールを使用したオペレーティングシステムまたはハイパーバイザの

インストール 101

PXEインストールサーバ 103

PXEインストールサーバを使用したオペレーティングシステムまたはハイパー

バイザのインストール 103

ホストイメージマッピング 104

ホストイメージのマッピング 104

Microsoft Windows Server用のドライバのインストール 107

シスコからのソフトウェアの取得 108

ホストイメージのマッピング解除 110

VMware vSphere Hypervisorのダウンロードとインストールの基本的なワークフ

ロー 111

カスタマイズされた VMware vSphere Hypervisorイメージのダウンロード 111

VMware vSphere Hypervisorへのスタティック IPアドレスの割り当て 112

vSphere Clientのダウンロードとインストール 113

サーバのブート順の設定 114

   Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンス
タートアップガイド

vi

目次



CIMC GUIを使用したサーバのブート順の設定 114

BIOSセットアップメニューを使用したブート順の設定 118

オペレーティングシステムおよびハイパーバイザのインストールの確認 120

CIMCからMicrosoft Windows Serverへのアクセス 120

CIMCから VMware vSphere Hypervisorへのアクセス 120

次の作業 121

ルータと Eシリーズサーバまたは NCE間の接続の設定 123

Cisco ISR G2と Eシリーズサーバ間の内部接続の設定 123

Cisco ISR 4000シリーズと Eシリーズサーバ間の内部接続の設定 127

ネイティブ VLANによる Eシリーズサーバと Cisco ISR 4000シリーズ間のイーサ

ネット仮想回線の作成 130

非ネイティブ VLANによる Eシリーズサーバと Cisco ISR 4000シリーズ間のイーサ

ネット仮想回線の作成 131

Cisco ISR G2と EHWIC Eシリーズ NCE間の内部接続の設定 134

Cisco ISR 4000シリーズと NIM Eシリーズ NCE間の内部接続の設定 138

ネイティブ VLANによる NIM Eシリーズ NCEと Cisco ISR 4000シリーズ間のイー

サネット仮想回線の作成 140

非ネイティブVLANによるNIM EシリーズNCEと Cisco ISR 4000シリーズ間のイー

サネット仮想回線の作成 142

ネットワークインターフェイスマッピングの概要 145

Microsoft Windows、Linux、および VMware vSphere HypervisorのMACアドレスの決

定 148

ファームウェアのアップグレード 151

ファームウェアのアップグレードのオプション 151

Cisco Host Upgrade Utilityの概要 152

HUUを使用するために必要な CIMCおよび BIOSファームウェアの最小リリース 153

HUU ISOイメージで使用できる CIMCおよび BIOSファームウェアリリース 153

HUUユーザインターフェイスについて 155

ファームウェアのアップグレード 157

HUUを使用するための基本的なワークフロー 157

HUUによるファームウェアのアップグレード 157

トラブルシューティング 161

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド

vii

目次



設定上の違い 163

Cisco SRE-Vと Eシリーズサーバのルータ設定の違い：Cisco ISR G2 163

Cisco ISR G2と Cisco ISR 4000シリーズのルータ設定の違い 164

Eシリーズサーバと EHWIC Eシリーズ NCEのルータ設定の違い：Cisco ISR G2 165

VMware vSphere Hypervisorの設定の違い 166

Cisco IOSソフトウェアコマンドリファレンス：Cisco ISR G2 169

imc ip address default-gateway 170

imc ip address dhcp 171

imc vlan 171

ucse cmos-reset 172

ucse password-reset 173

ucse session 175

ucse shutdown 177

ucse statistics 178

ucse status 180

ucse stop 181

Cisco IOSソフトウェアコマンドリファレンス：Cisco ISR 4000シリーズ 183

debug platform software ucse 184

hw-module subslot session 185

imc ip dhcp 186

platform switchport 187

show interfaces ucse 188

ucse subslot imc password-reset 191

ucse subslot server 192

ucse subslot server password-reset 194

ucse subslot shutdown 196

ucse subslot statistics 197

ucse subslot status 198

   Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンス
タートアップガイド

viii

目次



はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 新機能および変更された機能に関する情報, ix ページ

• 対象読者, x ページ

• マニュアルの構成, xi ページ

• 表記法, xii ページ

• 関連資料, xiii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xiv ページ

新機能および変更された機能に関する情報
次の表は、CMCの最新リリースに関するガイドでの主な変更点の概要を示したものです。

表 1：『Getting Started Guide for Cisco UCS E-Series Servers for CIMC Release 3.1.1』での新しい機能と重要な変更点

参照先説明機能

概要, （5ページ）Cisco ISR 4000シリーズに
UCS-E160S-M3/K9の設置に対するサ
ポートが追加されました。

UCS-E160S-M3/K9サーバのサポート

Eシリーズサーバの外部 TE2または
TE3インターフェイスによるCIMCア
クセスの設定：Cisco ISR 4000シリー
ズ, （55ページ）

外部TE2/TE3インターフェイスを使用
した CIMCアクセスの設定手順。

CIMCアクセスの設定

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
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表 2：『Getting Started Guide for Cisco UCS E-Series Servers and the Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジン for CIMC
Release 3.0.1』での新しい機能と重要な変更点

参照先説明機能

概要, （5ページ）NIM Eシリーズネットワークコン
ピュートエンジン（NIM Eシリーズ
NCE）のサポート。

NIM Eシリーズネットワークコン
ピュートエンジンサポート

管理ファームウェアにアクセスするた

めの設定, （25ページ）
NIM EシリーズNCEが Cisco ISR 4000
シリーズにインストールされる場合の

CIMCアクセスの設定手順。

CIMCアクセスの設定

ルータとEシリーズサーバまたはNCE
間の接続の設定, （123ページ）

Cisco ISR 4000シリーズと NIM Eシ
リーズNCE間の内部接続の設定手順。

ルータと NIM Eシリーズ NCEとの接
続の設定

ファームウェアのアップグレード, （
151ページ）

『Host Upgrade Utility User Guide for
Cisco UCS E-Series Servers and the Cisco
UCSE-Series Network Compute Engine』
に記載されていた情報を含む。

CIMC Release 3.0.1以降は、個別の
『Host Upgrade Utility User Guide』は
サポートされていません。『Host
UpgradeUtility UserGuide』に記載され
ていたすべての情報が、このガイドに

統合されています。

ホストアップグレードユーティリティ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ
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マニュアルの構成

説明Title章

EシリーズサーバおよびNCEをすばやくセットアップし、
使用するためのコマンドおよび手順をリストします。

クイックスタートの

基本設定

第 1章

製品、ハードウェアおよびソフトウェア要件、およびEシ
リーズサーバとNCEのオプションの概要について説明し
ます。

概要第 2章

EシリーズサーバまたはNCEをルータへインストールする
方法について説明します。

Eシリーズサーバま
たはNCEのルータへ
のインストール

第 3章

CIMCアクセスを設定するためのオプションについて説明
します。

管理ファームウェア

にアクセスするため

の設定

第 4章

CIMCの概要と、CIMCにログインする方法について説明
します。

管理ファームウェア

のアクセス

第 5章

RAIDオプションと、RAIDの設定方法について説明しま
す。

RAID機能はEシリーズサーバおよび SM Eシ
リーズ NCEに適用されます。RAID機能は
EHWIC Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ
NCEには適用されません。

（注）

RAIDを使用したス
トレージの管理

第 6章

オペレーティングシステムをインストールする方法につ

いて説明します。

オペレーティングシ

ステムのインストー

ル

第 7章

ルータとEシリーズサーバまたはNCEの接続を設定する方
法について説明します。

ルータとEシリーズ
サーバまたはNCEの
接続の設定

第 8章

ファームウェアをアップグレードするオプションについて

説明します。

ファームウェアの

アップグレード

第 9章

Cisco SRE-Vと Eシリーズサーバ、Eシリーズサーバと
NCE、Cisco ISR G2とCisco ISR 4000シリーズの設定の違
いについて説明します。

設定上の違い付録 A

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド
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説明Title章

Cisco ISR G2とEシリーズサーバまたはNCEの設定に使用
する Cisco IOSコマンドのリストを示します。

Cisco IOSソフトウェ
アコマンドリファ

レンス：Cisco ISR
G2

付録 B

Cisco ISR 4000シリーズとEシリーズサーバを設定するた
めの Cisco IOSコマンドのリストを示します。

Cisco IOSソフトウェ
アコマンドリファ

レンス：Cisco ISR
4000シリーズ

付録 C

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどのGUI要素は、イタリッ
ク体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイン

タイトルは、ボールド体（bold）で示しています。

GUI要素

表示どおりにユーザが入力するテキストやユーザが押すキーは、この

フォント（例：this font）で示しています。
ユーザ入力

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（this font）で示しています。

CLIコマンドの引数は、このフォント（例：this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string
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説明テキストのタイプ

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you work
on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard
practices for preventing accidents.Use the statement number provided at the end of each warning to locate
its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

関連資料
『Documentation Guide for Cisco UCS E-Series Servers and the Cisco UCS E-Series Network Compute
Engine』にはすべての製品ドキュメントへのリンクが示されています。
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マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。
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第 1 章

クイックスタートの基本設定

（注） • Cisco UCS Eシリーズサーバ（Eシリーズサーバ）または Cisco UCS Eシリーズ Network
ComputeEngine（NCE）をすぐにセットアップして使用するためにコマンドと手順のリス
トが必要な場合は、「クイックスタートの基本設定」の章を使用します。

•詳細については、以降の章を使用します。

オプション1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストールされてい
ない Eシリーズサーバまたは NCE）を購入した場合は、この「クイックスタートの基本設定」
の章を使用します。オプション 2（Microsoft Windows Serverが事前にインストールされている E
シリーズサーバまたは NCE）、オプション 3（VMware vSphere Hypervisorが事前にインストー
ルされている Eシリーズサーバまたは NCE）を購入した場合は、いくつかの設定手順が異なり
ます。

この章は、次の項で構成されています。

• クイックスタートの基本設定タスク, 2 ページ
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クイックスタートの基本設定タスク
次の図は、オプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザの事前インストール
なしの Eシリーズサーバまたは NCE）の基本的なワークフローを示しています。

図 1：基本的なワークフロー - オプション 1

CIMC Configuration Utilityは EHWIC Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用さ
れません。

（注）

RAID機能はEシリーズサーバおよびSMEシリーズNCEに適用されます。RAID機能はEHWIC
Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用されません。

（注）
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手順

ステップ 1 Eシリーズサーバまたは NCEをルータにインストールします。
ステップ 2 CIMCアクセス用の CIMC IPアドレスを設定します。次のいずれかの方法を使用します。

•リモートユーザの場合、Cisco IOS CLIを使用して CIMCアクセスを設定します。この基本
設定は、サーバの外部GE2インターフェイスを使用したCIMCアクセスの設定方法を示して
います。

1 enable

2 configure terminal

3 必要に応じて次のいずれかを使用します。

• interface ucse slot/port：Cisco ISR G2または Cisco ISR 4000シリーズにインストール
されているすべての Eシリーズサーバまたは SM Eシリーズ NCEで使用。

• interface ucse 0/subslot/port：Cisco ISRG2にインストールされているEHWICEシリー
ズ NCEで使用。

• interface ucse slot/subslot/port：Cisco ISR 4000シリーズにインストールされている
NIM Eシリーズ NCEを使用。

• ucse subslot slot/subslot：Cisco ISR G2または Cisco ISR 4000シリーズにインストール
されているすべての Eシリーズサーバおよび NCEで使用。

4 imc ip address cimc-ip-address subnet-maskdefault-gateway cimc-gateway-ip-address

5 imc access-port shared-lom ge2

6 no shut：Cisco ISR 4000シリーズにインストールされている Eシリーズサーバには適用
されません。

7 end

設定の詳細は、必要に応じて以下のトピックのいずれかを参照してください。（注）

• Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイスによる CIMCア
クセスの設定：Cisco ISR G2, （39ページ）

• Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイスによる CIMCア
クセスの設定：Cisco ISR 4000シリーズ, （53ページ）

• EHWIC Eシリーズ NCEの外部 GE2インターフェイスによる CIMCアクセス
の設定, （65ページ）

• NIM Eシリーズ NCEの外部 GE2インターフェイスによる CIMCアクセスの
設定：Cisco ISR 4000シリーズ, （78ページ）

別のインターフェイスを使用するには、管理ファームウェアにアクセスするための

設定, （25ページ）を参照してください。

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
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•ローカルユーザの場合、次のいずれかの方法を使用します。

◦キーボードとモニタを Eシリーズサーバの前面パネルに接続し、CIMC Configuration
Utilityを使用してCIMCアクセスを設定します。CIMC設定ユーティリティによるCIMC
アクセスの設定, （80ページ）を参照してください。

CIMC Configuration Utilityは EHWIC Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ
NCEには適用されません。

（注）

◦ Cisco IOS CLIを使用して CIMCアクセスを設定します（前述したリモートユーザの設
定を参照してください）。

ステップ 3 Webブラウザで、CIMCにアクセスするためにステップ 2で設定した IPアドレスを入力します。
ステップ 4 RAIDを設定し、ディスクドライブをブート可能にします。RAIDを使用したストレージの管理,

（89ページ）を参照してください。
RAID機能はEシリーズサーバおよび SM Eシリーズ NCEに適用されます。RAID機能
は EHWIC Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用されません。

（注）

ステップ 5 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールし、必要に応じてドライバをイ

ンストールします。オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール, （99ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをルータ経由にし
ない場合、サーバのホストオペレーティングシステムを使用して Eシリーズサーバの外部
GE2またはG3インターフェイス、あるいはNCEの外部G2インターフェイスを設定します。

Cisco UCS-E160S-M3/K9サーバでは、外部インターフェイスは TE2または TE3で
す。

（注）

•アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをルータ経由にす
る場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータと Eシリーズサーバまたは NCE間の内部接続を
設定します。ルータと EシリーズサーバまたはNCE間の接続の設定, （123ページ）を参照
してください。
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第 2 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Eシリーズサーバおよび Cisco UCS Eシリーズネットワークコンピュートエン
ジンの概要, 5 ページ

• サーバソフトウェア, 7 ページ

• Eシリーズサーバおよび NCEの管理, 8 ページ

• Eシリーズサーバおよび NCEのオプション, 9 ページ

• このガイドで使用される共通用語, 14 ページ

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズ
ネットワークコンピュートエンジンの概要

Cisco UCS E-Series Servers（Eシリーズサーバ）およびCisco UCS Eシリーズネットワークコン
ピュートエンジン（NCE）はサイズ、重量、電力の効率にすぐれたブレードサーバのファミリ
で、第 2世代の Ciscoサービス統合型ルータ（Cisco ISR G2）および Cisco ISR 4000シリーズに搭
載されています。これらのサーバは、オペレーティングシステム（MicrosoftWindowsやLinuxな
ど）上でベアメタルとして、あるいはハイパーバイザ（VMware vSphere Hypervisor、Microsoft
Hyper-V、CitrixXenServerなど）上で仮想マシンとして導入される、ブランチオフィスアプリケー
ション向けの汎用コンピューティングプラットフォームを提供します。

Eシリーズサーバは、汎用コンピューティングの強力な Intel Xeonプロセッサ用に特別に作られ
ています。また、シングル幅とダブル幅の 2種類のフォームファクタがあります。シングル幅
のEシリーズサーバは単一のサービスモジュール（SM）スロットに適しており、ダブル幅のEシ
リーズサーバは 2つの SMスロットに適しています。

NCEは価格と性能の点で最適化されたモジュールで、シスコのネットワークアプリケーションお
よび他の軽量な汎用アプリケーションをホストするようにビルドされています。これらは、SM、
NIM、および EHWICの 3つのフォームファクタで提供されます。SM Eシリーズ NCEは 1つの

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
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SMスロットに、NIM Eシリーズ NCEは 1つの NIMスロットに、EHWIC Eシリーズ NCEは 2つ
の EHWICスロットに収納できます。

（注） • EHWIC Eシリーズ NCEは Cisco ISR G2にのみ設置できます。

• NIM Eシリーズ NCEは Cisco ISR 4000シリーズにのみ設置できます。

• Cisco ISR 4331には SMスロットが 1つあります。 Cisco ISR 4321および Cisco ISR 4431
には SMスロットがありません。

• Citrix XenServerは Eシリーズサーバでのみサポートされます。

• Cisco UCS-E160S-M3/K9サーバは、ISR 4000シリーズでのみサポートされます。

次の図に、ハイパーバイザを使用したEシリーズサーバまたはNCEの導入例を示します。

図 2：ハイパーバイザのE シリーズサーバまたはNCEの導入例

EシリーズサーバまたはNCEにホストさ
れている仮想マシン（ハイパーバイザが

4クライアントデバイス1

EシリーズサーバまたはNCEで稼動して
いる場合のみ適用）

エンタープライズストレージデバイス5EシリーズサーバまたはNCE管理コンソー
ル

2

ハイパーバイザまたはベアメタルオペレー

ティングシステムを稼動しているEシリー
ズサーバまたはNCEの Cisco ISR G2

3
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サポートされている Eシリーズサーバおよび NCEの詳細、ルータごとにインストール可能な
サーバの最大数については、『Hardware Installation Guide for Cisco UCS E-Series Servers and the
Cisco UCS E-Series Network Compute Engine』の「Hardware Requirements」の項を参照してくだ
さい。

（注）

サーバソフトウェア
EシリーズサーバとNCEには、3つの主要なソフトウェアシステムが必要です。

• CIMCファームウェア

• BIOSファームウェア

•オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ

次の図は、ソフトウェアがサーバとやりとりする仕組みを示しています。

図 3：サーバソフトウェア

CIMC ファームウェア

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、EシリーズサーバまたはNCEのマザーボード
に組み込まれている別の管理モジュールです。専用の ARMベースのプロセッサが（メインサー
バ CPUから独立して）CIMCファームウェアを実行します。システムには、現行バージョンの
CIMCファームウェアが付属しています。CIMCファームウェアは更新可能ですが、初期インス
トールは必要ありません。

CIMCはEシリーズサーバおよびNCE用の管理サービスです。WebベースのGUIまたは SSHベー
スの CLIを使用して、サーバにアクセスし、サーバを設定、管理、モニタできます。

BIOS ファームウェア

BIOSは、システム内のハードウェアを初期化し、ブート可能なデバイスを検出し、それらを指定
された順序でブートします。オペレーティングシステムを起動したり、オペレーティングシステ

ムが使用するハードウェアを設定したりします。使いやすい BIOS管理機能により、ハードウェ
アを操作したり、使用したりできます。他にもBIOSでは、システムを設定したり、ファームウェ
アを管理したり、BIOSエラーレポートを作成したりすることもできます。

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
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システムには、現行バージョンの BIOSファームウェアが付属しています。BIOSファームウェア
は更新可能ですが、初期インストールは必要ありません。

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ

メインサーバ CPUはMicrosoft Windowsや Linuxなどのオペレーティングシステム上で、または
ハイパーバイザ上で動作します。Microsoft Windows Serverまたは VMware vSphere Hypervisorが事
前にインストールされているEシリーズサーバまたはNCEを購入することも、独自のプラット
フォームをインストールすることもできます。

EシリーズサーバまたはNCEでテストされたプラットフォームについては、『『ReleaseNotes
for Cisco UCS E-Series Servers and the Cisco UCS E-Series Network Compute Engine』』の「Software
Requirements」の項を参照してください。

（注）

E シリーズサーバおよび NCE の管理
次の表に、EシリーズサーバおよびNCEで使用される管理インターフェイスを示します。

表 3：E シリーズサーバおよびNCEの管理インターフェイス

説明管理インターフェイス

ホストルータ、およびEシリーズサーバまたはNCEの設定に使用する CLI。Cisco IOS CLI

EシリーズサーバおよびNCEのアクセス、設定、管理、および監視に使用するWeb
ベースの GUI。

CIMC GUI

EシリーズサーバおよびNCEのアクセス、設定、管理、および監視に使用するSSH
ベースの CLI。

CIMC CLI

Simple Network Management Protocol（SNMP）のトラップ。ユーザはこれを使用し
て、サーバの設定やステータスを表示し、障害およびアラートの情報を送信しま

す。

SNMP
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E シリーズサーバおよび NCE のオプション
次の図は、EシリーズサーバおよびNCEのオプションを示しています。

図 4：E シリーズサーバまたはNCEのオプション

•オプション 1：オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストールされ
ていないEシリーズサーバまたはNCE

•オプション 2：Microsoft Windows Serverが事前にインストールされているEシリーズサーバ
またはNCE

Eシリーズサーバを購入するときに、イネーブルにしておきたいRAIDオプションを選択で
きます。

このオプションを購入すると、Microsoft Windows Serverライセンスが事前に
アクティベートされます。

（注）

•オプション 3：VMware vSphere Hypervisorが事前にインストールされたEシリーズサーバま
たはNCE

Eシリーズサーバを購入するときに、イネーブルにしておきたいRAIDオプションを選択で
きます。

事前にインストールされている VMware vSphere Hypervisorのデフォルトユー
ザ名は rootです。この名前は変更できません。また、デフォルトパスワード
は passwordです。ログイン後に、パスワードを変更することを推奨します。

（注）

RAID機能はEシリーズサーバおよびSMEシリーズNCEに適用されます。RAID機能はEHWIC
Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用されません。

重要
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オプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事
前にインストールされていない E シリーズサーバまたはNCE）の基本
的なワークフロー

次の図は、オプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザの事前インストール
なしの Eシリーズサーバまたは NCE）の基本的なワークフローを示しています。

図 5：基本的なワークフロー - オプション 1

CIMC Configuration Utilityは EHWIC Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用さ
れません。

（注）
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RAID機能はEシリーズサーバおよびSMEシリーズNCEに適用されます。RAID機能はEHWIC
Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用されません。

（注）

次の手順は、オプション 1（ハードウェアのみ。オペレーティングシステムまたはハイパーバイ
ザの事前インストールなしのEシリーズサーバまたはNCE）を購入した場合に実行する必要があ
るタスクの参照先を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

ルータへの Eシリーズサーバまたは NCEのインス
トール, （15ページ）を参照してください。

EシリーズサーバまたはNCE
をルータにインストールしま

す。

ステップ 1   

管理ファームウェアにアクセスするための設定, （
25ページ）を参照してください。

CIMCアクセス用の CIMC IP
アドレスを設定します。

ステップ 2   

管理ファームウェアのアクセス, （85ページ）を参
照してください。

CIMCにアクセスします。ステップ 3   

RAIDを使用したストレージの管理, （89ページ）を
参照してください。

RAID機能はEシリーズサーバおよび SM E
シリーズNCEに適用されます。RAID機能は
EHWIC EシリーズNCEおよびNIM Eシリー
ズ NCEには適用されません。

重要

RAIDを設定し、ディスクド
ライブをブート可能にしま

す。

ステップ 4   

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザの

インストール, （99ページ）を参照してください。
オペレーティングシステムを

インストールし、必要に応じ

てドライバをインストールし

ます。

ステップ 5   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応

じて、次のいずれかを実行します。

ルータとEシリーズサーバま
たはNCE間の内部接続を設定
します。

ステップ 6   

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にしな

い場合、サーバのホストオペレーティングシス

テムを使用してEシリーズサーバまたはNCEの
外部インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にする

場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータとEシ
リーズサーバまたはNCE間の内部接続を設定し
ます。ルータと Eシリーズサーバまたは NCE

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド
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概要

オプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストールされていない E シ
リーズサーバまたは NCE）の基本的なワークフロー



目的コマンドまたはアクション

間の接続の設定, （123ページ）を参照してくだ
さい。

オプション 2（Microsoft Windows Server が事前にインストールされて
いる E シリーズサーバまたは NCE）の基本的なワークフロー

次の手順は、オプション 2（Microsoft Windows Serverが事前にインストールされているEシリー
ズサーバまたは NCE）を購入した場合に実行する必要があるタスクの参照先を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

ルータへの Eシリーズサーバまたは NCEのインス
トール, （15ページ）を参照してください。

EシリーズサーバまたはNCE
をルータにインストールしま

す。

ステップ 1   

管理ファームウェアにアクセスするための設定,（25
ページ）を参照してください。

CIMCアクセス用の CIMC IP
アドレスを設定します。

ステップ 2   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応じ

て、次のいずれかを実行します。

ルータとEシリーズサーバま
たはNCE間の内部接続を設定
します。

ステップ 3   

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にしな

い場合、サーバのホストオペレーティングシス

テムを使用してEシリーズサーバまたはNCEの
外部インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にする

場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータとEシ
リーズサーバまたはNCE間の内部接続を設定し
ます。ルータと Eシリーズサーバまたは NCE
間の接続の設定, （123ページ）を参照してくだ
さい。

管理ファームウェアのアクセス, （85ページ）を参
照してください。

CIMCにアクセスし、CIMCか
らMicrosoft Windows Serverに
アクセスします。

ステップ 4   

   Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンス
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概要

オプション 2（Microsoft Windows Server が事前にインストールされている E シリーズサーバまたはNCE）
の基本的なワークフロー



オプション 3（VMware vSphere Hypervisor が事前にインストールされ
ている E シリーズサーバまたは NCE）の基本的なワークフロー

次の手順は、オプション 3（VMware vSphereHypervisorが事前にインストールされているEシリー
ズサーバまたは NCE）を購入した場合に実行する必要があるタスクの参照先を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

ルータへの Eシリーズサーバまたは NCEのインス
トール, （15ページ）を参照してください。

EシリーズサーバまたはNCE
をルータにインストールしま

す。

ステップ 1   

管理ファームウェアにアクセスするための設定,（25
ページ）を参照してください。

CIMCアクセス用の CIMC IP
アドレスを設定します。

ステップ 2   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応

じて、次のいずれかを実行します。

ルータとEシリーズサーバま
たはNCE間の内部接続を設定
します。

ステップ 3   

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にしな

い場合、サーバのホストオペレーティングシス

テムを使用してEシリーズサーバまたはNCEの
外部インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にする

場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータとEシ
リーズサーバまたはNCE間の内部接続を設定し
ます。ルータと Eシリーズサーバまたは NCE
間の接続の設定, （123ページ）を参照してくだ
さい。

管理ファームウェアのアクセス, （85ページ）を参
照してください。

CIMCにアクセスし、CIMCか
ら VMware vSphere Hypervisor
にアクセスします。

ステップ 4   

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド
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概要

オプション 3（VMware vSphere Hypervisor が事前にインストールされている E シリーズサーバまたはNCE）
の基本的なワークフロー



このガイドで使用される共通用語

表 4：共通用語

説明用語

ボード管理コントローラ。

BMCは Cisco IOSコマンドによって CIMCを設定するときに使用されます。

BMC

Cisco Integrated Management Controller

CIMCは、Eシリーズサーバ用の管理サービスです。CIMCはサーバ内で動作します。CIMC
を使用して別のサーバへのアクセス、設定、管理、およびモニタを行えます。

CIMC

コマンドラインインターフェイス。CLI

Integrated Management Controller.

IMCは Cisco IOSコマンドによって CIMCを設定するときに使用されます。

IMC

オンボード LAN

共有 LOMインターフェイスは CIMCアクセスを設定するために使用されます。

LOM

Redundant Array of Inexpensive Disks

RAIDは Eシリーズサーバデータファイルを保存するために使用されます。

RAID

   Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンス
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第 3 章

ルータへの E シリーズサーバまたは NCE の
インストール

この章は、次の項で構成されています。

• Eシリーズサーバまたは NCEをルータにインストールする基本的なワークフロー, 15 ペー
ジ

• 適合性の確認, 16 ページ

• ルータへの Eシリーズサーバおよび NCEのインストール, 17 ページ

• インストールの確認, 20 ページ

• Eシリーズサーバによる CIMCファームウェアのリセットと更新の停止：Cisco ISR 4000シ
リーズ, 23 ページ

• 次の作業, 24 ページ

E シリーズサーバまたは NCE をルータにインストールす
る基本的なワークフロー

1 ルータ、EシリーズサーバまたはNCE、およびルータにインストールされた Cisco IOSのソフ
トウェアバージョンが互換していることを確認します。

2 Eシリーズサーバまたは NCEをルータにインストールします。

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド
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Eシリーズサーバを Cisco ISR G2から Cisco ISR 4000シリーズに移行する場合は、Eシリーズ
サーバがCisco ISRG2にインストールされている間にCIMCファームウェアイメージのリリー
ス 2.0(1.20130626092411)または最新バージョンへの更新およびBIOSファームウェアイメージ
のリリース 1.5.0.2または最新バージョンへの更新を実行し、その後でCisco ISR 4000シリーズ
に移行する必要があります。CIMCファームウェアのインストール手順については、Cisco.com
の『GUI Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Servers and the Cisco UCS E-Series Network
Compute Engine』の「CIMC Firmware Management」の章を参照してください。

重要

3 Eシリーズサーバまたは NCEがルータによって正しく検出されることを確認します。

適合性の確認

Cisco ISR G2、E シリーズサーバ、NCE と Cisco IOS ソフトウェアリリー
スの互換性の確認

表 5：ルータ、E シリーズサーバ、NCE、および Cisco IOS リリースの互換性

EHWIC E シリーズ NCEの
Cisco IOS ソフトウェアリ
リース

ダブル幅の E シリーズサー
バの Cisco IOS ソフトウェア
リリース

シングル幅の E シリーズ
サーバおよび SM E シ
リーズ NCEの Cisco IOS
ソフトウェアリリース

ルータ

15.4(3)M以降のリリース——1921

15.4(3)M以降のリリース——1941

15.4(3)M以降のリリース—15.2(4)M以降のリリース2911

15.4(3)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース2921

15.4(3)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース2951

15.4(3)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース3925

15.4(3)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース3925e

15.4(3)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース3945

15.4(3)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース15.2(4)M以降のリリース3945e
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Cisco ISR 4000 シリーズ、E シリーズサーバ、NIM、CIMC、および Cisco
IOS ソフトウェアリリースの互換性の確認

表 6：Cisco ISR 4000 シリーズ、E シリーズサーバ、NIM、CIMC、および Cisco IOS リリースの互換性

CIMCNIM E シリーズ NCE
の Cisco IOS ソフト
ウェアリリース

ダブル幅のE シリー
ズサーバの Cisco
IOS ソフトウェアリ
リース

シングル幅の E シ
リーズサーバおよ

び SM E シリーズ
NCEの Cisco IOS ソ
フトウェアリリー

ス

ルータ

2.2.2以降のリリース_XE 3.12SXE 3.12S4400シ
リーズ

2.3.1以降のリリース_XE 3.13S以降のリ
リース

XE 3.13S以降のリ
リース

3.0.1以降のリリースXE 3.15S以降のリ
リース

__

3.0.1以降のリリースXE 16.2.1XE 16.2.1XE 16.2.1
1

2.3.1以降のリリース_XE 3.13S以降のリ
リース

XE 3.13S以降のリ
リース

4300シ
リーズ

3.0.1以降のリリースXE 3.15S以降のリ
リース

__

3.0.1以降のリリースXE 16.2.1XE 16.2.1XE 16.2.1

1
リリースバージョンを XE 16.2.1からダウングレードしないでください。リリースバージョンを XE 16.2.1からダウングレードすると、
CSCux77048のために UCS-Eモジュールが起動しなくなります。UCS-Eモジュールを起動させるには、hw-module subslot x/y reloadコマンド
を使用して OIRを実行してください。

ルータへの E シリーズサーバおよび NCE のインストール
次の図は、EシリーズサーバおよびEHWIC Eシリーズ NCEをルータへインストールする方法を
示します。詳細については、Cisco.comの『Hardware InstallationGuide for CiscoUCSE-Series Servers
and the Cisco UCS E-Series Network Compute Engine』を参照してください。

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
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ルータへの E シリーズサーバまたは NCE のインストール
Cisco ISR 4000 シリーズ、E シリーズサーバ、NIM、CIMC、および Cisco IOS ソフトウェアリリースの互換

性の確認



Cisco ISR G2 のダブル幅のE シリーズサーバ

Cisco 2900シリーズ ISR G2にEシリーズサーバをインストールまたは削除する前に、ルータ
の電源を切ってからサーバのインストールまたは削除を実行します。

注意

図 6：Cisco ISR G2 のダブル幅のE シリーズサーバ

   Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンス
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ルータへの E シリーズサーバまたは NCE のインストール
ルータへの E シリーズサーバおよび NCE のインストール



Cisco ISR 4000 シリーズのダブル幅のE シリーズサーバ

Cisco ISR G2から Eシリーズサーバを Cisco ISR 4000シリーズへ移行する場合は、Eシリー
ズサーバがまだ Cisco ISR G2にインストールされている間に、まず CIMCおよび BIOSファー
ムウェアイメージを最新バージョンにアップグレードする必要があります。その後で、Cisco
ISR 4000シリーズに移行します。CIMCファームウェアイメージと BIOSファームウェアイ
メージの両方をアップグレードすることを強く推奨します。

ファームウェアコンポーネントは、CiscoHostUpgradeUtility（HUU）を使用してアップグレー
ドすることも手動でアップグレードすることもできます。アップグレードの詳細については、

ファームウェアのアップグレード, （151ページ）を参照してください。

最初に CIMCファームウェアを更新せずにEシリーズサーバをCisco ISR 4000シリーズへ移行
すると、Eシリーズサーバは引き続きリセットされます。ファームウェアのリセットとイン
ストールを停止するには、EシリーズサーバによるCIMCファームウェアのリセットと更新の
停止：Cisco ISR 4000シリーズ, （23ページ）を参照してください。

重要

図 7：Cisco ISR 4000 シリーズのダブル幅 E シリーズサーバ
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ルータへの E シリーズサーバまたは NCE のインストール
ルータへの E シリーズサーバおよび NCE のインストール



Cisco ISR G2 のEHWIC E シリーズ NCE

ISRG2からEHWICEシリーズNCEをインストールまたは削除する前に、ルータの電源を切っ
てから NCEのインストールまたは削除を実行します。

注意

図 8：Cisco ISR G2 のEHWIC E シリーズ NCE

Cisco ISR 4000 シリーズの NIM E シリーズ NCE

図 9：Cisco ISR 4000 シリーズの NIM E シリーズ NCE

インストールの確認

E シリーズサーバのインストールの確認
はじめる前に

• Eシリーズサーバをルータにインストールします。
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ルータへの E シリーズサーバまたは NCE のインストール
インストールの確認



•互換性のある Cisco IOSイメージをロードします。

•サーバの電源をオンにします。

Eシリーズサーバのインストールを確認するには、次のいずれかのコマンドを使用します。

•物理システム全体の概要を表示するには、show platformコマンドを使用します。
Router# show platform
Chassis type: ISR4451/K9
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ISR4451/K9 ok 1d01h
0/0 ISR4400-4X1GE ok 1d01h
1 ISR4451/K9 ok 1d01h
1/0 UCS-E160DP-M1/K9 ok 1d01h
2 ISR4451/K9 ok 1d01h
R0 ISR4451/K9 ok, active 1d01h
F0 ISR4451/K9 ok, active 1d01h
P0 XXX-XXXX-XX ok 1d01h
P1 Unknown ps, 1d01h
P2 ACS-4450-FANASSY ok 1d01h

Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------
0 12090323 12.2(20120829:165313)
1 12090323 12.2(20120829:165313)
2 12090323 12.2(20120829:165313)
R0 12090323 12.2(20120829:165313)
F0 12090323 12.2(20120829:165313)

•ルータが Eシリーズサーバを認識していることを確認するには、show hw-module subslot all
oirコマンドを使用します。
Router# show hw-module subslot all oir
Module Model Operational Status
------------- -------------------- ------------------------
subslot 0/0 ISR4451-X-4X1GE ok
subslot 1/0 UCS-E140S-M1/K9 ok
subslot 2/0 UCS-E140S-M1/K9 ok

EHWIC E シリーズ NCEのインストールの確認

はじめる前に

• EHWIC Eシリーズ NCEをルータにインストールします。

•互換性のある Cisco IOSイメージをロードします。

• NCEの電源をオンにします。

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
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ルータへの E シリーズサーバまたは NCE のインストール
EHWIC E シリーズ NCEのインストールの確認



手順

目的コマンドまたはアクション

ルータが、新しくインストールされたEHWIC E
シリーズNCEの存在を検出することを確認しま
す。

Router> show inventoryステップ 1   

Router> show inventory

NAME: "CISCO3945-CHASSIS", DESCR: "CISCO3945-CHASSIS"
PID: CISCO3945-CHASSIS , VID: V02, SN: FGL1539100Q

NAME: "Cisco Services Performance Engine 150 for Cisco 3900 ISR on Slot 0", DESCR: "Cisco
Services Performance Engine 150 for Cisco 3900 ISR"
PID: C3900-SPE150/K9 , VID: V05 , SN: FOC15367HAZ

NAME: "Enhanced WAN Interface Card UCS Server on Slot 0 SubSlot 3", DESCR: "Enhanced WAN
Interface Card UCS Server"
PID: UCS-EN120E-M2/K9 , VID: V01, SN: FOC17462K2A

NAME: "C3900 AC Power Supply 1", DESCR: "C3900 AC Power Supply 1"
PID: PWR-3900-AC , VID: V03, SN: SNI1511C8SM

NIM E シリーズ NCE インストールの確認
はじめる前に

• NIM Eシリーズ NCEをルータにインストールします。

•互換性のある Cisco IOSイメージをロードします。

•サーバの電源をオンにします。

NIM Eシリーズ NCEのインストールを確認するには、次のいずれかのコマンドを使用します。

•物理システム全体の概要を表示するには、show platformコマンドを使用します。
Router# show platform
Chassis type: ISR4351/K9

0/1 UCS-EN140N-M2/K9 ok 3w5d
1/0 UCS-E140DP-M1/K9 ok 4w6d
2 ISR4351/K9 ok 5w2d
R0 ISR4351/K9 ok, active 5w2d
F0 ISR4351/K9 ok, active 5w2d
P0 PWR-4450-AC ok 5w2d
P2 ACS-4450-FANASSY ok 5w2d

Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 14080523 15.4(3r)S1
1 14080523 15.4(3r)S1
2 14080523 15.4(3r)S1
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R0 14080523 15.4(3r)S1
F0 14080523 15.4(3r)S1

•ルータが NIM Eシリーズ NCEを認識していることを確認するには、show hw-module subslot
all oirコマンドを使用します。
Router# show hw-module subslot all oir
Module Model Operational Status
------------- -------------------- ------------------------
subslot 0/0 ISR4351-3x1GE ok
subslot 0/1 UCS-EN140N-M2/K9 ok
subslot 1/0 UCS-E140DP-M1/K9 ok

E シリーズサーバによる CIMC ファームウェアのリセッ
トと更新の停止：Cisco ISR 4000 シリーズ

CIMCファームウェアを更新せずに Eシリーズサーバを Cisco ISR 4000シリーズに移行した場
合、Eシリーズサーバは引き続きリセットされます。この手順を使用して、ファームウェアのリ
セットおよびインストールを停止します。

この手順の一部はルータから実行され、他の手順は Eシリーズサーバから実行されます。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

エラーリカバリをディセーブルにします。これ

により、Eシリーズサーバのリセットが停止しま
す。

Router# hw-module subslot
slot/subslotmaintenance enable

ステップ 1   

ステップ 1およびステップ 2のコマン
ドは、ルータから入力します。

（注）

CIMCセッションを開始します。Router# hw-module subslot
slot/subslotsession imc

ステップ 2   

CIMCコマンドモードを開始します。Server# scopecimcステップ 3   

ステップ 3～ステップ 8のコマンド
は、Eシリーズサーバから入力します。

（注）

CIMCファームウェアコマンドモードを開始し
ます。

Server/cimc # scopefirmwareステップ 4   

CIMCファームウェアの更新を開始します。サー
バは、指定の IPアドレスにある TFTPサーバか

Server/cimc/firmware # update
tftp-ip-address path-and-filename

ステップ 5   

ら、指定のパスとファイル名のアップデート

ファームウェアを取得します。
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目的コマンドまたはアクション

使用可能なファームウェアおよびステータスを表

示します。

Server/cimc/firmware # show
[detail]

ステップ 6   

選択したイメージをアクティブにします。イメー

ジ番号が指定されていない場合、サーバは現在非

アクティブのイメージをアクティブにします。

Server/cimc/firmware # activate
[1 | 2]

ステップ 7   

CIMCセッションを終了します。Ctrl-a Ctrl-qを押します。ステップ 8   

エラーリカバリをイネーブルにします。Router# hw-module subslot
slot/subslotmaintenance disable

ステップ 9   

ステップ 9およびステップ 10のコマン
ドは、ルータから入力します。

（注）

Eシリーズサーバをリロードします。Router# hw-module subslot
slot/subslotreload

ステップ 10   

このリロードは、Eシリーズサーバの
電源を再投入します。

（注）

次の作業
CIMCアクセス用の CIMC IPアドレスを設定します。管理ファームウェアにアクセスするための
設定, （25ページ）を参照してください。
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第 4 章

管理ファームウェアにアクセスするための

設定

この章では、Eシリーズサーバおよび NCEインターフェイスについて概説し、Eシリーズサー
バまたは NCEがルータにインストールされている場合に、CIMC管理ファームウェアへアクセ
スするための設定手順について説明します。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• CIMCアクセスの設定, 25 ページ

• CIMC設定ユーティリティによる CIMCアクセスの設定, 80 ページ

• スクリプトファイルによるネットワークのスタティック設定の定義, 82 ページ

• 次の作業, 84 ページ

CIMC アクセスの設定
リモートユーザの場合、Cisco IOS CLIを使用して CIMCアクセスを設定します。

ローカルユーザの場合、次のいずれかの方法を使用します。

•キーボードとモニタを Eシリーズサーバの前面パネルに接続し、CIMC Configuration Utility
を使用して CIMCアクセスを設定します。

CIMC Configuration Utilityは EHWIC Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ
NCEには適用されません。

（注）

• CIMCアクセスを設定するには、Cisco IOS CLIを使用します。必要に応じて、次のいずれか
を参照してください。

◦ CIMCアクセス設定オプション：Cisco ISR G2, （27ページ）

◦ CIMCアクセス設定オプション：Cisco ISR 4000シリーズ, （42ページ）
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◦ CIMCアクセス設定オプション：EHWIC Eシリーズ NCE, （58ページ）

◦ CIMCアクセス設定オプション：NIM Eシリーズ NCE, （69ページ）

E シリーズサーバおよび Cisco ISR G2 のインターフェイスの概要
次の図は、ダブル幅 EシリーズサーバおよびCisco ISRG2ホストルータのインターフェイスを示
しています。

図 10：ダブルワイドの E シリーズサーバインターフェイス

説明インターフェイスの場所インターフェイス

コンソールインターフェイスと

も呼ばれます。このインターフェ

イスは、ルータの PCIeインター
フェイスを Eシリーズサーバに
接続します。PCIeインターフェ
イスは、ルータと Eシリーズ
サーバ間の内部レイヤ 3 GEリン
クを提供します。CIMC設定でも
ホストオペレーティングシステ

ム設定でも使用できます。

内部インターフェイスルータの PCIe slot/0イン
ターフェイス

1
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高速バックプレーンスイッチ上

で CIMCにアクセスするために
使用されます。MGF VLANイン
ターフェイスは、ルータと Eシ
リーズサーバ間の内部レイヤ 2
GEリンクを提供します。このイ
ンターフェイスは、CIMC設定で
もホストオペレーティングシス

テム設定でも使用できます。

内部インターフェイスルータのMGF slot/1 VLAN
インターフェイス

2

CIMCの設定と管理に使用されま
す。

外部インターフェイス管理（専用）インターフェ

イス

3

プライマリインタフェースまた

はバックアップインターフェイ

スとして使用されます。このイ

ンターフェイスは、CIMC設定で
もホストオペレーティングシス

テム設定でも使用できます。

GE3インターフェイス
は、ダブル幅 Eシリー
ズサーバだけで使用で

きます。

（注）

外部インターフェイスGE3インターフェイス4

プライマリインタフェースまた

はバックアップインターフェイ

スとして使用されます。このイ

ンターフェイスは、CIMC設定で
もホストオペレーティングシス

テム設定でも使用できます。

外部インターフェイスGE2インターフェイス5

CIMC アクセス設定オプション：Cisco ISR G2
リモートユーザであるかローカルユーザであるかに応じ、次のいずれかの操作を実行して CIMC
アクセスを設定します。

•リモートユーザの場合は、外部管理（専用）インターフェイスか、次のいずれかの共有LOM
インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

◦ルータの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイス

◦ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイス

◦ Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイス

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
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•ローカルユーザの場合は、Cisco IOS CLIまたはCIMC設定ユーティリティを使用してCIMC
アクセスを設定します。

E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR G2

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部管理（専用）インターフェ
イスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 11：E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
トとポート用のインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要があ
るデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定しま
す。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

サーバの外部管理（専用）インターフェイスを使用

してCIMCアクセスを設定します。「Eシリーズサー
Router(config-if)# imc
access-port dedicated

ステップ 5   

バおよび Cisco ISR G2のインターフェイスの概要」
の # 3を参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 6   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# endステップ 7   

次の例は、サーバの外部 IMC専用インターフェイスを使用してCIMCアクセスを設定する方法を
示しています。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-if)# imc access-port dedicated
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end
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共有 LOM による CIMC アクセスの設定：Cisco ISR G2

CIMCアクセスを設定するには、次の共有 LOMインターフェイスのいずれかを使用します:

•ルータの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイス

•ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイス

• Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイス

ルータの内部 PCIe slot/0 コンソールインターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR G2

次の図と手順を確認し、その手順に従って、ルータの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイ
スを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 12：ルータの内部 PCIe slot/0 コンソールインターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ホストルータで特権EXECモードを開始します。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ギガビットイーサネット0/0のインターフェイスコン
フィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
GigabitEthernet0/0

ステップ 3   

インターフェイスの IPアドレスおよびサブネットマ
スクを指定します。

Router (config-if)# ip
address ip-address
subnet-mask

ステップ 4   

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# endステップ 6   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 7   

Eシリーズサーバがインストールされているスロット
とポート用のインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 8   

（任意）ip unnumberedコマンドは、インターフェイス
に明示的な IPアドレスを割り当てずに、そのインター
フェイス上での IP処理をイネーブルにします。

Router (config-if)# ip
unnumbered type number

ステップ 9   

• type：割り当てられた IPアドレスをルータが保持
しているインターフェイスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレスをルータが
保持しているインターフェイスおよびサブイン

ターフェイスの番号。

アンナンバードインターフェイスは、一意

である必要があります。番号付けされてい

ない別のインターフェイスは指定できませ

ん。

（注）

ip unnumberedコマンドを使用する場合は、ip routeコ
マンドを使用してスタティックルートを作成する必要

があります。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ip unnumberedおよび ipv6 unnumberedコマンド
では、デバイス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。ブロードキャ

ストはサポートされません。

注意

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 10   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

ルータの PCIe slot/0（コンソール）インターフェイス
を使用して CIMCアクセスを設定します。「Eシリー

Router(config-if)# imc
access-port shared-lom
console

ステップ 11   

ズサーバおよびCisco ISRG2のインターフェイスの概
要」の 1番目の項目を参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 12   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# endステップ 13   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 14   

スタティックルートを作成します。Router (config)# ip route
cimc-ip-address
subnet-maskucse slot/port

ステップ 15   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• slot/port：Eシリーズサーバがインストールされ
るスロットとポート。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# endステップ 16   

ルータの内部PCIe slot/0コンソールインターフェイス
を経由したルータからCIMCへの接続を確認します。

Router# ping
cimc-ip-address

ステップ 17   
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次に、サーバの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定す
る例を示します。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-if)# imc access-port shared-lom console
Router(config-if)# no shut
Router(config)# end

Router# configure terminal
Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 2/0
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

ルータの内部 MGF slot/1 VLAN インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR G2

次の図と手順を確認し、その手順に従って、ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイスを
使用して CIMCアクセスを設定します。

図 13：ルータの内部 MGF slot/1 VLAN インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。
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• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。
パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

VLANを表示します。Router# show vlan-switchステップ 2   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 3   

指定したVLAN番号のVLANコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

Router (config)# interface
vlan vlan-number

ステップ 4   

VLANの IPアドレスを指定します。Router (config-if)# ip address
vlan-ip-address subnet-mask

ステップ 5   

• vlan-ip-address：VLANの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスにアペンドするサブ
ネットマスク。

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

Router(config-if)# endステップ 6   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 7   

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
トとポート用のインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 8   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要があ
るデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定し
ます。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 9   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネッ
トマスクであり、ホストルータと同じサブ

ネットに属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。
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目的コマンドまたはアクション

ルータの内部 slot/1 MGF VLANインターフェイス
を使用して CIMCアクセスを設定します。「Eシ

Router(config-if)# imc
access-port shared-lom GE1

ステップ 10   

リーズサーバおよび Cisco ISR G2のインターフェ
イスの概要」の2番目の項目を参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になりま

す。

Router(config-if)# no shutステップ 11   

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

Router(config-if)# endステップ 12   

ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイス
を経由したルータから CIMCへの接続を確認しま
す。

Router# ping cimc-ip-addressステップ 13   

次の例は、ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定す
る方法を示しています。

Router> enable
Router> password
Router> show vlan-switch
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
1 default active Gi0/0/0, Gi0/0/1, Gi0/0/2

Gi0/0/3, uc2/1
Router# configure terminal
Router(config)# interface vlan 1
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-if)# imc access-port shared-lom GE1
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms
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非ネイティブのVLAN を使用したルータの内部 MGF slot/1 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco
ISR G2

次の図と手順を確認し、その手順に従って、非ネイティブVLANのルータの内部MGF slot/1イン
ターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 14：非ネイティブの VLAN のルータ内部の MGF slot/1 インターフェイスを使用した CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権EXECモードを開始します。
パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

VLANを表示します。Router# show vlan-switchステップ 2   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 3   

指定された VLANを設定します。Router (config)# vlan
vlan-number

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

VLANコンフィギュレーションを終了します。Router (config)# endステップ 5   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 6   

指定した VLAN番号の VLANコンフィギュレー
ションモードを開始します。

Router (config)# interface
vlan vlan-number

ステップ 7   

VLANの IPアドレスを指定します。Router (config-if)# ip address
vlan-ip-address subnet-mask

ステップ 8   

• vlan-ip-address：VLANの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスにアペンドするサブ
ネットマスク。

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

Router(config-if)# endステップ 9   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 10   

Eシリーズサーバがインストールされているス
ロットとポート用のインターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 11   

CIMCについて指定された VLAN IDを設定しま
す。

Router (config)# imc vlan
vlan-id

ステップ 12   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要が
あるデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指
定します。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 13   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネッ
トマスクであり、ホストルータと同じサブ

ネットに属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲート
ウェイの IPアドレス。

ルータの内部 slot/1MGF VLANインターフェイス
を使用して CIMCアクセスを設定します。「Eシ

Router(config-if)# imc
access-port shared-lom GE1

ステップ 14   

リーズサーバおよびCisco ISRG2のインターフェ
イスの概要」の 2番目の項目を参照してくださ
い。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスが管理上のアップ状態になりま

す。

Router(config-if)# no shutステップ 15   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

Router(config-if)# endステップ 16   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 17   

ルータのMGF slot/1 VLANインターフェイスのイ
ンターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/1

ステップ 18   

ポートを永続的なトランキングモードにします。

デフォルトの設定は、アクセスモードです。

Router(config-if)# switchport
mode trunk

ステップ 19   

インターフェイスが管理上のアップ状態になりま

す。

Router(config-if)# no shutステップ 20   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

Router(config-if)# endステップ 21   

ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイス
を経由したルータから CIMCへの接続を確認しま
す。

Router# ping cimc-ip-addressステップ 22   

次に、非ネイティブVLANのルータの内部MGF slot/1インターフェイスを使用して CIMCアクセ
スを設定する例を示します。

Router> enable
Router> password
Router> show vlan-switch
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
1 default active Gi0/0/0, Gi0/0/1, Gi0/0/2

Gi0/0/3, uc2/1

Router# configure terminal
Router(config)# vlan 2
Router(config)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface vlan 2
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc vlan 2
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-if)# imc access-port shared-lom GE1
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end
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Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 2/1
Router(config-if)# switchport mode trunk
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

E シリーズサーバの外部 GE2 または GE3 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR G2

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インター
フェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

次の図は、Eシリーズサーバの外部 GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定
する方法を示しています。

（注）

図 15：E シリーズサーバの外部 GE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。
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• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
トとポート用のインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要があ
るデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定しま
す。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インター
フェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

Router (config-if)# imc
access-port shared-lom {GE2
| GE3}

ステップ 5   

「Eシリーズサーバおよび Cisco ISR G2のインター
フェイスの概要」の 4番目と 5番目の項目を参照し
てください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 6   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# endステップ 7   

次の例は、サーバの外部GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定する方法を示し
ています。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
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Router(config-if)# imc access-port shared-lom GE2
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

E シリーズサーバおよび Cisco ISR 4000 シリーズのインターフェイスの
概要

次の図は、ダブル幅の EシリーズサーバおよびCisco ISR 4000シリーズホストルータのインター
フェイスを示します。

図 16：ダブルワイドの E シリーズサーバインターフェイス

説明インターフェイスの場所インターフェイス

高速バックプレーンスイッチ上

で CIMCにアクセスするために
使用されます。MGFインター
フェイスは、ルータと Eシリー
ズサーバ間の内部レイヤ 2GEリ
ンクを提供します。このインター

フェイスは、CIMC設定でもホス
トオペレーティングシステム設

定でも使用できます。

このインターフェイス

は、Eシリーズサーバ
の内部 GE0インター
フェイスにアクセスす

るために使用されま

す。

（注）

内部インターフェイスルータの ucse slot/0/0 イン
ターフェイス

1
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高速バックプレーンスイッチ上

で CIMCにアクセスするために
使用されます。MGFインター
フェイスは、ルータと Eシリー
ズサーバ間の内部レイヤ 2GEリ
ンクを提供します。このインター

フェイスは、CIMC設定でもホス
トオペレーティングシステム設

定でも使用できます。

このインターフェイス

は、Eシリーズサーバ
の内部 GE1インター
フェイスにアクセスす

るために使用されま

す。

（注）

内部インターフェイスルータの ucse slot/0/1イン
ターフェイス

2

Eシリーズサーバの内部 NICイ
ンターフェイス。

内部インターフェイスGE0および GE1インター
フェイス

3

CIMCの設定と管理に使用されま
す。

外部インターフェイス管理（専用）インターフェ

イス

4

CIMC設定でもホストオペレー
ティングシステム設定でも使用

できます。

GE3インターフェイス
は、ダブル幅 Eシリー
ズサーバだけで使用で

きます。

（注）

外部インターフェイスGE3インターフェイス5

CIMC設定でもホストオペレー
ティングシステム設定でも使用

できます。

外部インターフェイスGE2インターフェイス6

CIMC アクセス設定オプション：Cisco ISR 4000 シリーズ
リモートユーザであるかローカルユーザであるかに応じ、次のいずれかの操作を実行して CIMC
アクセスを設定します。

•リモートユーザの場合は、Cisco IOS CLIを使用して、次のいずれかのインターフェイスに
よって使用する CIMCアクセスを設定します。

◦ CIMC管理（専用）インターフェイス

◦ Eシリーズサーバの内部 GE0およびルータの ucse slot/0/0インターフェイス
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◦ Eシリーズサーバの内部 GE1インターフェイスおよびルータの ucse slot/0/1インター
フェイス

◦ Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイス

•ローカルユーザの場合は、CIMC Configuration Utilityまたは Cisco IOS CLI（前述）を使用し
て CIMCアクセスを設定します。

E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR 4000 シリー
ズ

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部管理（専用）インターフェ
イスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 17：E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

Eシリーズサーバがインストールされているスロット
とサブスロット用の ucseインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

Router (config)# ucse subslot
slot/subslot

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

サーバの外部管理（専用）インターフェイスを使用し

てCIMCアクセスを設定します。NIMEシリーズNCE
次のいずれかのコマンドを

入力します。

ステップ 5   

および Cisco ISR 4000シリーズのインターフェイスの• Router (config-ucse)# imc
access-port mgmt 概要, （68ページ）の 4番目の項目を参照してくださ

い。
• Router (config-ucse)# imc
access-port dedicated • Cisco IOS XE Release 3.9Sをインストールした場

合は、imc access-port mgmtコマンドを使用しま
す。

• Cisco IOS XE Release 3.10S以降のバージョンをイ
ンストールした場合は、imc access-port dedicated
コマンドを使用します。

ホストルータの特権 EXECモードに戻ります。Router (config-ucse)# endステップ 6   

次に、サーバの外部管理インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定する例を示します。
Cisco IOS XE Release 3.9Sだけに適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal
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Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-ucse)# imc access-port mgmt
Router(config-ucse)# end

次に、サーバの外部専用インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定する例を示します。
Cisco IOS XE Release 3.10S以降のバージョンにだけ適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-ucse)# imc access-port dedicated
Router(config-ucse)# end

E シリーズサーバの NIC インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR 4000 シリーズ

CIMCにアクセスするには、次の Eシリーズサーバの NICインターフェイスのいずれかを使用し
ます。

• Eシリーズサーバの内部 GE0およびルータの ucse slot/0/0インターフェイス

• Eシリーズサーバの内部 GE1インターフェイスおよびルータの ucse slot/0/1インターフェイ
ス

• Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイス

E シリーズサーバの内部 GE0 インターフェイスと Cisco ISR 4000 シリーズ ucse slot/0/0インターフェイスによ
る CIMC アクセスの設定

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの内部 GE0インターフェイスと
ルータの ucse slot/0/0インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 18：E シリーズサーバの内部 GE0 インターフェイスとルータの ucse slot/0/0インターフェイスによる CIMC
アクセスの設定
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はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ギガビットイーサネット 0/0/0のインターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
GigabitEthernet 0/0/0

ステップ 3   

インターフェイスの IPアドレスおよびサブネットマス
クを指定します。

Router (config-if)# ip
address ip-address
subnet-mask

ステップ 4   

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

Router(config-if)# exitステップ 6   

Eシリーズサーバがインストールされているスロット、
サブスロット、およびポート用の ucseインターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/0/0

ステップ 7   

（任意）ip unnumberedコマンドは、インターフェイス
に明示的な IPアドレスを割り当てずに、そのインター
フェイス上での IP処理をイネーブルにします。

Router (config-if)# ip
unnumbered type number

ステップ 8   

• type：割り当てられた IPアドレスをルータが保持
しているインターフェイスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレスをルータが保
持しているインターフェイスおよびサブインター

フェイスの番号。

アンナンバードインターフェイスは、一意

である必要があります。番号付けされていな

い別のインターフェイスは指定できません。

（注）
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ip unnumberedコマンドを使用する場合は、ip routeコマ
ンドを使用してスタティックルートを作成する必要が

あります。

ip unnumberedおよび ipv6 unnumberedコマンド
では、デバイス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。ブロードキャ

ストはサポートされません。

注意

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 9   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

Router(config-if)# exitステップ 10   

Eシリーズサーバがインストールされているスロット
とサブスロット用の ucseインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

Router (config)# ucse
subslot slot/subslot

ステップ 11   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 12   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネットマ
スクであり、ホストルータと同じサブネットに属

する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェイ
の IPアドレス。

Eシリーズサーバの内部GE0インターフェイスまたは
コンソールインターフェイスによる CIMCアクセスを

次のいずれかのコマンド

を入力します。

ステップ 13   

設定します。Eシリーズサーバおよび Cisco ISR 4000• Router (config-ucse)#
imc access-port ge0 シリーズのインターフェイスの概要, （41ページ）の

3番目の項目を参照してください。
• Router (config-ucse)#
imc access-port
shared-lom console

• Cisco IOSXERelease 3.9Sをインストールした場合
は、imc access-port ge0コマンドを使用します。

• Cisco IOS XE Release 3.10S以降のバージョンをイ
ンストールした場合は、imc access-port shared-lom
consoleコマンドを使用します。

ucseインターフェイスコンフィギュレーションモード
を終了します。

Router (config-ucse)# exitステップ 14   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

スタティックルートを作成します。Router (config)# ip route
cimc-ip-address

ステップ 15   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。subnet-maskucse
slot/subslot/port • slot/subslot/port：Eシリーズサーバがインストー

ルされるスロット、サブスロット、およびポー

ト。

設定モードを終了します。Router (config)# endステップ 16   

ucse slot/0/0インターフェイスを経由するルータから
CIMCへの接続を確認します。

Router# ping
cimc-ip-address

ステップ 17   

次に、Eシリーズサーバの内部 GE0インターフェイスとルータの ucseslot/0/0インターフェイス
による CIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco IOS XE Release 3.9Sにだけ適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface ucse 1/0/0
Router(config-if)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-ucse)# imc access-port ge0
Router(config-ucse)# exit

Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 1/0/0
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

次に、Eシリーズサーバの内部コンソールインターフェイスとルータの ucseslot/0/0インターフェ
イスによる CIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco IOS XE Release 3.10S以降のバージョ
ンにだけ適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
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Router(config-if)# exit

Router(config)# interface ucse 1/0/0
Router(config-if)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-ucse)# imc access-port shared-lom console
Router(config-ucse)# exit

Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 1/0/0
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

E シリーズサーバの内部 GE1 インターフェイスと Cisco ISR 4000 シリーズ ucse slot/0/1インターフェイスによ
る CIMC アクセスの設定

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの内部 GE1インターフェイスと
ルータの ucse slot/0/1インターフェイスによる CIMCアクセスを設定します。

図 19：E シリーズサーバの内部 GE1 インターフェイスとルータの ucse slot/0/1インターフェイスによる CIMC
アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ギガビットイーサネット 0/0/0のインターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
GigabitEthernet 0/0/0

ステップ 3   

インターフェイスの IPアドレスおよびサブネットマス
クを指定します。

Router (config-if)# ip
address ip-address
subnet-mask

ステップ 4   

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

Router(config-if)# exitステップ 6   

Eシリーズサーバがインストールされているスロット、
サブスロット、およびポート用の ucseインターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/0/1

ステップ 7   

（任意）ip unnumberedコマンドは、インターフェイス
に明示的な IPアドレスを割り当てずに、そのインター
フェイス上での IP処理をイネーブルにします。

Router (config-if)# ip
unnumbered type number

ステップ 8   

• type：割り当てられた IPアドレスをルータが保持
しているインターフェイスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレスをルータが
保持しているインターフェイスおよびサブイン

ターフェイスの番号。

アンナンバードインターフェイスは、一意

である必要があります。番号付けされていな

い別のインターフェイスは指定できません。

（注）

ip unnumberedコマンドを使用する場合は、ip routeコマ
ンドを使用してスタティックルートを作成する必要が

あります。

ip unnumberedおよび ipv6 unnumberedコマンド
では、デバイス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。ブロードキャ

ストはサポートされません。

注意
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目的コマンドまたはアクショ

ン

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 9   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

Router(config-if)# exitステップ 10   

Eシリーズサーバがインストールされているスロット
とサブスロット用の ucseインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

Router (config)# ucse
subslot slot/subslot

ステップ 11   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 12   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネットマ
スクであり、ホストルータと同じサブネットに属

する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェイ
の IPアドレス。

Eシリーズサーバの内部GE1インターフェイスによる
CIMCアクセスを設定します。Eシリーズサーバおよ

次のいずれかのコマンド

を入力します。

ステップ 13   

び Cisco ISR 4000シリーズのインターフェイスの概要,
（41ページ）の 3番目の項目を参照してください。

• Router (config-ucse)#
imc access-port ge1

• Cisco IOSXERelease 3.9Sをインストールした場合
は、imc access-port ge1コマンドを使用します。

• Router (config-ucse)#
imc access-port
shared-lom ge1 • Cisco IOS XE Release 3.10S以降のバージョンをイ

ンストールした場合は、imc access-port shared-lom
ge1コマンドを使用します。

ucseインターフェイスコンフィギュレーションモード
を終了します。

Router (config-ucse)# exitステップ 14   

スタティックルートを作成します。Router (config)# ip route
cimc-ip-address

ステップ 15   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。subnet-maskucse
slot/subslot/port • slot/subslot/port：Eシリーズサーバがインストー

ルされるスロット、サブスロット、およびポー

ト。

設定モードを終了します。Router (config)# endステップ 16   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ucse slot/0/1インターフェイスを経由するルータから
CIMCへの接続を確認します。

Router# ping
cimc-ip-address

ステップ 17   

次に、Eシリーズサーバの内部 GE1インターフェイスとルータの ucseスロットの /0/1インター
フェイスによる CIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco IOS XE Release 3.9Sにだけ適用で
きます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface ucse 1/0/1
Router(config-if)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-ucse)# imc access-port ge1
Router(config-ucse)# exit

Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 1/0/1
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

次に、Eシリーズサーバの内部 GE1インターフェイスとルータの ucseスロットの /0/1インター
フェイスを使用する CIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco IOS XE Release 3.10S以降の
リリースに適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface ucse 1/0/1
Router(config-if)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-ucse)# imc access-port shared-lom ge1
Router(config-ucse)# exit

   Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンス
タートアップガイド

52

管理ファームウェアにアクセスするための設定

E シリーズサーバおよび Cisco ISR 4000 シリーズのインターフェイスの概要



Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 1/0/1
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

E シリーズサーバの外部 GE2 または GE3 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR 4000 シ
リーズ

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インター
フェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

次の図は、Eシリーズサーバの外部 GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定
する方法を示しています。

（注）

図 20：E シリーズサーバの外部 GE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

Eシリーズサーバがインストールされているスロット
とサブスロット用の ucseインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

Router (config)# ucse subslot
slot/subslot

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネットマ
スクであり、ホストルータと同じサブネットに属

する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェイ
の IPアドレス。

Eシリーズサーバの外部GE2またはGE3インターフェ
イスを使用してCIMCアクセスを設定します。Eシリー

Router (config-ucse)# imc
access-port {GE2 | GE3} or
Router (config-ucse)# imc

ステップ 5   

ズサーバおよびCisco ISR4000シリーズのインターフェ
access-port shared-lom
{GE2 | GE3} イスの概要, （41ページ）の 5番目と 6番目の項目を

参照してください。

• Cisco IOSXERelease 3.9Sをインストールした場合
は、imc access-port {GE2 | GE3}コマンドを使用し
ます。

• Cisco IOS XE Release 3.10S以降のバージョンをイ
ンストールした場合は、imc access-port shared-lom
{GE2 | GE3}コマンドを使用します。

ホストルータの特権 EXECモードに戻ります。Router (config-ucse)# endステップ 6   

次に、サーバの外部GE2インターフェイスによるCIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco
IOS XE Release 3.9Sだけに適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal
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Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-ucse)# imc access-port GE2
Router(config-ucse)# no shut
Router(config-ucse)# end

次に、サーバの外部GE2インターフェイスによるCIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco
IOS XE Release 3.10S以降のバージョンにだけ適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-ucse)# imc access-port shared-lom GE2
Router(config-ucse)# no shut
Router(config-ucse)# end

E シリーズサーバの外部 TE2 または TE3 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR 4000 シ
リーズ

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部 TE2または TE3インター
フェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

次の図は、Eシリーズサーバの外部 TE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定
する方法を示しています。

（注）

図 21：E シリーズサーバの外部 TE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。
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•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。
パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
トとサブスロット用の ucseインターフェイスコン
フィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# ucse subslot
slot/subslot

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要があ
るデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定し
ます。

Router (config-ucse)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネッ
トマスクであり、ホストルータと同じサブネッ

トに属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

Eシリーズサーバの外部 TE2または TE3インター
フェイスを使用してCIMCアクセスを設定します。

Router (config-ucse)# imc
access-port shared-lom {TE2
| TE3}

ステップ 5   

ホストルータの特権 EXECモードに戻ります。Router (config-ucse)# endステップ 6   

次に、サーバの外部TE2インターフェイスによるCIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco
IOS XE Release 3.10S以降のバージョンにだけ適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-ucse)# imc access-port shared-lom TE2
Router(config-ucse)# no shut
Router(config-ucse)# end
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EHWIC E シリーズ NCE および Cisco ISR G2 のインターフェイスの概要

このセクションは EHWIC Eシリーズ NCEに適用されます。このセクションは SM Eシリーズ
NCEには適用されません。

（注）

次の図は、EHWIC Eシリーズ NCEおよび Cisco ISR G2ホストルータのインターフェイスを示し
ています。

図 22：EHWIC E シリーズ NCEおよび Cisco ISR G2 ホストルータのインターフェイス

説明インターフェイスの場所インターフェイス

コンソールインターフェイスと

も呼ばれます。このインターフェ

イスはルータのEHWICインター
フェイスをEHWIC Eシリーズ
NCEに接続します。EHWICイン
ターフェイスは、ルータと

EHWICEシリーズNCE間の内部
レイヤ 3 GEリンクを提供しま
す。CIMC設定でもホストオペ
レーティングシステム設定でも

使用できます。

内部インターフェイスルータのEHWIC 0/subslot/0
インターフェイス

1
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高速バックプレーンスイッチ上

で CIMCにアクセスするために
使用されます。MGF VLANイン
ターフェイスは、ルータと

EHWICEシリーズNCE間の内部
レイヤ 2 GEリンクを提供しま
す。このインターフェイスは、

CIMC設定でもホストオペレー
ティングシステム設定でも使用

できます。

このインターフェイス

はCisco 1921 ISR G2に
は適用されません。

（注）

内部インターフェイスルータのMGF 0/subslot/1
VLANインターフェイス

2

プライマリインタフェースまた

はバックアップインターフェイ

スとして使用されます。このイ

ンターフェイスは、CIMC設定で
もホストオペレーティングシス

テム設定でも使用できます。

外部インターフェイスGE2インターフェイス3

CIMC アクセス設定オプション：EHWIC E シリーズ NCE
CIMCアクセスを設定するには、次のいずれかを実行します。

• CIMCアクセスを設定するには、次の共有 LOMインターフェイスのいずれかを使用します:

◦ルータの内部 EHWIC 0/subslot/0コンソールインターフェイス

◦ルータの内部MGF 0/subslot/1 VLANインターフェイス

このインターフェイスは Cisco ISR 1921には適用されません。（注）

◦ NCEの外部 GE2インターフェイス

• CIMCアクセスを設定するには、Cisco IOS CLIを使用します。
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ルータの内部 EHWIC 0/subslot/0 コンソールインターフェイスによる CIMC アクセスの設定：EHWIC E シリー
ズ NCE

次の図と手順を確認し、その手順に従って、ルータの内部の EHWIC 0/subslot/0コンソールイン
ターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 23：ルータの内部 EHWIC 0/subslot/0 コンソールインターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ホストルータで特権EXECモードを開始します。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ギガビットイーサネット0/0のインターフェイスコン
フィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
GigabitEthernet0/0

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

インターフェイスの IPアドレスおよびサブネットマ
スクを指定します。

Router (config-if)# ip
address ip-address
subnet-mask

ステップ 4   

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# endステップ 6   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 7   

NCEがインストールされているサブスロットとポート
用のインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

Router (config)# interface
ucse 0/subslot/port

ステップ 8   

（任意）ip unnumberedコマンドは、インターフェイス
に明示的な IPアドレスを割り当てずに、そのインター
フェイス上での IP処理をイネーブルにします。

Router (config-if)# ip
unnumbered type number

ステップ 9   

• type：割り当てられた IPアドレスをルータが保持
しているインターフェイスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレスをルータが
保持しているインターフェイスおよびサブイン

ターフェイスの番号。

アンナンバードインターフェイスは、一意

である必要があります。番号付けされてい

ない別のインターフェイスは指定できませ

ん。

（注）

ip unnumberedコマンドを使用する場合は、ip routeコ
マンドを使用してスタティックルートを作成する必要

があります。

ip unnumberedおよび ipv6 unnumberedコマンド
では、デバイス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。ブロードキャ

ストはサポートされません。

注意

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 10   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

ルータの EHWIC 0/slot/0（コンソール）インターフェ
イスによる CIMCアクセスの設定EHWIC Eシリーズ

Router(config-if)# imc
access-port shared-lom
console

ステップ 11   

NCEおよび Cisco ISR G2のインターフェイスの概要,
（57ページ）の 1番目の項目を参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 12   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# endステップ 13   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 14   

スタティックルートを作成します。Router (config)# ip route
cimc-ip-address

ステップ 15   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。subnet-maskucse
0/subslot/port • subslot/port：NCEがインストールされるサブス

ロットとポート。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# endステップ 16   

ルータの内部 EHWIC 0/subslot/0コンソールインター
フェイスを経由したルータからCIMCへの接続を確認
します。

Router# ping
cimc-ip-address

ステップ 17   

次にサーバの内部 EHWIC 0/subslot/0コンソールインターフェイスを使用して CIMCアクセスを
設定する例を示します。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 0/3/0
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Router(config)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-if)# imc access-port shared-lom console
Router(config-if)# no shut
Router(config)# end

Router# configure terminal
Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 0/3/0
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

ルータの内部 MGF 0/subslot/1 VLAN インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：EHWIC E シリーズ NCE

この手順は、Cisco 1921 ISR G2には適用されません。重要

次の図と手順を確認し、その手順に従って、ルータの内部のMGF 0/subslot/1 VLANインターフェ
イスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 24：ルータの内部 MGF 0/subslot/1 VLAN インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。
パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

VLANを表示します。Router# show vlan-switchステップ 2   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 3   

指定した VLAN番号のインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
vlan vlan-number

ステップ 4   

VLANの IPアドレスを指定します。Router (config-if)# ip address
vlan-ip-address subnet-mask

ステップ 5   

• vlan-ip-address：VLANの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスにアペンドするサブ
ネットマスク。

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

Router(config-if)# endステップ 6   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 7   

NCEがインストールされているサブスロットとポー
ト用の ucseインターフェイスコンフィギュレー
ションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse 0/subslot/0

ステップ 8   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要があ
るデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定し
ます。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 9   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネッ
トマスクであり、ホストルータと同じサブ

ネットに属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲート
ウェイの IPアドレス。

ルータの内部 0/subslot/1 MGF VLANインターフェ
イスを使用して CIMCアクセスを設定します。

Router(config-if)# imc
access-port shared-lom GE1

ステップ 10   

EHWIC EシリーズNCEおよびCisco ISR G2のイン
ターフェイスの概要, （57ページ）の 2番目の項
目を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスが管理上のアップ状態になりま

す。

Router(config-if)# no shutステップ 11   

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

Router(config-if)# endステップ 12   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 13   

NCEがインストールされているサブスロットとポー
ト用の ucseインターフェイスコンフィギュレー
ションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse 0/subslot/1

ステップ 14   

インターフェイスが管理上のアップ状態になりま

す。

Router(config-if)# no shutステップ 15   

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

Router(config-if)# endステップ 16   

ルータの内部のMGF0/subslot/1VLANインターフェ
イスを経由したルータから CIMCへの接続を確認
します。

Router# ping cimc-ip-addressステップ 17   

次にルータの内部MGF 0/subslot/1 VLANインターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定する
例を示します。

Router> enable
Router> password
Router> show vlan-switch
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
1 default active Gi0/0/0, Gi0/0/1, Gi0/0/2

Gi0/0/3, uc0/3/1
Router# configure terminal
Router(config)# interface vlan 1
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 0/3/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-if)# imc access-port shared-lom GE1
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 0/3/1
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:

   Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンス
タートアップガイド

64

管理ファームウェアにアクセスするための設定

EHWIC E シリーズ NCE および Cisco ISR G2 のインターフェイスの概要



!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

EHWIC E シリーズ NCE の外部 GE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

EHWIC Eシリーズ NCEまたは NIM Eシリーズ NCEで外部 GE2インターフェイスを使用して
CIMCアクセスを設定している場合、サーバのリブート中にCIMCとの接続が失われることが
あります。これは想定されている動作です。リブート中にCIMCとの接続を維持する必要があ
る場合は、他のネットワークインターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定することを
お勧めします。CIMCアクセス設定オプション：EHWIC Eシリーズ NCE, （58ページ）を参
照してください。

外部GE2インターフェイスを使用してCIMCアクセスを設定する場合は、spanning-tree portfast
コマンドを使用することをお勧めします。詳細については、『『Release Notes for Cisco UCS
E-Series Servers and the Cisco UCS E-Series Network Compute Engine』』の「CSCup50049 caveat」
を参照してください。

重要

次の図と手順を確認し、その手順に従って、EHWIC Eシリーズ NCEの外部 GE2インターフェイ
スを使用して CIMCアクセスを設定します。
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次の図は、EHWIC EシリーズNCEの外部GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを
設定する方法を示しています。

（注）

図 25：EHWIC E シリーズ NCEの外部 GE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

NCEがインストールされているサブスロットとポー
ト用の ucseインターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse 0/subslot/port

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要があ
るデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定しま
す。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

EHWIC Eシリーズ NCEの外部 GE2インターフェイ
スを使用して CIMCアクセスを設定します。EHWIC

Router(config-if)# imc
access-port shared-lomGE2

ステップ 5   

Eシリーズ NCEおよび Cisco ISR G2のインターフェ
イスの概要, （57ページ）の 3番目の項目を参照し
てください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 6   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# endステップ 7   

次の例は、EHWIC Eシリーズ NCEの外部 GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設
定する方法を示しています。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 0/3/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-if)# imc access-port shared-lom GE2
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end
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NIM E シリーズ NCE および Cisco ISR 4000 シリーズのインターフェイス
の概要

次の図は、NIM EシリーズNCEおよび Cisco ISR 4000シリーズホストルータのインターフェイス
を示します。

図 26：NIM E シリーズ NCEのインターフェイス

説明インターフェイスの場所インターフェイス

高速バックプレーンスイッチ上

で CIMCにアクセスするために
使用されます。MGFインター
フェイスは、ルータと NIM Eシ
リーズNCE間の内部レイヤ 2GE
リンクを提供します。このイン

ターフェイスは、CIMC設定でも
ホストオペレーティングシステ

ム設定でも使用できます。

このインターフェイス

は、NIM Eシリーズ
NCEの内部 GE0イン
ターフェイスにアクセ

スするために使用され

ます。

（注）

内部インターフェイスルータの ucse 0/subslot/0イ
ンターフェイス

1
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高速バックプレーンスイッチ上

で CIMCにアクセスするために
使用されます。MGFインター
フェイスは、ルータと NIM Eシ
リーズNCE間の内部レイヤ 2GE
リンクを提供します。このイン

ターフェイスは、CIMC設定でも
ホストオペレーティングシステ

ム設定でも使用できます。

このインターフェイス

は、NIM Eシリーズ
NCEの内部 GE1イン
ターフェイスにアクセ

スするために使用され

ます。

（注）

内部インターフェイスルータの ucse 0/subslot/1イ
ンターフェイス

2

NIM Eシリーズ NCEの内部 NIC
インターフェイス。

内部インターフェイスGE0および GE1インター
フェイス

3

CIMCの設定と管理に使用されま
す。

外部インターフェイス管理（専用）インターフェ

イス

4

CIMC設定でもホストオペレー
ティングシステム設定でも使用

できます。

外部インターフェイスGE2インターフェイス5

CIMC アクセス設定オプション：NIM E シリーズ NCE
リモートユーザであるかローカルユーザであるかに応じ、次のいずれかの操作を実行して CIMC
アクセスを設定します。

•リモートユーザの場合は、Cisco IOS CLIを使用して、次のいずれかのインターフェイスに
よって使用する CIMCアクセスを設定します。

◦ CIMC管理（専用）インターフェイス

◦ NIM Eシリーズ NCEの内部 GE0およびルータの ucse 0/subslot/0インターフェイス

◦ NIM Eシリーズ NCEの内部 GE1インターフェイスおよびルータの ucse 0/subslot/1イン
ターフェイス

◦ NIM Eシリーズ NCEの外部 GE2インターフェイス

•ローカルユーザの場合は、CIMC Configuration Utilityまたは Cisco IOS CLI（前述）を使用し
て CIMCアクセスを設定します。
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NIM E シリーズ NCE の外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR 4000 シ
リーズ

次の図と手順を確認し、その手順に従って、NIM Eシリーズ NCEの外部管理（専用）インター
フェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 27：NIM E シリーズ NCEの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

NIMEシリーズNCEがインストールされているスロッ
トとサブスロット用のucseインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

Router (config)# ucse subslot
slot/subslot

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイのIPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

サーバの外部管理（専用）インターフェイスを使用し

てCIMCアクセスを設定します。NIMEシリーズNCE
Router (config-ucse)# imc
access-port dedicated

ステップ 5   

および Cisco ISR 4000シリーズのインターフェイスの
概要, （68ページ）の 4番目の項目を参照してくだ
さい。

ホストルータの特権 EXECモードに戻ります。Router (config-ucse)# endステップ 6   

次の例は、サーバの外部専用インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定する方法を示し
ています。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# ucse subslot 0/1
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-ucse)# imc access-port dedicated
Router(config-ucse)# end

NIM E シリーズ NCE の NIC インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR 4000 シリーズ

CIMCにアクセスするには、次のNIMEシリーズNCEのNICインターフェイスのいずれかを使用
します。

• NIM Eシリーズ NCEの内部 GE0およびルータの ucse 0/subslot/0インターフェイス

• NIM Eシリーズ NCEの内部 GE1インターフェイスおよびルータの ucse 0/subslot/1インター
フェイス

• NIM Eシリーズ NCEの外部 GE2インターフェイス
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NIM E シリーズ NCE の内部 GE0 インターフェイスと Cisco ISR 4000 シリーズ ucse 0/subslot/0インターフェイ
スによる CIMC アクセスの設定

次の図と手順を確認し、その手順に従って、NIMEシリーズNCEの内部GE0インターフェイスと
ルータの ucse 0/subslot/0インターフェイスによる CIMCアクセスを設定します。

図 28：NIM E シリーズ NCEの内部 GE0 インターフェイスとルータの ucse 0/subslot/0インターフェイスによる
CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ホストルータで特権EXECモードを開始します。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ギガビットイーサネット 0/0/0のインターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
GigabitEthernet 0/0/0

ステップ 3   

インターフェイスの IPアドレスおよびサブネットマ
スクを指定します。

Router (config-if)# ip
address ip-address
subnet-mask

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# exitステップ 6   

NIMEシリーズNCEがインストールされているスロッ
ト、サブスロット、およびポート用の ucseインター

Router (config)# interface
ucse 0/subslot/0

ステップ 7   

フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

（任意）ip unnumberedコマンドは、インターフェイス
に明示的な IPアドレスを割り当てずに、そのインター
フェイス上での IP処理をイネーブルにします。

Router (config-if)# ip
unnumbered type number

ステップ 8   

• type：割り当てられた IPアドレスをルータが保持
しているインターフェイスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレスをルータが
保持しているインターフェイスおよびサブイン

ターフェイスの番号。

アンナンバードインターフェイスは、一意

である必要があります。番号付けされていな

い別のインターフェイスは指定できません。

（注）

ip unnumberedコマンドを使用する場合は、ip routeコ
マンドを使用してスタティックルートを作成する必要

があります。

ip unnumberedおよび ipv6 unnumberedコマンド
では、デバイス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。ブロードキャ

ストはサポートされません。

注意

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 9   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# exitステップ 10   

NIMEシリーズNCEがインストールされているスロッ
トとサブスロット用のucseインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

Router (config)# ucse
subslot slot/subslot

ステップ 11   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 12   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

NIM Eシリーズ NCEの内部 GE0インターフェイスを
使用して CIMCアクセスを設定します。NIM Eシリー

Router (config-ucse)# imc
access-port shared-lom
console

ステップ 13   

ズNCEおよびCisco ISR 4000シリーズのインターフェ
イスの概要, （68ページ）の 3番目の項目を参照して
ください。

ucseインターフェイスコンフィギュレーションモー
ドを終了します。

Router (config-ucse)# exitステップ 14   

スタティックルートを作成します。Router (config)# ip route
cimc-ip-address

ステップ 15   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。subnet-maskucse
slot/subslot/port • slot/subslot/port：NIM Eシリーズ NCEがインス

トールされるスロット、サブスロット、および

ポート。

設定モードを終了します。Router (config)# endステップ 16   

ucse 0/subslot/0インターフェイスを経由するルータか
ら CIMCへの接続を確認します。

Router# ping
cimc-ip-address

ステップ 17   

次の例は、NIM EシリーズNCEの内部コンソールインターフェイスとルータの ucse 0/subslot/0イ
ンターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定する方法を示しています。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface ucse 0/1/0
Router(config-if)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# ucse subslot 0/1
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-ucse)# imc access-port shared-lom console
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Router(config-ucse)# exit

Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 0/1/0
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

NIM E シリーズ NCE の内部 GE1 インターフェイスと Cisco ISR 4000 シリーズ ucse 0/subslot/1インターフェイ
スによる CIMC アクセスの設定

次の図と手順を確認し、その手順に従って、NIMEシリーズNCEの内部GE1インターフェイスと
ルータの ucse 0/subslot/1インターフェイスによる CIMCアクセスを設定します。

図 29：NIM E シリーズ NCEの内部 GE1 インターフェイスとルータの ucse 0/subslot/1インターフェイスによる
CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ホストルータで特権EXECモードを開始します。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ギガビットイーサネット 0/0/0のインターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
GigabitEthernet 0/0/0

ステップ 3   

インターフェイスの IPアドレスおよびサブネットマ
スクを指定します。

Router (config-if)# ip
address ip-address
subnet-mask

ステップ 4   

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# exitステップ 6   

NIMEシリーズNCEがインストールされているスロッ
ト、サブスロット、およびポート用の ucseインター

Router (config)# interface
ucse 0/subslot/1

ステップ 7   

フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

（任意）ip unnumberedコマンドは、インターフェイス
に明示的な IPアドレスを割り当てずに、そのインター
フェイス上での IP処理をイネーブルにします。

Router (config-if)# ip
unnumbered type number

ステップ 8   

• type：割り当てられた IPアドレスをルータが保持
しているインターフェイスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレスをルータが
保持しているインターフェイスおよびサブイン

ターフェイスの番号。

アンナンバードインターフェイスは、一意

である必要があります。番号付けされていな

い別のインターフェイスは指定できません。

（注）

ip unnumberedコマンドを使用する場合は、ip routeコ
マンドを使用してスタティックルートを作成する必要

があります。

ip unnumberedおよび ipv6 unnumberedコマンド
では、デバイス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。ブロードキャ

ストはサポートされません。

注意

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router(config-if)# no shutステップ 9   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

Router(config-if)# exitステップ 10   

NIMEシリーズNCEがインストールされているスロッ
トとサブスロット用のucseインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

Router (config)# ucse
subslot slot/subslot

ステップ 11   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 12   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

NIM Eシリーズ NCEの内部 GE1インターフェイスに
よる CIMCアクセスを設定します。NIM Eシリーズ

Router (config-ucse)# imc
access-port shared-lom ge1

ステップ 13   

NCEおよび Cisco ISR 4000シリーズのインターフェイ
スの概要, （68ページ）の 3番目の項目を参照してく
ださい。

ucseインターフェイスコンフィギュレーションモー
ドを終了します。

Router (config-ucse)# exitステップ 14   

スタティックルートを作成します。Router (config)# ip route
cimc-ip-address

ステップ 15   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。subnet-maskucse
slot/subslot/port • slot/subslot/port：NIM Eシリーズ NCEがインス

トールされるスロット、サブスロット、および

ポート。

設定モードを終了します。Router (config)# endステップ 16   

ucse 0/subslot/1インターフェイスを経由するルータか
ら CIMCへの接続を確認します。

Router# ping
cimc-ip-address

ステップ 17   

次の例は、NIM EシリーズNCEの内部GE1インターフェイスとルータの ucse 0/subslot/1インター
フェイスを使用して CIMCアクセスを設定する方法を示しています。

Router> enable

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド

77

管理ファームウェアにアクセスするための設定

NIM E シリーズ NCE および Cisco ISR 4000 シリーズのインターフェイスの概要



Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface ucse 0/1/1
Router(config-if)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# ucse subslot 0/1
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-ucse)# imc access-port shared-lom ge1
Router(config-ucse)# exit

Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 0/1/1
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

NIM E シリーズ NCE の外部 GE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR 4000 シリーズ

次の図と手順を確認し、その手順に従って、NIMEシリーズNCEの外部GE2インターフェイスを
使用して CIMCアクセスを設定します。

次の図は、NIM Eシリーズ NCEの外部 GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設
定する方法を示しています。

（注）

図 30：NIM E シリーズ NCEの外部 GE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定
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はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバまたは NCEのスロットまたはサブスロット番号およびポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

NIMEシリーズNCEがインストールされているスロッ
トとサブスロット用のucseインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

Router (config)# ucse subslot
slot/subslot

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイのIPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

NIM Eシリーズ NCEの外部 GE2インターフェイスを
使用してCIMCアクセスを設定します。NIMEシリー

Router (config-ucse)# imc
access-port shared-lom
{GE2}

ステップ 5   

ズNCEおよびCisco ISR4000シリーズのインターフェ
イスの概要, （68ページ）の 5番目と 6番目の項目
を参照してください。

ホストルータの特権 EXECモードに戻ります。Router (config-ucse)# endステップ 6   

次の例は、サーバの外部GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定する方法を示し
ています。

Router> enable
Router> password
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Router# configure terminal

Router(config)# ucse subslot 0/1
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-ucse)# imc access-port shared-lom GE2
Router(config-ucse)# no shut
Router(config-ucse)# end

CIMC 設定ユーティリティによる CIMC アクセスの設定

この手順はEシリーズサーバおよび SM Eシリーズ NCEに適用されます。この手順は EHWIC
Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用されません。

（注）

ローカルユーザの場合、Cisco IOS CLIまたは CIMC Configuration Utilityを使用して CIMCアクセ
スを設定します。

CIMC Configuration Utilityを使用して CIMCアクセスを設定した場合、設定は Cisco IOS設定
として反映されません。つまり、Cisco IOSから show running-configコマンドを実行した場合、
CIMC Configuration Utilityを使用して行った変更は反映されません。

（注）

手順

ステップ 1 ルータの電源を投入します。

ステップ 2 キーボードとモニタを Eシリーズサーバの前面パネルに接続します。
ステップ 3 電源ボタンを押して、Eシリーズサーバをブートします。 ブート中に、F8の押下を求めるプロ

ンプトが表示されるのを待ちます。

ステップ 4 プロンプトが表示されたら、F8を押します。
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[CIMC Configuration Utility]が表示されます。

図 31：CIMC Configuration Utility

ステップ 5 CIMC Configuration Utilityを使用して NICモードと NICの冗長性を設定し、DHCPをイネーブル
にするか、スタティックなネットワーク設定を指定するかを選択します。

a) [NIC mode]領域から、CIMCへのアクセスに使用するポートを選択します。次のオプションが
あります。

• [Dedicated]：CIMCへのアクセスに 10/100 IMCポートを使用します。

• [Shared LOM]（デフォルト）：CIMCへのアクセスに 4つの 1 Gbイーサネットポートを
使用します。これが出荷時のデフォルト設定です。

b) [NIC redundancy]領域で、NICの冗長性を選択します。次のオプションがあります。

• [None]：イーサネットポートは個別に動作し、問題が発生した場合にフェールオーバー
を行いません。

• [Active-standby]：アクティブなイーサネットポートに障害が発生した場合、スタンバイ
ポートにトラフィックがフェールオーバーします。これが出荷時のデフォルト設定です。

c) [IPV4 (Basic)]領域で、次のいずれかの操作を実行します。

• [DHCPEnabled]：ダイナミックなネットワーク設定のためにDHCPをイネーブルにするに
は、このオプションを選択します。DHCPをイネーブルにするには、DHCPサーバにこの
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サーバのMACアドレスの範囲をあらかじめ設定しておく必要があります。MACアドレ
スはサーバ背面のラベルに印字されています。このサーバでは、CIMCに 6つのMACア
ドレスの範囲が割り当てられています。ラベルに印字されているMACアドレスは、6つ
の連続MACアドレスのうち最初のものです。

• [CIMC IP]：CIMCの IPアドレス。

[Subnet Mask]：CIMCの IPアドレスに付加するサブネットマスクを入力します。ホスト
ルータと同じサブネットに属する必要があります。

[Gateway]：デフォルトゲートウェイルータの IPアドレス。

d) （任意）[VLAN (Advanced)]領域で、VLAN設定を指定します。
e) F5を押してページを更新します。新しい設定が表示されます。
ページの更新には、約 45秒かかります。

f) F10を押して設定を保存し、サーバをリブートします。
DHCPのイネーブル化を選択した場合、動的に割り当てられた IPアドレスとMACアドレスが
ブートアップ時にコンソール画面に表示されます。

ステップ 6 ステップ 5のサブステップ aで [NICMode]設定に選択したポートを使用して、LANから Eシリー
ズサーバにイーサネットケーブルを接続します。

ステップ 7 Webブラウザで、CIMCにアクセスするために設定した IPアドレスを入力します。CIMC IPアド
レスは、ステップ 5のサブステップ cで指定した設定に基づいています（スタティックな IPアド
レスまたは DHCPサーバから割り当てられた IPアドレス）。
CIMCのログインに使用するデフォルトのユーザ名はadmin、デフォルトのパスワードはpassword
です。

ステップ 8 CIMC GUIまたは CIMC CLIを使用してサーバの管理とモニタを行います。
GUI Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Servers and the Cisco UCS E-Series Network Compute
EngineまたはCLI ConfigurationGuide for Cisco UCS E-Series Servers and the Cisco UCS E-Series Network
Compute Engineを参照してください。

スクリプトファイルによるネットワークのスタティック

設定の定義
ここでは、スクリプトファイルを使った自動構成処理により、複数サーバのスタティックネット

ワーク設定の指定を行う手順について説明します。
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手順

ステップ 1 テキストエディタを使って、network.cfgという名前のファイルを作成します。
ステップ 2 設定するタグのみを使用して、次の形式で network.cfgのコンテンツを作成します。

dhcp-enabled:
v4-addr:
v4-netmask:
v4-gateway:
vlan-enabled:
vlan-id:
vlan-priority:
password:
mode:
redundancy:

たとえば、DHCPをディセーブルにするには、IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ、
およびユーザパスワードを設定します。以下は、使用できるサンプル値です。

dhcp-enabled: 0
v4-addr: 10.193.70.102
v4-netmask: 255.255.255.0
v4-gateway: 10.193.70.1
password: nonpasswd
mode:
redundancy:

ステップ 3 テキストエディタを使用して、startup.nshという名前のファイルを作成し、次の内容を設定しま
す。
fs0:
cimcconfig

ステップ 4 network.cfgファイルと startup.nshファイルを USBメモリにコピーします。
ステップ 5 USBメモリをサーバの USBポートに接続します。
ステップ 6 電源ボタンを押して放し、サーバをブートします。

ステップ 7 ブート処理を見て、BIOSブートマネージャへの切り替えメッセージが表示されたら F6キーを押
します。

ステップ 8 EFIをブートデバイスに選択し、Enterを押します。
サーバの電源が一度オフになった後にもう一度オンになり、構成ユーティリティが起動して

startup.nshファイルが実行されます。エラーがある場合は、画面と errors.txtファイルに出力され
ます。

ステップ 9 USBメモリを取り外し、network.cfgファイルを次の IPアドレスに変更して、次に設定するサーバ
に USBメモリをセットします。

ステップ 10 サーバに IPアドレスを割り当てた後、そのアドレスを使用してサービスプロセッサの GUIまた
は CLI管理システムにアクセスできます。
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次の作業
必要に応じて、次のいずれかを実行します。

• EシリーズサーバまたはNCEオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイ
ザが事前にインストールされていない Eシリーズサーバまたは NCE）を購入した場合は、
CIMC GUIまたは CIMC CLIにログインして CIMCにアクセスします。管理ファームウェア
のアクセス, （85ページ）を参照してください。

• Eシリーズサーバまたは NCEオプション 2（Microsoft Windows Serverが事前にインストー
ルされている Eシリーズサーバまたは NCE）、またはオプション 3（VMware vSphere
Hypervisorが事前にインストールされているEシリーズサーバまたはNCE）を購入した場合
は、ルータと Eシリーズサーバまたは NCE間の内部接続を設定します。次のいずれかを実
行します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをルータ経由
にしない場合、サーバのホストオペレーティングシステムを使用してEシリーズサー
バまたは NCEの外部インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをルータ経由
にする場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータとEシリーズサーバまたは NCE間の内
部接続を設定します。ルータと Eシリーズサーバまたは NCE間の接続の設定, （123
ページ）を参照してください。
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第 5 章

管理ファームウェアのアクセス

この章は、次の項で構成されています。

• CIMCの概要, 85 ページ

• CIMC GUIへのログイン, 87 ページ

• CIMCホームページ, 88 ページ

• 次の作業, 88 ページ

CIMC の概要
Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）は、EシリーズサーバおよびNCE用の管理サービ
スです。CIMCはサーバ内で動作します。Webベースの GUIまたは SSHベースの CLIを使用し
て、サーバにアクセスし、サーバを設定、管理、モニタできます。

CIMCを使用すると次のサーバ管理タスクを実行できます。

•サーバの電源のオン、電源のオフ、電源再投入、リセット、およびシャットダウンを行う

•サーバのブート順を設定する

• RAIDレベルを管理する

RAID機能はEシリーズサーバおよび SM Eシリーズ NCEに適用されます。
RAID機能は EHWIC Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用さ
れません。

（注）

•サーバのプロパティとセンサーを表示する

•リモートプレゼンスを管理する

•ローカルユーザアカウントを作成して管理し、Active Directoryによるリモートユーザの認
証をイネーブルにする
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• NICプロパティ、IPv4、VLAN、ネットワークセキュリティなど、ネットワーク関連の設定
を行う

• HTTP、SSH、IPMI over LAN、SNMPなどのコミュニケーションサービスを設定する

•証明書を管理する

•プラットフォームイベントフィルタを設定する

• CIMCファームウェアを更新する

• BIOSファームウェアを更新する

•内部リポジトリからホストイメージをインストールする

•障害、アラーム、およびサーバのステータスをモニタする

•サーバ障害の発生時にテクニカルサポートデータを収集する

ほとんどすべてのタスクは、GUIインターフェイスと CLIインターフェイスのいずれでも実行で
きます。また、一方のインターフェイスで実行されたタスクの結果は、もう一方のインターフェ

イスにも表示されます。ただし、以下のことは実行できません。

• CIMC GUIを使用して CIMC CLIを呼び出すことはできない

• CIMC CLIで呼び出したコマンドを CIMC GUIに表示することはできない

• CIMC GUIから CIMC CLI出力を生成することはできない

CIMC GUI
CIMC GUIは、EシリーズサーバおよびNCE用のWebベース管理インターフェイスです。CIMC
GUIを起動して、次の最小要件を満たしている任意のリモートホストからサーバを管理できま
す。

• Java 1.6以降

• HTTPおよび HTTPS対応

• Adobe Flash Player 10以降

CIMC CLI
CIMCCLIは、EシリーズサーバおよびNCE用のコマンドライン管理インターフェイスです。CIMC
CLIは、次の方法で起動できます。

•シリアルポートを使用する。

• SSHを介してネットワーク上で。

•ルータから。必要に応じて次のコマンドのいずれかを使用します。
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◦ ucse slot session imc：Cisco ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEで使用。Cisco IOS Release 15.2(4)M～15.4(2)Tで適用可能。

◦ ucse subslot slot/subslot session imc：Cisco ISR G2にインストールされている Eシリーズ
サーバ、SM EシリーズNCE、および EHWIC EシリーズNCEで使用。Cisco IOS Release
15.4(3)Mで適用可能。

◦ hw-module subslot slot/subslot session imc：Cisco ISR 4000シリーズにインストールされて
いる Eシリーズサーバおよび NIM Eシリーズ NCEで使用。

CLIユーザには、admin、user（コントロールはできるが設定はできない）、および read-onlyのい
ずれかのロールが与えられます。

CIMC GUI へのログイン
はじめる前に

• CIMCにアクセスするための IPアドレスが設定済みであることを確認します。

• AdobeFlashPlayer 10以降がインストールされていない場合は、ローカルマシンにインストー
ルします。

手順

ステップ 1 初期セットアップ時に CIMCへのアクセス用に設定した IPアドレスをWebブラウザに入力しま
す。

ステップ 2 セキュリティダイアログボックスが表示された場合は、次の操作を実行します。

a) （任意）チェックボックスをオンにして、シスコからのすべてのコンテンツを受け入れます。
b) [Yes]をクリックして証明書を受け入れ、続行します。

ステップ 3 ログインウィンドウで、ユーザ名とパスワードを入力します。

未設定のシステムに初めてログインする場合は、ユーザ名に admin、パスワードに
passwordを使用します。

ヒント

ステップ 4 [Log In]をクリックします。
[Change Password]ダイアログボックスが表示されます。

[Change Password]ダイアログボックスは、CIMCに初めてログインしたときにのみ表示
されます。それ以降はリブートしても表示されません。

（注）

ステップ 5 [New Password]フィールドに、新しいパスワードを入力します。
ステップ 6 確認のために [Confirm Password]フィールドにもう一度パスワードを入力します。
ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

[Server Summary]ページが表示されます。このページが CIMCのホームページです。CIMCホー
ムページ, （88ページ）を参照してください。
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CIMC ホームページ
図 32：CIMC ホームページ

次の作業
Eシリーズサーバオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にイン
ストールされていない Eシリーズサーバ）を購入した場合は、RAIDを設定します。RAIDを使
用したストレージの管理, （89ページ）を参照してください。

RAID機能はEシリーズサーバおよびSMEシリーズNCEに適用されます。RAID機能はEHWIC
Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用されません。

（注）
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第 6 章

RAID を使用したストレージの管理

Eシリーズサーバオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前に
インストールされていない Eシリーズサーバ）を購入し、ローカルの Redundant Array of
Inexpensive Disks（RAID）にデータファイルを保存する場合、RAIDを設定する必要がありま
す。

（注）

RAID機能はEシリーズサーバおよびSMEシリーズNCEに適用されます。RAID機能はEHWIC
Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用されません。

重

要

この章は、次の項で構成されています。

• RAIDの設定, 89 ページ

RAID の設定
Eシリーズサーバのデータファイルは、ローカルのRedundant Array of Inexpensive Disks（RAID）
に保存することもできます。次の RAIDレベルがサポートされています。

•シングルワイドの Eシリーズサーバでは、RAID 0と RAID 1レベルがサポートされます。

•ダブルワイドの Eシリーズサーバでは、RAID 0、RAID 1、およびRAID 5レベルがサポート
されます。

• PCIeオプションを搭載したダブルワイドの Eシリーズサーバでは、RAID 0と RAID 1レベ
ルがサポートされます。
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Cisco UCS M1およびM2サーバでは、KVMコンソールからアクセス可能な CIMC GUIまたは
WebBIOSを使用し、RAIDを設定します。Cisco UCSM3サーバでは、KVMコンソールからア
クセス可能な CIMC GUIまたはMegaRAIDコントローラを使用し、RAIDを設定します。

（注）

CIMC GUI を使用した RAID の設定

RAID機能はEシリーズサーバおよびSMEシリーズNCEに適用されます。RAID機能はEHWIC
Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用されません。

（注）

仮想ドライブの RAIDレベル、ストリップサイズ、ホストアクセス権限、ドライブキャッシン
グ、および初期化パラメータを設定するには、次の手順を実行します。この手順を使用して、ド

ライブをホットスペアドライブに指定したり、ドライブをブート可能にしたりすることもできま

す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [RAID]をクリックします。次のいずれかを実行します。

• [Configure Virtual Drive]ダイアログボックスが表示されない場合は、次の手順に進みます。
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• [Configure Virtual Drive]ダイアログボックスが表示され、仮想ドライブが設定されていない
場合は、ステップ 5に示すようにフィールドを入力します。

ステップ 3 [Storage Card]領域のタブメニューで、[Virtual Drive Info]タブをクリックします。

図 33：[Virtual Drive Info] タブ

ステップ 4 [Virtual Drive Info]タブの [Actions]領域で、[Create]をクリックします。
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[Configure Virtual Drive]ダイアログボックスが表示されます。

図 34：[Configure Virtual Drive] ダイアログボックス

ステップ 5 必要に応じて次のフィールドに値を入力します。

説明名前

RAID設定で使用できるドライブを表示します。

ドライブを移動するには、ドライブをクリックして適

切なテーブルにドラッグします。

（注）

[Available Drives]テーブル

RAID設定に選択されたドライブを表示します。

ドライブを移動するには、ドライブをクリックして適

切なテーブルにドラッグします。

（注）

[Selected Drives]テーブル
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説明名前

RAIDレベルのオプション。次のいずれかになります。

• [RAID 0]：ブロックストライピング。

• [RAID 1]：ミラーリング。

• [RAID5]：パリティを使用したブロックストライピング。

シングル幅の Eシリーズサーバでは、RAID 0および
RAID 1レベルがサポートされます。ダブル幅の Eシ
リーズサーバでは、RAID 0、RAID 1、および RAID
5レベルがサポートされます。PCIeオプションを搭載
したダブル幅の Eシリーズサーバは、RAID 0および
RAID 1レベルをサポートします。

（注）

[RAIDLevel]ドロップダウンリ
スト

仮想ドライブの名前。

最大15文字を入力します。数字、大文字、および小文字を使用
できます。特殊文字はサポートされていません。

[Name]フィールド

ストリップサイズのオプション。次のいずれかになります。

• 64 KB

• 32KB

• 16 KB

• 8 KB

[Strip Size]ドロップダウンリス
ト

コントローラによるドライブの初期化方法。次のいずれかにな

ります。

• [Quick]：コントローラはただちにドライブを初期設定しま
す。 これがデフォルトであり、推奨オプションです。

• [Full]：コントローラは新しい設定を完全に初期化します。

ドライブのサイズによっては、[Full]初期化は完
了するまで数時間かかる場合があります。進行

状況を確認するには、[General]領域の [Initialize
Progress]フィールドと [Initialize Time Elapsed]
フィールドを参照します。

（注）

• [None]：コントローラはドライブを初期化しません。

[Initialization]ドロップダウン
リスト
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説明名前

コントローラによるドライブキャッシングの処理方法。次のい

ずれかになります。

• [Disable]：ドライブでのキャッシングはディセーブルにな
ります。

これがデフォルトであり、推奨オプションで

す。

（注）

• [Unchanged]：コントローラでは、ドライブで指定された
キャッシングポリシーを使用します。これがデフォルトで

あり、推奨オプションです。

• [Enable]：ドライブでのキャッシングはイネーブルになり
ます。このオプションは、データへのアクセス遅延を最小

限に抑えます。

ドライブのキャッシュをイネーブルにすると、ハー

ドディスクドライブに対するすべての保証が無効

になります。この設定オプションはサポートされ

ていません。このオプションは、自己の責任にお

いて使用してください。

注意

[Drive Cache]ドロップダウン
リスト

ホストのアクセス権限を設定します。次のいずれかになります。

• [Read-Write]：ホストはドライブにフルアクセスできます。

• [ReadOnly]：ホストはドライブからデータの読み取りだけ
を実行できます。

• [Blocked]：ホストはドライブにアクセスできません。

[Access Policy]ドロップダウン
リスト

コントローラによるドライブのブート方法。次のいずれかにな

ります。

• [Enable]：コントローラはこのドライブをブート可能にし
ます。

• [Disable]：このドライブはブートできません。

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザを

RAIDアレイにインストールする場合は、このチェッ
クボックスをオンにすることをお勧めします。

（注）

[Set this Virtual Drive Bootable]
チェックボックス
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説明名前

[Available Drives]テーブル内のドライブをホットスペアドライ
ブとして指定します。

RAID 1にのみ適用できます。このチェックボックス
は、他の RAIDレベルではグレーアウトされます。

ダブル幅の Eシリーズサーバに適用可能。

（注）

[Use the Remaining Drive as Hot
Spare]チェックボックス

ステップ 6 RAID設定を確認し、[Confirm]をクリックして変更を確定します。

WebBIOS による RAID の設定

RAID機能はEシリーズサーバおよびSMEシリーズNCEに適用されます。RAID機能はEHWIC
Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用されません。

重要

WebBIOSを使用してM1サーバとM2サーバで RAIDを設定します。MegaRAIDコントローラ
を使用してM3サーバで RAIDを設定します。参照先MegaRAIDコントローラによる RAIDの
設定, （96ページ）

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]メニューをクリックします。

ステップ 2 作業ウィンドウの [Host Image Mapping]タブをクリックします。
ステップ 3 [Actions]領域から、[Launch KVM Console]をクリックします。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページから、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 ブートアップ中に、Ctrlキーを押し、続けて Hを押して、WebBIOSにアクセスします。
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LSI Logicの [Adapter Selection]ページが表示されます。このページではRAIDを設定できます。こ
のページの詳細については、LSI Logicのマニュアルを参照してください。

図 35：WebBIOS

MegaRAID コントローラによる RAID の設定

RAID機能はEシリーズサーバおよびSMEシリーズNCEに適用されます。RAID機能はEHWIC
Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用されません。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]メニューをクリックします。

ステップ 2 作業ウィンドウの [Host Image Mapping]タブをクリックします。
ステップ 3 [Actions]領域から、[Launch KVM Console]をクリックします。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページから、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 ブートアップ中に Ctrlキーを押し、Rを押して、MegaRAIDコントローラにアクセスします。
[Virtual Drive Management]ページが表示され、このページでMegaRAIDコントローラを設定でき
ます。

図 36：MegaRAID コントローラ

次の作業

EシリーズサーバまたはNCEオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが
事前にインストールされていないEシリーズサーバまたは NCE）を購入した場合は、オペレー
ティングシステムをインストールします。オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのイ

ンストール, （99ページ）を参照してください。
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第 7 章

オペレーティングシステムまたはハイパー

バイザのインストール

Eシリーズサーバまたは NCEオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイ
ザが事前にインストールされていない Eシリーズサーバまたは NCE）を購入した場合、オペ
レーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールする必要があります。

（注）

この章は、次の項で構成されています。

• オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール方法, 99 ページ

• KVMコンソール, 100 ページ

• PXEインストールサーバ, 103 ページ

• ホストイメージマッピング, 104 ページ

• VMware vSphereHypervisorのダウンロードとインストールの基本的なワークフロー, 111 ペー
ジ

• サーバのブート順の設定, 114 ページ

• 次の作業, 121 ページ

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのイン

ストール方法
EシリーズサーバおよびNCEは複数のオペレーティングシステムとハイパーバイザをサポートし
ます。インストールされるプラットフォームに関係なく、次のいずれかのツールを使用してサー

バにインストールできます。

• KVMコンソール
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• PXEインストールサーバ

•ホストイメージマッピング

仮想ドライブをマップするには 1種類だけを使用する必要があります。たとえば、KVMコン
ソールまたはHost ImageMappingのいずれかを使用します。組み合わせて使用すると、サーバ
が未定義の状態になります。

注意

KVM コンソール
KVMコンソールはCIMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボード、
ビデオ、マウスの直接接続をエミュレートします。KVMコンソールを使用すると、リモートの場
所からサーバに接続できます。サーバに物理的に接続されたCD/DVDドライブまたはフロッピー
ドライブを使用する代わりに、KVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、仮想
CD/DVDドライブまたはフロッピードライブにマップされる実際のディスクドライブまたはディ
スクイメージファイルです。次のいずれでも仮想ドライブにマップできます。

•コンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•コンピュータ上の USBフラッシュドライブ

KVMコンソールを使用して、サーバにオペレーティングシステムまたはハイパーバイザをイン
ストールし、次の作業を行うことができます。

•ブートアップ中に F2を押して、BIOSセットアップメニューにアクセスします。

•ブートアップ中に F8を押して、CIMC Configuration Utilityにアクセスします。

CIMC Configuration Utilityは EHWIC Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ
NCEには適用されません。

（注）

• Cisco UCS M1およびM2サーバの場合は、ブートアップ中に Ctrl+Hを押し、WebBIOSにア
クセスして RAIDを設定します。

Cisco UCS M3サーバの場合は、ブートアップ中に Ctrl+Rを押し、MegaRAIDコントローラ
にアクセスして RAIDを設定します。

RAIDは EHWIC Eシリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEではサポートさ
れていません。これらの SKUでは、Ctrl+Hおよび Ctrl+Rは機能しません。

（注）
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KVM コンソールを起動するための Java 要件

KVMコンソールを起動するためには、システムにリリース 1.6以降の Javaをインストールしてお
く必要があります。

証明書が Javaで取り消しされたために KVMコンソールが起動しない場合は、Javaの設定を変更
する必要があります。次の手順を実行します。

1 Javaコントロールパネルにアクセスします。

2 [Advanced]タブをクリックします。

3 [Perform certificate revocation on]で、[Do not check (not recommended)]ラジオボタンを選択しま
す。詳細については、http://www.java.com/en/download/help/revocation_options.xmlを参照してく
ださい。

KVM コンソールを使用したオペレーティングシステムまたはハイパー
バイザのインストール

はじめる前に

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクまたはディスクイメー

ジファイルの場所を特定します。

VMware vSphereHypervisorではカスタマイズしたイメージが必要です。カスタマイズされたイ
メージをダウンロードするには、カスタマイズされた VMware vSphere Hypervisorイメージの
ダウンロード, （111ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクを CD/DVDドライブ
にロードするか、ディスクイメージファイルをコンピュータにコピーします。

ステップ 2 CIMCが開いていない場合は、CIMC GUIにログインします。
ステップ 3 [Navigation]ペインの [Server]メニューをクリックします。

ステップ 4 作業ウィンドウの [Host Image Mapping]タブをクリックします。
ステップ 5 [Actions]領域から、[Launch KVM Console]をクリックします。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 6 KVMコンソールから、[Virtual Media]タブをクリックします。
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ステップ 7 [Virtual Media]タブで、次のいずれかの方法を使用して仮想メディアをマップします。

•オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクが含まれている
CD/DVDドライブの [Mapped]チェックボックスをオンにします。

• [Add Image]をクリックし、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストー
ルディスクイメージに移動してこれを選択します。[Open]をクリックしてディスクイメー
ジをマウントし、マウントされたディスクイメージの [Mapped]チェックボックスをオンに
します。

インストールプロセスの実行中は、[Virtual Media]タブを開いたままにしておく必要が
あります。このタブを閉じると、すべての仮想メディアのマップが解除されます。

（注）

ステップ 8 仮想 CD/DVDドライブがブートデバイスになるように、ブート順を設定します。
ステップ 9 サーバをリブートします。

サーバを再起動すると、仮想CD/DVDドライブからインストールプロセスが開始します。残りの
インストールプロセスについては、インストールしているプラットフォームのインストレーショ

ンガイドを参照してください。

ステップ 10 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールした後にディスクドライブが表

示されない場合は、ドライバをインストールする必要があります。ドライバのインストール手順

については、該当するオペレーティングシステムまたはハイパーバイザのマニュアルを参照して

ください。
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Microsoft Windowsオペレーティングシステムへのドライバのインストール手順については、
Microsoft Windows Server用のドライバのインストール, （107ページ）を参照してください。

次の作業

インストールが完了したら、仮想メディアのブート順を元の設定にリセットします。

PXE インストールサーバ
Preboot Execution Environment（PXE）インストールサーバを使用すると、クライアントはリモー
トの場所からオペレーティングシステムまたはハイパーバイザをブートおよびインストールでき

ます。この方法を使用するには、PXE環境が設定されていて、VLAN（通常は専用のプロビジョ
ニング VLAN）で使用できるようになっている必要があります。さらに、サーバがネットワーク
からブートするように設定されている必要があります。サーバは、ブートすると、PXE要求をネッ
トワーク経由で送信します。PXEインストールサーバは、この要求に応答確認し、サーバにオペ
レーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールするイベントのシーケンスを開始し

ます。

PXEサーバは、インストールディスク、ディスクイメージ、またはスクリプトを使用して、オペ
レーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールできます。また、独自のディスクイ

メージを使用して、プラットフォーム、追加コンポーネント、またはアプリケーションをインス

トールすることもできます。

PXEインストールは、多数のサーバにプラットフォームをインストールする場合に効率のよい
方法です。ただし、この方法を使用するには PXE環境をセットアップする必要があることを
考えると、他のインストール方法を使用する方が簡単な場合があります。

（注）

PXE インストールサーバを使用したオペレーティングシステムまたは
ハイパーバイザのインストール

はじめる前に

VLAN経由でサーバに到達できることを確認します。

VMware vSphereHypervisorではカスタマイズしたイメージが必要です。カスタマイズされたイ
メージをダウンロードするには、カスタマイズされた VMware vSphere Hypervisorイメージの
ダウンロード, （111ページ）を参照してください。

（注）
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手順

ステップ 1 ブート順を [PXE]に設定します。
ステップ 2 サーバをリブートします。

共有 LOMインターフェイスを使用して CIMCにアクセスしている場合は、サーバのリ
ブートプロセス中にCIMCGUIを使用しないでください。CIMCGUIを使用すると、イー
サネットポートに設定されていた IPアドレスがブートエージェントによってオーバーラ
イドされるため、PXEのインストール中に GUIの接続が解除されます。

注意

VLANで PXEインストールサーバを使用できる場合は、サーバが再起動するとインストールプ
ロセスが開始します。通常、PXEインストールは自動化されており、追加のユーザ入力を必要と
しません。残りのインストールプロセスについては、インストールしているオペレーティングシ

ステムまたはハイパーバイザのインストレーションガイドを参照してください。

次の作業

インストールが完了したら、LANのブート順を元の設定にリセットします。

ホストイメージマッピング
ホストイメージマッピング機能を使用すると、ホストイメージのダウンロード、マッピング、

マッピング解除、または削除を行うことができます。Microsoft Windows、Linux、VMwareなどの
ホストイメージを、リモート FTPまたはHTTPサーバから CIMC内部リポジトリにダウンロード
してから、EシリーズサーバまたはNCE内のUSBコントローラの仮想ドライブにマップします。
イメージをマップした後は、イメージをマウントした仮想ドライブが最初のブートデバイスにな

るようにブート順序を設定してから、サーバをリブートします。ホストイメージはファイル拡張

子として .isoまたは .imgがなければなりません。

また、ホストイメージマッピング機能により、診断イメージをダウンロードし、マウントできま

す。診断イメージのファイル拡張子は必ず .diagになります。

ホストイメージのマッピング

はじめる前に

• admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。

•適切なサードパーティからホストイメージファイルを取得します。
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VMware vSphereHypervisorではカスタマイズしたイメージが必要です。カスタマイズされたイ
メージをダウンロードするには、カスタマイズされた VMware vSphere Hypervisorイメージの
ダウンロード, （111ページ）を参照してください。

（注）

アップデートがすでに処理中であるときにイメージアップデートを開始すると、どちらのアッ

プデートも失敗します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Host Image Mapping]をクリックします。

図 37：ホストイメージマッピング

ステップ 3 [Host Image Mapping]ページで、[Add Image]をクリックします。
[Download Image]ダイアログボックスが開きます。次のフィールドに入力します。
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説明名前

イメージが配置されているリモートサーバのタイプ。次のいず

れかになります。

• FTP

• HTTP

選択したリモートサーバによって、表示されるフィー

ルドが変わります。

（注）

[Download Image From]ドロッ
プダウンリスト

リモート FTPまたは HTTPサーバの IPアドレス。[FTP]または [HTTP Server IP
Address]フィールド

リモート FTPまたは HTTPサーバのパスおよびファイル名。

パスワードには、最大 80文字を使用できます。

•ホストイメージをインストールする場合、そのイメージの
ファイル拡張子は必ず .isoまたは .imgになります。

•診断イメージをインストールする場合、そのイメージの
ファイル拡張子は必ず .diagになります。

[FTP]または[HTTP File Path]
フィールド

リモートサーバのユーザ名。

ユーザ名は 1～20文字の範囲で指定します。

ユーザ名を設定しない場合は、ユーザ名として

anonymousを入力し、パスワードとして任意の文字を
入力します。

（注）

[Username]フィールド

ユーザ名のパスワード。

パスワードは 1～20文字の範囲で指定します。

ユーザ名を設定しない場合は、ユーザ名として

anonymousを入力し、パスワードとして任意の文字を
入力します。

（注）

[Password]フィールド

ステップ 4 [Download]をクリックします。
[Host ImageMapping]ページが開きます。[Host ImageMapping Status]領域で、イメージダウンロー
ドのステータスを表示できます。イメージが正常にダウンロードされ、処理された後、ページが

リフレッシュされます。ページがリフレッシュされた後、新しいイメージが [Image Information]領
域に表示されます。

ステップ 5 [Image Information]領域で、マップするイメージを選択し、[Map Selected Image]をクリックしま
す。
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イメージがマップされ、USBコントローラの仮想ドライブにマウントされます。仮想ドライブに
は、次のいずれかを使用できます。

• HDD：ハードディスクドライブ

• FDD：フロッピーディスクドライブ

• CD/DVD：ブート可能 CD-ROMまたは DVDドライブ

ステップ 6 イメージがマウントされている仮想ドライブが最初のブートデバイスになるように、ブート順を

設定します。

イメージがどの仮想ドライブにマウントされているか確認するには、[Host ImageMapping]
ページの [Host Image Update Status]領域を参照してください。

ヒント

ステップ 7 サーバをリブートします。

ステップ 8 イメージにアンサーファイルが含まれている場合、オペレーティングシステムまたはハイパーバ

イザのインストールは自動化され、イメージがインストールされます。そうでない場合は、イン

ストールウィザードが表示されます。ウィザードの手順に従って、イメージをインストールしま

す。

ステップ 9 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールした後にディスクドライブが表

示されない場合は、ドライバをインストールする必要があります。ドライバのインストール手順

については、該当するオペレーティングシステムまたはハイパーバイザのマニュアルを参照して

ください。

Microsoft Windowsオペレーティングシステムへのドライバのインストール手順については、
Microsoft Windows Server用のドライバのインストール, （107ページ）を参照してください。

次の作業

•インストールが完了したら、仮想メディアのブート順を元の設定にリセットします。

•ホストイメージのマッピングを解除します。ホストイメージのマッピング解除, （110ペー
ジ）を参照してください。

Microsoft Windows Server 用のドライバのインストール

Eシリーズサーバまたは NCEオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイ
ザが事前にインストールされていない Eシリーズサーバまたは NCE）を購入し、Microsoft
WindowsServerの自身のバージョンをインストールする場合は、ドライバをインストールする
必要があります。

（注）

MicrosoftWindowsオペレーティングシステムでは、次のドライバをインストールする必要があり
ます。

• Windows 2008 R2用のオンボードネットワークドライバ
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• Windows 2008 R2用の LSIドライバ（オンボードハードウェア RAIDコントローラ）

• Windows 2008 R2用の Intelドライバ

• Windows用の Intelサーバチップセットドライバ

• Windows Server 2012 R2用の Intelネットワークアダプタドライバ

「Windows Server 2012 R2用の Intelネットワークアダプタドライバ」ドライバは、次のサー
バにのみ適用できます。

（注）

• UCS-E160S-M3サーバ

• UCS-EN140N-M2サーバ

• UCS-EN120E-M2サーバ

追加ドライバはWindows 2012には必要ではありません。（注）

10ギガビットアドオンカードを購入した場合は、Windows 2008 R2用の 10G PCIeネットワーク
ドライバもインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 ドライバをCisco.comからダウンロードします。シスコからのソフトウェアの取得,（108ページ）
を参照してください。

ステップ 2 ドライバファイルを USBフラッシュドライブにコピーします。
ステップ 3 使用するMicrosoft Windows Serverをインストールします。

インストールプロセスの途中で、LSIドライバを要求されます。

ステップ 4 USBフラッシュドライブを Eシリーズサーバの USBスロットに差し込み、LSIドライバをイン
ストールします。

この手順は Eシリーズサーバおよび SM Eシリーズ NCEに適用されます。この手順は EHWIC E
シリーズ NCEおよび NIM Eシリーズ NCEには適用されません。

ステップ 5 Microsoft Windows Serverのインストールが完了したら、オンボードネットワークドライバ
（Broadcom）と Intelドライバをインストールします。

シスコからのソフトウェアの取得

ドライバ、BIOSとCIMCのファームウェア、および診断イメージをダウンロードするには、次の
手順を実行します。
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手順

ステップ 1 http://www.cisco.com/を参照します。
ステップ 2 まだログインしていない場合は、ページの右上隅にある [Log In]をクリックし、Cisco.comの資格

情報を使用してログインします。

ステップ 3 上部のメニューバーで、[Support]をクリックします。
ロールダウンメニューが表示されます。

ステップ 4 [Downloads]（中央）ペインから、[All Downloads]（右下隅）をクリックします。
[Download Software]ページが表示されます。

ステップ 5 左ペインから、[Products]をクリックします。
ステップ 6 中央ペインから、[Unified Computing and Servers]をクリックします。
ステップ 7 右ペインから、[Cisco UCS E-Series Software]をクリックします。
ステップ 8 右ペインから、ダウンロードするソフトウェアのサーバモデルの名前をクリックします。

[Download Software]ページは次のカテゴリで表示されます。

• [Unified Computing System (UCSE) Server Drivers]：ドライバが含まれます。

• [Unified Computing System (UCSE) Server Firmware]：Host Upgrade Utilityと BIOS、CIMC、お
よび PLDファームウェアイメージが含まれます。

• [Unified Computing System (UCSE) Utilites]：次の診断イメージが含まれています。

ステップ 9 適切なソフトウェアカテゴリリンクをクリックします。

ステップ 10 ダウンロードするソフトウェアイメージに関連付けられている [Download]ボタンをクリックしま
す。

[End User License Agreement]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 11 （任意）複数のソフトウェアイメージをダウンロードするには、次を実行します。

a) ダウンロードするソフトウェアイメージに関連付けられている [Add to cart]ボタンをクリック
します。

b) 右上にある [Download Cart]ボタンをクリックします。
カートに追加したすべてのイメージが表示されます。

c) 右下隅にある [Download All]をクリックして、すべてのイメージをダウンロードします。
[End User License Agreement]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 12 [Accept License Agreement]をクリックします。
ステップ 13 必要に応じて、次のいずれかを実行します。

•ソフトウェアイメージファイルをローカルドライブに保存します。

•ソフトウェアイメージを TFTPサーバからインストールする場合は、使用する TFTPサーバ
にファイルをコピーします。
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サーバは、TFTPサーバ上の宛先フォルダに対する読み取り権限を持っていることが必要で
す。

次の作業

ソフトウェアイメージをインストールします。

ホストイメージのマッピング解除

はじめる前に

admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Host Image Mapping]をクリックします。

図 38：ホストイメージマッピング

ステップ 3 [Unmap Image]をクリックします。
USBコントローラの仮想ドライブから、マップされたイメージがアンマウントされます。
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VMware vSphere Hypervisor のダウンロードとインストー
ルの基本的なワークフロー

VMwareFL-SRE-V-HOSTライセンスを使用する場合（VMwarevSphereHypervisor 5.Xに相当）、
使用している RAMが 32 GB以下であることを確認してください。RAMが 32 GBよりも大き
い場合はエラーメッセージが表示され、ライセンスを適用することができません。48 GBの
RAMを使用するには、ライセンスを FL-SRE-V-HOSTVCにアップグレードします。

注意

1 カスタマイズした VMware vSphere Hypervisorイメージをダウンロードします。

2 VMware vSphere Hypervisorのイメージをインストールします。

3 VMware vSphere Hypervisorにスタティック IPアドレスを割り当てます。

4 vSphere Clientをダウンロードし、インストールします。

カスタマイズされた VMware vSphere Hypervisor イメージのダウンロー
ド

手順

ステップ 1 https://my.vmware.com/web/vmware/loginにアクセスします。
VMwareログインページが表示されます。

ステップ 2 自分の VMwareクレデンシャルを入力し、[Log In]をクリックします。
VMwareのアカウントがない場合は、[Register]をクリックして無料アカウントを作成します。

ステップ 3 [Downloads]をクリックし、ドロップダウンリストから [All Products を選択します。

ステップ 4 必要に応じて、次のいずれかを実行します。

• VMware vSphere Hypervisor 5.1イメージをダウンロードするには、[Search]フィールドで
ESXi-5.1.0-799733-custom-Cisco-2.1.0.3.isoと入力し、[Search]アイコンをクリックします。
[Search Results]から [VMware vSphere] > [Drivers & Tools] > [Cisco Custom Image for ESXi 5.1.0
GA Install CD]をクリックし、[Download]をクリックします。

• VMware vSphere Hypervisor 5.5イメージをダウンロードするには、[Search]フィールドで
ESXi-5.5.0-1331820-custom-Cisco-5.5.0.1.isoと入力し、[Search]アイコンをクリックします。
[Search Results]から [VMware vSphere] > [Drivers & Tools] > [CISCO Custom Image for ESXi 5.5.0
GA Install CD]をクリックし、[Download]をクリックします。
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次の作業

VMware vSpere Hypervisorのイメージをインストールします。

VMware vSphere Hypervisor へのスタティック IP アドレスの割り当て
スタティック IPアドレスを VMware vSphere Hypervisorに割り当てるには、次の手順を実行しま
す。

はじめる前に

•カスタマイズしたVMware vSphereHypervisorイメージをダウンロードします。カスタマイズ
された VMware vSphere Hypervisorイメージのダウンロード, （111ページ）を参照してくだ
さい。

カスタマイズしたイメージをダウンロードするには、VMwareにアカウントが
必要です。

（注）

•イメージをEシリーズサーバまたはNCEにインストールします。インストール手順について
は、ホストイメージのマッピング, （104ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、最初のセットアップ時にCIMCにアクセスするために設定した IPアドレスを入
力して、CIMCにログインします。
CIMCのホームページである [Server Summary]ページが表示されます。

ステップ 2 [Server Summary]ページの [Actions]領域にある [Launch KVM Console]アイコンをクリックしま
す。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 3 KVMコンソールから、[KVM]タブをクリックし、次の手順で IPアドレスを設定します。
a) F2を押して VMware vSphere Hypervisorの DCUIカスタマイズメニューにアクセスします。

[DCUI]ログインページが表示されます。

b) [DCUI]にログインします。
[System Customization]ページが表示されます。

c) [System Customization]ページの [Configure Management Network]をクリックします。
[ConfigureManagement Network]ページが表示されます。このページには、[Network Adapter]な
どいくつかのメニューオプションがあります。[Network Adapter]メニューオプションを使用
すると、既存のネットワークアダプタとアクティブなネットワークアダプタを表示できます。

   Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンス
タートアップガイド

112

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール

VMware vSphere Hypervisor へのスタティック IP アドレスの割り当て



デフォルトでは、ネットワークアダプタvmnic0がアクティブです。このアダプタが
アクティブであることを確認します。

（注）

d) [Configure Management Network]ページの [IP Configuration]メニューオプションをクリックし
ます。

スタティック IPアドレスを割り当てるには、次を実行します。

• [IPConfiguration]ダイアログボックスで、スタティック IPアドレスを使用することを指定
するオプションボタンをオンにします。

•該当するフィールドに IPアドレス、ネットワークマスク、およびゲートウェイ IPアドレ
スを入力し、Enterを押します。[Configure Management Network]ページが表示されます。

• [Configure Management Network]ページで ESCキーを押します。[Configure Management
Network Confirm]ダイアログボックスが表示されます。

• yと入力して変更を受け入れ、管理ネットワークを再起動します。

e) ルータ設定で、ルートを VMware vSphere Hypervisorホスト IPアドレスに追加します。
たとえば、ホスト IPアドレスが 192.168.1.25で、ucseインターフェイスが ucse 2/0の場合、次
のルートを追加します。

ip route 192.168.1.25 255.255.255.255 ucse2/0

f) vSphereClientをインストールします。vSphereClientのダウンロードとインストール, （113ペー
ジ）を参照してください。vSphereClientから、ホストの IPアドレスを使用してVMwarevSphere
Hypervisorにログインします。

vSphere Client のダウンロードとインストール

はじめる前に

• VMware vSphere Hypervisorには、必ずスタティック IPアドレスを割り当てます。VMware
vSphere Hypervisorへのスタティック IPアドレスの割り当て, （112ページ）を参照してくだ
さい。

•ネットワーク接続があることを確認します。vSphere Clientをダウンロードするには、イン
ターネットへの接続が必要になります。

vSphere Clientには、初めて使うユーザ向けのオンラインチュートリアルがあります。また、
インラインコンテンツとしてセットアップ用のアシスタント機能が組み込まれています。こ

のアシスタント機能を使用すると、簡単な手順に従って仮想インフラストラクチャを設定でき

ます。経験豊富なユーザは、このインラインコンテンツのアシスタント機能を無効にするこ

とを選択できます。

（注）
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手順

ステップ 1 https://hypervisor-ip-addressにアクセスします。VMware Webサイトに移動し、[Welcome]ページが
表示されます。

ステップ 2 [Download vSphereClient]をクリックしてから、[Run]をクリックして、vSphereClientをダウンロー
ドします。VMware vSphere Clientがインストールされ、VMware vSphere Clientへのショートカッ
トアイコンがデスクトップに表示されます。

ステップ 3 [VMware vSphere Client]アイコンをクリックして、ログインウィンドウを表示します。
ステップ 4 VMware vSphere Hypervisorを管理するには、VMware vSphere Hypervisorの IPアドレスまたはホス

ト名と、ユーザ名およびパスワードを入力し、[Login]をクリックします。VSphere Client GUIが
表示されます。

事前にインストールされているVMware vSphereHypervisorのデフォルトユーザ名は root
です。この名前は変更できません。また、デフォルトパスワードは passwordです。ロ
グイン後に、パスワードを変更することを推奨します。

（注）

サーバのブート順の設定
CIMC GUIまたは BIOSセットアップメニューを使用して、サーバのブート順を設定できます。

CIMC GUI を使用したサーバのブート順の設定

はじめる前に

admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [BIOS]をクリックします。

図 39：BIOS

ステップ 3 [Actions]領域で、[Configure Boot Order]をクリックします。
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[Configure Boot Order]ダイアログボックスが表示されます。

図 40：[Configure Boot Order] ダイアログボックス

ステップ 4 [Configure Boot Order]ダイアログボックスで、必要に応じて次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

サーバのブートオプション。次のものがあります。

• HDD：ハードディスクドライブ。次のオプションがあり
ます。

•キプロス

• PCI RAIDアダプタ

• Linux仮想 FDD/HDD

• SSDハードドライブ

• FDD：フロッピーディスクドライブ。次のオプションが
あります。

◦ Linux仮想フロッピー

• CD/DVD：ブート可能CD-ROM。次のオプションがありま
す。

◦ Linux仮想 CD/DVD

•ネットワークデバイス（PXE）：PXEブート。次のオプ
ションがあります。

◦コンソール

◦ GE1

◦ GE2

◦ GE3

◦ TE2

◦ TE3

PXEブートオプションは、プラットフォームに
よって異なります。たとえば、M3サーバでは、
GE2とGE3の代わりに、TE2と TE3を使用しま
す。

（注）

•内部 EFIシェル：内部 Extensible Firmware Interface。

[Device Types]テーブル

選択したデバイスタイプを [BootOrder]テーブルに移動します。Add >

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルから削除しま
す。

< Remove
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説明名前

このサーバがブートできるデバイスタイプが、ブートが試行さ

れる順番に表示されます。

[Boot Order]テーブル

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで高いプライ
オリティに移動します。

Up

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで低いプライ
オリティに移動します。

Down

ステップ 5 [Apply]をクリックします。
サーバに接続しているデバイスによっては、実際のブート順に追加のデバイスタイプが付加され

る場合があります。

次の作業

サーバを再起動して、新しいブート順でブートします。

BIOS セットアップメニューを使用したブート順の設定
Eシリーズサーバまたは NCEに直接接続されている USBや外部 CD ROMドライブなど、外部の
ブート可能なデバイスからサーバをブートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]メニューをクリックします。

ステップ 2 作業ウィンドウの [Host Image Mapping]タブをクリックします。
ステップ 3 [Actions]領域から、[Launch KVM Console]をクリックします。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページから、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 プロンプトが表示されたら、ブートアップが完了する前にF2を押してBIOSセットアップメニュー
にアクセスします。
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[Aptio Setup Utility]が表示されます。このユーティリティから、BIOSセットアップメニューのオ
プションを利用できます。

図 41：BIOS セットアップメニュー

ステップ 6 [Boot]タブをクリックします。
ステップ 7 [Boot Options Priority]領域の下のページを一番下までスクロールします。次のブートオプション

プライオリティが一覧表示されます。

• Floppy Drive BBS Priorities

• Network Device BBS Priorities

• Hard Drive BBS Priorities

• CD/DVD ROM Drive BBS Priorities

ステップ 8 キーボードの上矢印キーまたは下矢印キーを使用して、適切なオプションを強調表示します。

ステップ 9 Enterを押して、強調表示されているフィールドを選択します。
ステップ 10 [Boot Option 1]に適切なデバイスを選択します。
ステップ 11 F4を押して変更を保存し、終了します。

BIOSセットアップの [Main]タブに、[Boot Option 1]として設定したデバイスが表示されます。

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド

119

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール

BIOS セットアップメニューを使用したブート順の設定



オペレーティングシステムおよびハイパーバイザのインストールの確

認

CIMC から Microsoft Windows Server へのアクセス

はじめる前に

• CIMCアクセス用の CIMC IPアドレスを設定します。

• Microsoft Windows Serverを Eシリーズサーバにインストールします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]メニューをクリックします。

ステップ 2 作業ウィンドウの [Host Image Mapping]タブをクリックします。
ステップ 3 [Server Summary]ページの [Actions]領域にある [Launch KVM Console]アイコンをクリックしま

す。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 KVMコンソールから、インストール済みのMicrosoft Windows Serverオペレーティングシステム
にアクセスします。

CIMC から VMware vSphere Hypervisor へのアクセス

はじめる前に

• CIMCアクセス用の CIMC IPアドレスを設定します。

• VMware vSphere Hypervisorを Eシリーズサーバにインストールします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]メニューをクリックします。

ステップ 2 作業ウィンドウの [Host Image Mapping]タブをクリックします。
ステップ 3 [Server Summary]ページの [Actions]領域にある [Launch KVM Console]アイコンをクリックしま

す。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 KVMコンソールの [KVM]タブをクリックします。
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VMware vSphereHypervisorのDirect ConsoleUser Interface（DCUI）が表示されます。VMware vSphere
Hypervisorで、ホストに IPアドレスを割り当てている場合、その IPアドレスは [DCUI]ページに
表示されます。または、スタティック IPアドレスを指定できます。VMware vSphere Hypervisorへ
のスタティック IPアドレスの割り当て, （112ページ）を参照してください。

ステップ 5 vSphere Clientがインストールされていることを確認します。インストールされていない場合はイ
ンストールします。vSphereClientのダウンロードとインストール,（113ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 6 vSphere Clientから、VMware vSphere Hypervisorにログインします。
ログインするには、VMware vSphere Hypervisorから割り当てられた IPアドレス、またはステップ
4で指定したスタティック IPアドレスを使用します。

事前にインストールされているVMware vSphereHypervisorのデフォルトユーザ名は root
です。この名前は変更できません。また、デフォルトパスワードは passwordです。ロ
グイン後に、パスワードを変更することを推奨します。

（注）

次の作業
ルータとサーバ間の接続を設定します。ルータと Eシリーズサーバまたは NCE間の接続の設定,
（123ページ）を参照してください。
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第 8 章

ルータと E シリーズサーバまたは NCE 間の
接続の設定

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応じて、次のいずれかを実行します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをルータ経由に
しない場合、サーバのホストオペレーティングシステムを使用してEシリーズサーバまた
は NCEの外部インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをルータ経由に
する場合、この章に記載されている手順を使用して、ルータとEシリーズサーバまたはNCE
間の内部接続を設定します。

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco ISR G2と Eシリーズサーバ間の内部接続の設定, 123 ページ

• Cisco ISR 4000シリーズと Eシリーズサーバ間の内部接続の設定, 127 ページ

• Cisco ISR G2と EHWIC Eシリーズ NCE間の内部接続の設定, 134 ページ

• Cisco ISR 4000シリーズと NIM Eシリーズ NCE間の内部接続の設定, 138 ページ

• ネットワークインターフェイスマッピングの概要, 145 ページ

• Microsoft Windows、Linux、および VMware vSphere HypervisorのMACアドレスの決定, 148
ページ

Cisco ISR G2 と E シリーズサーバ間の内部接続の設定
アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックを Cisco ISR G2経由に
するには、次の設定を使用します。Cisco ISR G2と Eシリーズサーバ間の内部接続を設定するに
は、これらの IPアドレスを設定する必要があります。

•トラフィックを PCIe接続経由にするには（次の図を参照）、次のように設定します。

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド

123



◦ルータを EシリーズサーバのGE0インターフェイスに接続するルータの内部 PCIeイン
ターフェイスの IPアドレス。

◦ Eシリーズサーバの GE0インターフェイスの IPアドレス。

•トラフィックをMGF接続経由にするには（次の図を参照）、次のように設定します。

◦ルータの内部MGF VLANインターフェイスの IPアドレス。

◦ Eシリーズサーバの GE1インターフェイスの IPアドレス。

次の図は、ルータと Eシリーズサーバ間の内部接続を示しています。

図 42：Cisco ISR G2 と E シリーズサーバ間の内部接続

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始
します。パスワードを入力します（要求

された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ルータの PCIe slot/0インターフェイスの
インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router (config)# interface ucse slot/0ステップ 3   

ip addressコマンドで、ルータを Eシリー
ズサーバのGE0インターフェイスに接続

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 4   

• Router (config-if)# ip address
router-to-e-series-server-interface-ip-address
subnet-mask

する内部PCIeインターフェイスの IPアド
レスを指定します。上の図を参照してく

ださい。
• Router (config-if)# ip unnumbered type
number または
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ip unnumberedコマンドは、イン
ターフェイスに明示的な IPアドレスを割
り当てずに、そのインターフェイス上で

の IP処理をイネーブルにします。

• type：割り当てられた IPアドレスを
ルータが保持しているインターフェ

イスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレス
をルータが保持しているインターフェ

イスの番号。

アンナンバードインターフェイ

スは、一意である必要がありま

す。番号付けされていない別の

インターフェイスは指定できま

せん。

（注）

ip unnumberedコマンドでは、デバ
イス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。

ブロードキャストはサポートされ

ません。

注意

インターフェイスが管理上のアップ状態

になります。

Router(config-if)# no shutステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router(config-if)# endステップ 6   

—サーバのオペレーティングシステムを使

用してEシリーズサーバのGE0インター
ステップ 7   

フェイスを設定します。上の図を参照し

てください。

ルータのMGF slot/1 VLANインターフェ
イスのインターフェイスコンフィギュレー

Router (config)# interface ucse slot/1ステップ 8   

ションモードを開始します。上の図を参

照してください。

ポートを永続的なトランキングモードに

します。デフォルトの設定は、アクセス

モードです。

Router(config-if)# switchport mode trunkステップ 9   

（任意）指定した VLAN上でのトランキ
ングを許可します。

Router (config-if)# [switchport trunk
allowed vlan vlan-numbers]

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

• vlan-numbers：トランキングを許可す
る VLAN数。

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router(config-if)# exitステップ 11   

ホストルータでグローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 12   

指定した VLAN番号のインターフェイス
コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

Router (config)# interface vlan vlan-numberステップ 13   

VLANの IPアドレスを指定します。上の
図を参照してください。

Router (config-if)# ip address
vlan-ip-address subnet-mask

ステップ 14   

• vlan-ip-address：VLANの IPアドレ
ス。

• subnet-mask：IPアドレスにアペンド
するサブネットマスク。

インターフェイスが管理上のアップ状態

になります。

Router(config-if)# no shutステップ 15   

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router(config-if)# endステップ 16   

—サーバのオペレーティングシステムを使

用してEシリーズサーバのGE1インター
ステップ 17   

フェイスを設定します。上の図を参照し

てください。

次の例は、ルータと Eシリーズサーバ間の内部接続を設定する方法を示しています。

この設定例の IPアドレスは参照用に示しただけなので、実際には有効でない可能性がありま
す。

（注）

Router> enable
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 1/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end
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Use the server’s operating system to configure the E-Series Server’s GE0 interface

Router(config)# interface ucse 1/1
Router(config-if)# switchport mode trunk
Router(config-if)# exit

Router# configure terminal
Router(config)# interface vlan 1
Router(config-if)# ip address 20.0.0.1 255.255.255.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Use the server’s operating system to configure the E-Series Server’s GE1 interface.

Cisco ISR 4000 シリーズと E シリーズサーバ間の内部接続
の設定

アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをCisco ISR4000シリー
ズ経由にする場合はこの設定を使用します。Cisco ISR 4000シリーズと Eシリーズサーバ間に内
部接続を設定するには、これらの IPアドレスを設定する必要があります。

•ルータのucse slot/0/0とEシリーズサーバの内部GE0インターフェイスを経由するトラフィッ
ク（次の図を参照）では、次のように設定します。

◦ルータを Eシリーズサーバの GE0インターフェイスに接続する、ルータの ucse slot/0/0
インターフェイスの IPアドレス。

◦ Eシリーズサーバの GE0インターフェイスの IPアドレス。

•ルータのucse slot/0/1とEシリーズサーバの内部GE1インターフェイスを経由するトラフィッ
ク（次の図を参照）では、次のように設定します。

◦ルータの ucse slot/0/1インターフェイスの IPアドレス。

◦ Eシリーズサーバの GE1インターフェイスの IPアドレス。

次の図は、ルータと Eシリーズサーバ間の内部接続を示しています。

図 43：Cisco ISR 4000 シリーズと E シリーズサーバ間の内部接続
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手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始
します。パスワードを入力します（要求さ

れた場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ルータの ucse slot/0/0インターフェイスの
インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router (config)# interface ucse slot/0/0ステップ 3   

ルータを Eシリーズサーバの GE0イン
ターフェイスに接続する、ルータの ucse

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 4   

• Router (config-if)# ip address
router-to-e-series-server-interface-ip-address
subnet-mask

slot 0/0インターフェイスの IPアドレスを
指定します。上の図を参照してください。

または• Router (config-if)# ip unnumbered type
number （任意）ip unnumberedコマンドは、イン

ターフェイスに明示的な IPアドレスを割
り当てずに、そのインターフェイス上での

IP処理をイネーブルにします。

• type：割り当てられた IPアドレスを
ルータが保持しているインターフェ

イスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレス
をルータが保持しているインターフェ

イスの番号。

アンナンバードインターフェイ

スは、一意である必要がありま

す。番号付けされていない別の

インターフェイスは指定できま

せん。

（注）

ip unnumberedコマンドでは、デバ
イス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。

ブロードキャストはサポートされ

ません。

注意

インターフェイスが管理上のアップ状態に

なります。

Router(config-if)# no shutステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router(config-if)# endステップ 6   

—サーバのオペレーティングシステムを使

用してEシリーズサーバのGE0インター
ステップ 7   

フェイスを設定します。上の図を参照し

てください。

ルータの ucse slot/0/1インターフェイスの
インターフェイスコンフィギュレーショ

Router (config)# interface ucse slot/0/1ステップ 8   

ンモードを開始します。上の図を参照し

てください。

インターフェイスが管理上のアップ状態に

なります。

Router(config-if)# no shutステップ 9   

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router(config-if)# endステップ 10   

—サーバのオペレーティングシステムを使

用してEシリーズサーバのGE1インター
ステップ 11   

フェイスを設定します。上の図を参照し

てください。

次の例は、ルータと Eシリーズサーバ間の内部接続を設定する方法を示しています。

この設定例の IPアドレスは参照用に示しただけなので、実際には有効でない可能性がありま
す。

（注）

Router> enable
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 1/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Use the server's operating system to configure the E-Series Server's GE0 interface.

Router(config)# interface ucse 1/0/1
Router(config-if)# ip address 11.0.0.1 255.255.255.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Use the server's operating system to configure the E-Series Server's GE1 interface.
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ネイティブ VLAN による E シリーズサーバと Cisco ISR 4000 シリーズ間
のイーサネット仮想回線の作成

選択したデータをカプセル化し、Eシリーズサーバにインストールされたオペレーティングシス
テムまたはインストールされたハイパーバイザで作成された仮想マシンに転送するためにネイティ

ブ VLANを追加している場合は、この手順を使用します。

はじめる前に

Cisco ISR 4000シリーズと Eシリーズサーバ間の内部接続を設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始し
ます。パスワードを入力します（要求され

た場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ルータの ucse slot/0/0インターフェイスのイ
ンターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router (config)# interface ucse
slot/0/0

ステップ 3   

インターフェイスでイーサネットサービス

インスタンスを設定し、イーサネットサー

Router (config-if)# service instance
idethernet

ステップ 4   

ビスコンフィギュレーションモードを開始

します。

カプセル化タイプを定義します。Router (config-if-srv)#
encapsulation encapsulation-type
vlan-id

ステップ 5   

ブリッジドメインを設定します。Router (config-if-srv)#
bridge-domain bridge-id

ステップ 6   

イーサネットサービスコンフィギュレー

ションモードを終了します。

Router (config-if-srv)# exitステップ 7   

ブリッジドメインインターフェイスを入力

します。

Router (config-if)# interface BDI
bridge-id

ステップ 8   

BDIインターフェイスの IPアドレスを指定
します。

Router (config-if)# ip address
bdi-interface-ip-address

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスが管理上のアップ状態に

なります。

Router(config-if)# no shutステップ 10   

ホストルータのグローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

Router(config-if)# endステップ 11   

—サーバのオペレーティングシス

テムを使用して Eシリーズサー
ステップ 12   

バの GE0インターフェイスを設
定します。

この例は、ネイティブ VLANを使用してEシリーズサーバと Cisco ISR 4000シリーズ間でイーサ
ネット仮想回線を作成する方法を示しています。

この設定例の IPアドレスは参照用です。（注）

Router> enable
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 1/0/0
Router(config-if)# service instance 1 ethernet
Router(config-if-srv)# encapsulation untagged
Router(config-if-srv)# bridge-domain 1
Router(config-if-srv)# exit
Router(config-if)# exit

Router(config-if)# interface BDI 1
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Use the server's operating system to configure the E-Series Server's GE0 interface.

非ネイティブ VLAN による E シリーズサーバと Cisco ISR 4000 シリーズ
間のイーサネット仮想回線の作成

選択したデータをカプセル化し、Eシリーズサーバにインストールされたオペレーティングシス
テムまたはインストールされたハイパーバイザで作成された仮想マシンに転送するために非ネイ

ティブ VLANを追加している場合は、この手順を使用します。

はじめる前に

Eシリーズサーバと Cisco ISR 4000シリーズ間の内部接続を設定します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始し
ます。パスワードを入力します（要求された

場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ルータの ucse slot/0/0インターフェイスのイ
ンターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

Router (config)# interface ucse
slot/0/0

ステップ 3   

IPアドレスを削除するか、IP処理をディセー
ブルにします。

Router(config-if)# no ip addressステップ 4   

インターフェイスの自動ネゴシエーションを

無効にします。

Router(config-if)# no negotiation
auto

ステップ 5   

ポートを永続的なトランキングモードにし

ます。

Router(config-if)# switchportmode
trunk

ステップ 6   

インターフェイスでイーサネットサービス

インスタンスを設定し、イーサネットサー

Router (config-if)# service instance
idethernet

ステップ 7   

ビスコンフィギュレーションモードを開始

します。

カプセル化タイプを定義します。Router (config-if-srv)#
encapsulation dot1q
encapsulation-type vlan-id

ステップ 8   

次のいずれかのコマンドを入力

します。

ステップ 9   • rewrite egress tag push dot1qコマンドは、
カプセル化の調整がサービスインスタ

ンスの終端となるフレーム上で実行され

るように指定します。
• Router (config-if-srv)# rewrite
egress tag push dot1q
encapsulation-type vlan-id • rewrite ingress tag pop 1 symmetricコマン

ドは、カプセル化の調整がサービスイ• Router (config-if-srv)# rewrite
ingress tag pop 1 symmetric
encapsulation-type vlan-id

ンスタンスの始端となるフレーム上で実

行されるように指定します。

ブリッジドメインを設定します。Router (config-if-srv)#
bridge-domain bridge-id

ステップ 10   

イーサネットサービスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router (config-if-srv)# exitステップ 11   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを終了します。

Router(config-if)# exitステップ 12   

ブリッジドメインインターフェイスを入力

します。

Router (config)# interface BDI
bridge-id

ステップ 13   

BDIインターフェイスの IPアドレスを指定
します。

Router (config-if)# ip address
bdi-interface-ip-address

ステップ 14   

インターフェイスが管理上のアップ状態にな

ります。

Router(config-if)# no shutステップ 15   

ホストルータのグローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

Router(config-if)# endステップ 16   

—サーバのオペレーティングシス

テムを使用して Eシリーズサー
ステップ 17   

バの NICインターフェイスを設
定します。

EシリーズサーバのNICインターフェイス
との接続が確立されているかどうかを示しま

す。

Router# ping server's-NIC-interfaceステップ 18   

Access Resolution Protocol（ARP）キャッシュ
を表示します。

Router# show arpステップ 19   

ブリッジドメインの情報を表示します。Router# show bridge-domain
bridge-id

ステップ 20   

次の例は、非ネイティブVLANを使用してEシリーズサーバとCisco ISR 4000シリーズ間でイー
サネット仮想回線を作成する方法を示しています。

この設定例の IPアドレスは参照用です。（注）

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 2/0/0
Router(config-if)# no ip address
Router(config-if)# no negotiation auto
Router(config-if)# switchport mode trunk
Router(config-if)# service instance 10 ethernet
Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 10
Router(config-if-srv)# rewrite egress tag push dot1q 10
Router(config-if-srv)# bridge-domain 10
Router(config-if-srv)# exit
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface BDI10
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Router(config-if)# ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Use the server’s operating system to configure the E シリーズ サーバ’s NIC interface.

Router# ping 192.168.1.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 192.168.1.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/1/2 ms

Router# show arp
Protocol Address Age (min) Hardware Addr Type Interface
Internet 192.168.1.1 - 0022.bdfb.2783 ARPA BDI10
Internet 192.168.1.2 1 0022.bde6.07b4 ARPA BDI10

Router# show bridge-domain 10
Bridge-domain 10 (2 ports in all)
State: UP Mac learning: Enabled
Aging-Timer: 300 second(s)

BDI10 (up)
ucse2/0/0 service instance 10
MAC address Policy Tag Age Pseudoport
0022.BDE6.07B4 forward dynamic 246 ucse2/0/0.EFP10
0022.BDFB.2783 to_bdi static 0 BDI10

rewriteコマンドの詳細については、http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/cether/command/
ce-cr-book.htmlを参照してください。

（注）

Cisco ISR G2 と EHWIC E シリーズ NCE 間の内部接続の設
定

アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックを Cisco ISR G2経由に
するには、次の設定を使用します。Cisco ISRG2とEHWICEシリーズNCE間の内部接続を設定す
るには、これらの IPアドレスを設定する必要があります。

•トラフィックを EHWIC接続経由にするには（次の図を参照）、次のように設定します。

◦ルータを EHWIC Eシリーズ NCEの GE0インターフェイスに接続するルータの内部
EHWICインターフェイスの IPアドレス。

◦ EHWIC Eシリーズ NCEの GE0インターフェイスの IPアドレス。

•トラフィックをMGF接続経由にするには（次の図を参照）、次のように設定します。

MGF接続オプションは、Cisco 1921 ISR G2には適用されません。重要

◦ルータの内部MGF VLANインターフェイスの IPアドレス。

◦ EHWIC Eシリーズ NCEの GE1インターフェイスの IPアドレス。
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次の図は、ルータと EHWIC Eシリーズ NCE間の内部接続を示しています。

図 44：Cisco ISR G2 と EHWIC E シリーズ NCE間の内部接続

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始
します。パスワードを入力します（要求さ

れた場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ルータの EHWIC 0/subslot/0インターフェ
イスのインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Router (config)# interface ucse0/subslot/0ステップ 3   

ip addressコマンドで、ルータを EHWIC E
シリーズ NCEの GE0インターフェイスに

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 4   

• Router (config-if)# ip address
router-to-e-series-server-interface-ip-address
subnet-mask

接続する内部 PCIeインターフェイスの IP
アドレスを指定します。上の図を参照して

ください。
• Router (config-if)# ip unnumbered type
number または

（任意）ip unnumberedコマンドは、イン
ターフェイスに明示的な IPアドレスを割
り当てずに、そのインターフェイス上での

IP処理をイネーブルにします。

• type：割り当てられた IPアドレスを
ルータが保持しているインターフェ

イスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレス
をルータが保持しているインターフェ

イスの番号。
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目的コマンドまたはアクション

アンナンバードインターフェイ

スは、一意である必要がありま

す。番号付けされていない別の

インターフェイスは指定できま

せん。

（注）

ip unnumberedコマンドでは、デバ
イス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。

ブロードキャストはサポートされ

ません。

注意

インターフェイスが管理上のアップ状態に

なります。

Router(config-if)# no shutステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router(config-if)# endステップ 6   

—サーバのオペレーティングシステムを使

用して EHWIC EシリーズNCEのGE0イ
ステップ 7   

ンターフェイスを設定します。上の図を

参照してください。

ルータのMGF 0/subslot/1 VLANインター
フェイスのインターフェイスコンフィギュ

Router (config)# interface ucse0/subslot/1ステップ 8   

レーションモードを開始します。上の図

を参照してください。

この手順は、Cisco ISR 1921には
適用されません。

重要

ポートを永続的なトランキングモードに

します。デフォルトの設定は、アクセス

モードです。

Router(config-if)# switchport mode trunkステップ 9   

（任意）指定した VLAN上でのトランキ
ングを許可します。

Router (config-if)# [switchport trunk
allowed vlan vlan-numbers]

ステップ 10   

• vlan-numbers：トランキングを許可す
る VLAN数。

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router(config-if)# endステップ 11   

ホストルータでグローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

指定した VLAN番号のインターフェイス
コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

Router (config)# interface vlan vlan-numberステップ 13   

VLANの IPアドレスを指定します。上の
図を参照してください。

Router (config-if)# ip address
vlan-ip-address subnet-mask

ステップ 14   

• vlan-ip-address：VLANの IPアドレ
ス。

• subnet-mask：IPアドレスにアペンド
するサブネットマスク。

インターフェイスが管理上のアップ状態に

なります。

Router(config-if)# no shutステップ 15   

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router(config-if)# endステップ 16   

この手順は、Cisco 1921 ISR G2に
は適用されません。

重要サーバのオペレーティングシステムを使

用して EHWIC EシリーズNCEのGE1イ
ンターフェイスを設定します。上の図を

参照してください。

ステップ 17   

次の例は、ルータと EHWIC Eシリーズ NCE間の内部接続を設定する方法を示しています。

この設定例の IPアドレスは参照用に示しただけなので、実際には有効でない可能性がありま
す。

（注）

Router> enable
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 0/1/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Use the server’s operating system to configure the E-Series Server’s GE0 interface

Router(config)# interface ucse 0/1/1
Router(config-if)# switchport mode trunk
Router(config-if)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface vlan 1
Router(config-if)# ip address 20.0.0.1 255.255.255.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Use the server’s operating system to configure the E-Series Server’s GE1 interface.
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Cisco ISR 4000 シリーズと NIM E シリーズ NCE 間の内部接
続の設定

アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをCisco ISR4000シリー
ズ経由にする場合はこの設定を使用します。Cisco ISR 4000シリーズとNIM EシリーズNCE間に
内部接続を設定するには、これらの IPアドレスを設定する必要があります。

•ルータの ucse 0/subslot/0とサーバの内部GE0インターフェイスを経由するトラフィック（次
の図を参照）では、次のように設定します。

◦ルータをサーバのGE0インターフェイスに接続する、ルータの ucse 0/subslot/0インター
フェイスの IPアドレス。

◦サーバの GE0インターフェイスの IPアドレス。

•ルータの ucse 0/subslot/1とサーバの内部GE1インターフェイスを経由するトラフィック（次
の図を参照）では、次のように設定します。

◦ルータの ucse 0/subslot/1インターフェイスの IPアドレス。

◦サーバの GE1インターフェイスの IPアドレス。

次の図は、ルータとサーバ間の内部接続を示しています。

図 45：Cisco ISR 4000 シリーズと NIM E シリーズ NCE間の内部接続

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始
します。パスワードを入力します（要求さ

れた場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ルータの ucse 0/subslot/0インターフェイス
のインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router (config)# interface ucse 0/subslot/0ステップ 3   

ルータをサーバの GE0インターフェイス
に接続する、ルータの ucse 0/subslot/0イン

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 4   

• Router (config-if)# ip address
router-to-e-series-server-interface-ip-address
subnet-mask

ターフェイスのIPアドレスを指定します。
上の図を参照してください。

または• Router (config-if)# ip unnumbered type
number （任意）ip unnumberedコマンドは、イン

ターフェイスに明示的な IPアドレスを割
り当てずに、そのインターフェイス上での

IP処理をイネーブルにします。

• type：割り当てられた IPアドレスを
ルータが保持しているインターフェ

イスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレス
をルータが保持しているインターフェ

イスの番号。

アンナンバードインターフェイ

スは、一意である必要がありま

す。番号付けされていない別の

インターフェイスは指定できま

せん。

（注）

ip unnumberedコマンドでは、デバ
イス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。

ブロードキャストはサポートされ

ません。

注意

インターフェイスが管理上のアップ状態に

なります。

Router(config-if)# no shutステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router(config-if)# endステップ 6   

—サーバのオペレーティングシステムを使

用してサーバのGE0インターフェイスを
ステップ 7   

設定します。上の図を参照してくださ

い。
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目的コマンドまたはアクション

ルータの ucse 0/subslot/1インターフェイス
のインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router (config)# interface ucse 0/subslot/1ステップ 8   

インターフェイスが管理上のアップ状態に

なります。

Router(config-if)# no shutステップ 9   

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router(config-if)# endステップ 10   

—サーバのオペレーティングシステムを使

用してサーバのGE1インターフェイスを
ステップ 11   

設定します。上の図を参照してくださ

い。

次の例は、ルータと NIM Eシリーズ NCE間の内部接続を設定する方法を示しています。

この設定例の IPアドレスは参照用に示しただけなので、実際には有効でない可能性がありま
す。

（注）

Router> enable
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 0/1/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Use the server's operating system to configure the NIM E-Series NCE's GE0 interface.

Router(config)# interface ucse 0/1/1
Router(config-if)# ip address 11.0.0.1 255.255.255.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Use the server's operating system to configure the NIM E-Series NCE's GE1 interface.

ネイティブ VLAN による NIM E シリーズ NCE と Cisco ISR 4000 シリーズ
間のイーサネット仮想回線の作成

選択したデータをカプセル化し、Eシリーズサーバにインストールされたオペレーティングシス
テムまたはインストールされたハイパーバイザで作成された仮想マシンに転送するためにネイティ

ブ VLANを追加している場合は、この手順を使用します。
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はじめる前に

Cisco ISR 4000シリーズと NIM Eシリーズ NCE間の内部接続を設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始し
ます。パスワードを入力します（要求され

た場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ルータの 0/subslot/0インターフェイスのイ
ンターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router (config)# interface ucse
0/subslot/0

ステップ 3   

インターフェイスでイーサネットサービス

インスタンスを設定し、イーサネットサー

Router (config-if)# service instance
idethernet

ステップ 4   

ビスコンフィギュレーションモードを開始

します。

カプセル化タイプを定義します。Router (config-if-srv)# encapsulation
encapsulation-type vlan-id

ステップ 5   

ブリッジドメインを設定します。Router (config-if-srv)#
bridge-domain bridge-id

ステップ 6   

イーサネットサービスコンフィギュレー

ションモードを終了します。

Router (config-if-srv)# exitステップ 7   

ブリッジドメインインターフェイスを入力

します。

Router (config-if)# interface BDI
bridge-id

ステップ 8   

BDIインターフェイスの IPアドレスを指定
します。

Router (config-if)# ip address
bdi-interface-ip-address

ステップ 9   

インターフェイスが管理上のアップ状態に

なります。

Router(config-if)# no shutステップ 10   

ホストルータのグローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

Router(config-if)# endステップ 11   

—サーバのオペレーティングシス

テムを使用して NIM Eシリーズ
ステップ 12   

NCEの GE0インターフェイスを
設定します。
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この例は、ネイティブVLANを使用してNIM EシリーズNCEと Cisco ISR 4000シリーズ間でイー
サネット仮想回線を作成する方法を示しています。

この設定例の IPアドレスは参照用です。（注）

Router> enable
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 0/1/0
Router(config-if)# service instance 1 ethernet
Router(config-if-srv)# encapsulation untagged
Router(config-if-srv)# bridge-domain 1
Router(config-if-srv)# exit
Router(config-if)# exit

Router(config-if)# interface BDI 1
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Use the server's operating system to configure the NIM E-Series NCE's GE0 interface.

非ネイティブ VLAN による NIM E シリーズ NCE と Cisco ISR 4000 シリー
ズ間のイーサネット仮想回線の作成

選択したデータをカプセル化し、NIM Eシリーズ NCEにインストールされたオペレーティング
システムまたはインストールされたハイパーバイザで作成された仮想マシンに転送するために非

ネイティブ VLANを追加している場合は、この手順を使用します。

はじめる前に

Cisco ISR 4000シリーズと NIM Eシリーズ NCE間の内部接続を設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始し
ます。パスワードを入力します（要求された

場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ルータの ucse 0/subslot/0インターフェイスの
インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router (config)# interface ucse
0/subslot/0

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

IPアドレスを削除するか、IP処理をディセー
ブルにします。

Router(config-if)# no ip addressステップ 4   

インターフェイスの自動ネゴシエーションを

無効にします。

Router(config-if)# no negotiation
auto

ステップ 5   

ポートを永続的なトランキングモードにし

ます。

Router(config-if)# switchportmode
trunk

ステップ 6   

インターフェイスでイーサネットサービス

インスタンスを設定し、イーサネットサー

Router (config-if)# service instance
idethernet

ステップ 7   

ビスコンフィギュレーションモードを開始

します。

カプセル化タイプを定義します。Router (config-if-srv)#
encapsulation dot1q
encapsulation-type vlan-id

ステップ 8   

次のいずれかのコマンドを入力

します。

ステップ 9   • rewrite egress tag push dot1qコマンドは、
カプセル化の調整がサービスインスタ

ンスの終端となるフレーム上で実行され

るように指定します。
• Router (config-if-srv)# rewrite
egress tag push dot1q
encapsulation-type vlan-id • rewrite ingress tag pop 1 symmetricコマン

ドは、カプセル化の調整がサービスイ• Router (config-if-srv)# rewrite
ingress tag pop 1 symmetric
encapsulation-type vlan-id

ンスタンスの始端となるフレーム上で実

行されるように指定します。

ブリッジドメインを設定します。Router (config-if-srv)#
bridge-domain bridge-id

ステップ 10   

イーサネットサービスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

Router (config-if-srv)# exitステップ 11   

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを終了します。

Router(config-if)# exitステップ 12   

ブリッジドメインインターフェイスを入力

します。

Router (config)# interface BDI
bridge-id

ステップ 13   

BDIインターフェイスの IPアドレスを指定
します。

Router (config-if)# ip address
bdi-interface-ip-address

ステップ 14   

インターフェイスが管理上のアップ状態にな

ります。

Router(config-if)# no shutステップ 15   
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目的コマンドまたはアクション

ホストルータのグローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

Router(config-if)# endステップ 16   

—サーバのオペレーティングシス

テムを使用して NIM Eシリーズ
ステップ 17   

NCEの NICインターフェイスを
設定します。

NIM Eシリーズ NCEのNICインターフェイ
スとの接続が確立されているかどうかを示し

ます。

Router# ping server's-NIC-interfaceステップ 18   

Access Resolution Protocol（ARP）キャッシュ
を表示します。

Router# show arpステップ 19   

ブリッジドメインの情報を表示します。Router# show bridge-domain
bridge-id

ステップ 20   

次の例は、非ネイティブ VLANを使用して NIM Eシリーズ NCEと Cisco ISR 4000シリーズ間で
イーサネット仮想回線を作成する方法を示しています。

この設定例の IPアドレスは参照用です。（注）

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 0/1/0
Router(config-if)# no ip address
Router(config-if)# no negotiation auto
Router(config-if)# switchport mode trunk
Router(config-if)# service instance 10 ethernet
Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 10
Router(config-if-srv)# rewrite egress tag push dot1q 10
Router(config-if-srv)# bridge-domain 10
Router(config-if-srv)# exit
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface BDI10
Router(config-if)# ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Use the server’s operating system to configure the NIM E シリーズ NCE’s NIC interface.

Router# ping 192.168.1.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 192.168.1.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/1/2 ms

Router# show arp
Protocol Address Age (min) Hardware Addr Type Interface
Internet 192.168.1.1 - 0022.bdfb.2783 ARPA BDI10
Internet 192.168.1.2 1 0022.bde6.07b4 ARPA BDI10
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Router# show bridge-domain 10
Bridge-domain 10 (2 ports in all)
State: UP Mac learning: Enabled
Aging-Timer: 300 second(s)

BDI10 (up)
ucse2/0/0 service instance 10
MAC address Policy Tag Age Pseudoport
0022.BDE6.07B4 forward dynamic 246 ucse2/0/0.EFP10
0022.BDFB.2783 to_bdi static 0 BDI10

rewriteコマンドの詳細については、http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/cether/command/
ce-cr-book.htmlを参照してください。

（注）

ネットワークインターフェイスマッピングの概要
このセクションでは、次のデバイスのネットワークインターフェイスマッピングを決定する方法

について説明します。

• Eシリーズサーバの GE0、GE1、GE2、および GE3インターフェイス：Cisco ISR G2

• EシリーズサーバのGE0、GE1、GE2、およびGE3インターフェイス：Cisco ISR4000シリー
ズ

• EHWIC Eシリーズ NCEの GE0、GE1、および GE2インターフェイス：Cisco ISR G2

• NIM Eシリーズ NCEの GE0、GE1、および GE2インターフェイス：Cisco ISR 4000シリーズ

• NetXtreme II 1 Gigabit Server（PCIeカード）

• NetXtreme II 10 Gigabit Server（PCIeカード）

E シリーズサーバの GE0、GE1、GE2、および GE3 インターフェイス用のネットワークインターフェ
イスマッピングの決定：Cisco ISR G2

ネットワークインターフェイスのMACアドレスを見ると、Eシリーズサーバのポートの番号付
けを決定できます。次の点に注意してください。

•番号が最も小さいMACアドレスは、EシリーズサーバのGE0インターフェイスに対応しま
す。

• 2番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE1インターフェイスです。

• 3番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE2インターフェイスです。

• 4番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE3インターフェイスです。
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インターフェイスのMACアドレスを決定するには、MicrosoftWindows、Linux、およびVMware
vSphere HypervisorのMACアドレスの決定, （148ページ）、または適切なプラットフォーム
のドキュメントを参照してください。

（注）

E シリーズサーバの GE0、GE1、GE2、および GE3 インターフェイスのネットワークインターフェ
イスマッピングの決定：Cisco ISR 4000 シリーズ

ネットワークインターフェイスのMACアドレスを見ると、Eシリーズサーバのポートの番号付
けを決定できます。次の点に注意してください。

•番号が最も小さいMACアドレスは、EシリーズサーバのGE0インターフェイスに対応しま
す。

• 2番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE1インターフェイスです。

• 3番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE2インターフェイスです。

• 4番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE3インターフェイスです。

インターフェイスのMACアドレスを決定するには、MicrosoftWindows、Linux、およびVMware
vSphere HypervisorのMACアドレスの決定, （148ページ）、または適切なプラットフォーム
のドキュメントを参照してください。

（注）

EHWIC E シリーズ NCEの GE0、GE1、GE2 インターフェイス用のネットワークインターフェイス
マッピングの決定：Cisco ISR G2

ネットワークインターフェイスのMACアドレスを見ると、EHWIC Eシリーズ NCEのポートの
番号付けを決定できます。次の点に注意してください。

•番号が最も小さいMACアドレスは、EHWIC Eシリーズ NCEの GE0インターフェイスに対
応します。

• 2番目に小さいMACアドレスは、EHWIC Eシリーズ NCEの GE1インターフェイスです。

• 3番目に小さいMACアドレスは、EHWIC Eシリーズ NCEの GE2インターフェイスです。

インターフェイスのMACアドレスを決定するには、MicrosoftWindows、Linux、およびVMware
vSphere HypervisorのMACアドレスの決定, （148ページ）、または適切なプラットフォーム
のドキュメントを参照してください。

（注）
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NIM E シリーズ NCEの GE0、GE1、および GE2 インターフェイスのネットワークインターフェイス
マッピングの決定：Cisco ISR 4000 シリーズ

ネットワークインターフェイスのMACアドレスを見ると、NIMEシリーズNCEのポートの番号
付けを決定できます。次の点に注意してください。

•番号が最も小さいMACアドレスは、NIMEシリーズNCEのGE0インターフェイスに対応し
ます。

• 2番目に小さいMACアドレスは、NIM Eシリーズ NCEの GE1インターフェイスです。

• 3番目に小さいMACアドレスは、NIM Eシリーズ NCEの GE2インターフェイスです。

インターフェイスのMACアドレスを決定するには、MicrosoftWindows、Linux、およびVMware
vSphere HypervisorのMACアドレスの決定, （148ページ）、または適切なプラットフォーム
のドキュメントを参照してください。

（注）

NetXtreme II 1 Gigabit Server のインターフェイス名とポートマッピングの決定

NetXtreme II 1 Gigabit Server（PCIeカード）のインターフェイス名とポート番号のマッピングを決
定するには、次の操作を実行します。

1 ネットワークケーブルを使用して外部ネットワークデバイスに PCIeカードのポート 0を接続
します。

2 ホストオペレーティングシステムからインターフェイスのステータスをチェックし、接続さ

れているインターフェイスを確認します。

3 ポート 1、2、3に対して手順 2を繰り返します。

インターフェイスのステータスを確認する方法については、適切なオペレーティングシステ

ムのドキュメントを参照してください。

（注）

NetXtreme II 10 Gigabit Server のインターフェイス名とポートマッピングの決定

NetXtreme II 10 Gigabit Server（PCIeカード）では 1つのポートのみイネーブルになっていま
す。

（注）

NetXtreme II 10 Gigabit Server（PCIeカード）のインターフェイス名とポート番号のマッピングを
決定するには、次の操作を実行します。

1 ネットワークケーブルを使用して外部ネットワークデバイスに PCIeカードのポート 0を接続
します。
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2 ホストオペレーティングシステムからインターフェイスのステータスをチェックし、接続さ

れているインターフェイスを確認します。

インターフェイスのステータスを確認する方法については、適切なオペレーティングシステ

ムのドキュメントを参照してください。

（注）

Microsoft Windows、Linux、および VMware vSphere
Hypervisor の MAC アドレスの決定

Microsoft Windows オペレーティングシステムの MAC アドレスの決定

Microsoft WindowsオペレーティングシステムのインターフェイスのMACアドレスを決定するに
は、コマンドウィンドウを開き、ipconfig /allコマンドを入力します。

Linux オペレーティングシステムの MAC アドレスの決定

LinuxオペレーティングシステムでインターフェイスのMACアドレスを決定するには、ターミナ
ルウィンドウを開き、ifconfig -aコマンドを入力してすべてのインターフェイスのMACアドレス
を表示するか、ifconfig interface-nameコマンドを入力して特定のインターフェイスのMACアドレ
スを表示します。

VMware vSphere Hypervisor の MAC アドレスの決定

VMware vSphere HypervisorのインターフェイスのMACアドレスを決定するには、次の操作を実
行します。

1 Webブラウザで、最初のセットアップ時に CIMCにアクセスするために設定した IPアドレス
を入力して、CIMCにログインします。

CIMCのホームページである [Server Summary]ページが表示されます。

2 [Server Summary]ページの [Actions]領域にある [Launch KVMConsole]アイコンをクリックしま
す。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

3 [KVM Console]で [KVM]タブをクリックし、次の操作を実行します。

• F2を押して VMware vSphere Hypervisorの DCUIカスタマイズメニューにアクセスしま
す。[DCUI]ログインページが表示されます。

• [DCUI]にログインします。[System Customization]ページが表示されます。

• [System Customization]ページの [Configure Management Network]をクリックします。
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[ConfigureManagementNetwork]ページが表示されます。このページには、[NetworkAdapter]
などいくつかのメニューオプションがあります。[Network Adapter]メニューオプション
を使用すると、インターフェイスのMACアドレスを表示できます。

UCS EシリーズM3サーバ：ESXi VMNICインターフェイス番号の順序変更（サーバの最も小さ
いMACアドレスから順に）

Cisco UCS EシリーズM3サーバでは、VMware vSphere Hypervisor DCUI VMNICインターフェイ
スの順序付けが、サーバの最も小さいMACアドレスにマッピングされません。M3サーバにESXi
をインストールすると、デフォルトのDCUIVMNICインターフェイスの順序付けとサーバのNIC
インターフェイスのマッピングは次のようになります。

~ Name MAC Address UCS-E160S-M3 NIC Description
------ ------------- ----------------
-------------------------------------------------------
vmnic0 a8:9d:21:fc:61:12 TE2 Intel(R) Ethernet Connection X552/X557-AT
10GBASE-T
vmnic1 a8:9d:21:fc:61:13 TE3 Intel(R) Ethernet Connection X552/X557-AT
10GBASE-T
vmnic2 a8:9d:21:fc:61:10 GE0 Broadcom Corporation NetXtreme BCM5719 Gigabit
Ethernet
vmnic3 a8:9d:21:fc:61:11 GE1 Broadcom Corporation NetXtreme BCM5719 Gigabit
Ethernet

VMNICインターフェイスの順序付けがサーバの最も小さいMACアドレスから開始されるように
するには、次の手順に従います。

1 ESXiで SSHとシェルアクセスを有効にします。

2 SSHで ESXiにログインします。

3 esxcli network nic listコマンドを使用して、VMNIC番号とその対応するMACアドレスを表示
します。

4 localcli --plugin-dir /usr/lib/vmware/esxcli/int/deviceInternal alias listコマンドを使用して、バスア
ドレスと VMNIC番号マッピングを表示します。

5 localcliコマンドを使用して、VMNIC番号を最も小さいMACアドレスを持つバスアドレスに
再マップします。

6 ESXiを再起動します。

7 SSHで ESXiにログインして変更を確認します。

次の例は、VMNIC番号とそのMACアドレスを表示する方法を示しています。
~ # esxcli network nic list
Name PCI Device Driver Link Speed Duplex MAC Address MTU Description
------ ------------- ------ ---- ----- ------ ----------------- ----
-------------------------------------------------------
vmnic0 0000:004:00.0 ixgbe Up 1000 Full a8:9d:21:fc:61:12 1500 Intel(R)
Ethernet Connection X552/X557-AT 10GBASE-T
vmnic1 0000:004:00.1 ixgbe Up 1000 Full a8:9d:21:fc:61:13 1500 Intel(R)
Ethernet Connection X552/X557-AT 10GBASE-T
vmnic2 0000:008:00.0 tg3 Up 1000 Full a8:9d:21:fc:61:10 1500 Broadcom
Corporation NetXtreme BCM5719 Gigabit Ethernet
vmnic3 0000:008:00.1 tg3 Up 1000 Full a8:9d:21:fc:61:11 1500 Broadcom
Corporation NetXtreme BCM5719 Gigabit Ethernet
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次の例は、バスアドレスと VMNIC名のマッピングを表示する方法を示しています。
~ # localcli --plugin-dir /usr/lib/vmware/esxcli/int/ deviceInternal alias list
Bus type Bus address Alias
------------------------------------
pci p0000:06:00.0 vmhba0
pci p0000:08:00.0 vmnic2
pci p0000:08:00.1 vmnic3
pci p0000:04:00.1 vmnic1
pci p0000:04:00.0 vmnic0
logical pci#p0000:06:00.0#0 vmhba0

次の例は、VMNIC番号を、最も小さいMACアドレスを持つバスアドレスに再マップする方法を
示しています。

~ # localcli --plugin-dir /usr/lib/vmware/esxcli/int/ deviceInternal alias store --alias
vmnic0 --bus-address p0000:08:00.0 --bus-type pci
~ # localcli --plugin-dir /usr/lib/vmware/esxcli/int/ deviceInternal alias store --alias
vmnic1 --bus-address p0000:08:00.1 --bus-type pci
~ # localcli --plugin-dir /usr/lib/vmware/esxcli/int/ deviceInternal alias store --alias
vmnic2 --bus-address p0000:04:00.0 --bus-type pci
~ # localcli --plugin-dir /usr/lib/vmware/esxcli/int/ deviceInternal alias store --alias
vmnic3 --bus-address p0000:04:00.1 --bus-type pci
~ # reboot

次の例は、再起動後に VMNICのインターフェイスの順序がどのように表示されるかを示してい
ます。VMNICインターフェイス番号は、最も小さいMACアドレスが先頭になります。
~ # esxcli network nic list
Name PCI Device Driver Link Speed Duplex MAC Address MTU Description
------ ------------- ------ ---- ----- ------ ----------------- ----
-------------------------------------------------------
vmnic0 0000:008:00.0 tg3 Up 1000 Full a8:9d:21:fc:61:10 1500 Broadcom
Corporation NetXtreme BCM5719 Gigabit Ethernet
vmnic1 0000:008:00.1 tg3 Up 1000 Full a8:9d:21:fc:61:11 1500 Broadcom
Corporation NetXtreme BCM5719 Gigabit Ethernet
vmnic2 0000:004:00.0 ixgbe Up 1000 Full a8:9d:21:fc:61:12 1500 Intel(R)
Ethernet Connection X552/X557-AT 10GBASE-T
vmnic3 0000:004:00.1 ixgbe Up 1000 Full a8:9d:21:fc:61:13 1500 Intel(R)
Ethernet Connection X552/X557-AT 10GBASE-T
~ # localcli --plugin-dir /usr/lib/vmware/esxcli/int/ deviceInternal alias list
Bus type Bus address Alias
------------------------------------
pci p0000:06:00.0 vmhba0
pci p0000:08:00.0 vmnic0
pci p0000:08:00.1 vmnic1
pci p0000:04:00.1 vmnic3
pci p0000:04:00.0 vmnic2
logical pci#p0000:06:00.0#0 vmhba0
~ #
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第 9 章

ファームウェアのアップグレード

この章は、次の項で構成されています。

• ファームウェアのアップグレードのオプション, 151 ページ

• Cisco Host Upgrade Utilityの概要, 152 ページ

• HUUを使用するために必要な CIMCおよび BIOSファームウェアの最小リリース, 153 ペー
ジ

• HUU ISOイメージで使用できる CIMCおよび BIOSファームウェアリリース, 153 ページ

• HUUユーザインターフェイスについて, 155 ページ

• ファームウェアのアップグレード, 157 ページ

• トラブルシューティング, 161 ページ

ファームウェアのアップグレードのオプション
ファームウェアコンポーネントは、Cisco Host Upgrade Utility（HUU）を使用してアップグレード
することも手動でアップグレードすることもできます。

• HUU：すべてのファームウェアコンポーネントのアップグレードにCIMCおよびBIOSファー
ムウェアを含む HUU ISOファイルを使用することを推奨します。

HUUを使用して Programmable Logic Devices（PLD）ファームウェアをアップ
グレードすることはできません。 PLDファームウェアをアップグレードする
には Cisco IOS CLIを使用する必要があります。詳細については、『CLI
Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Servers and the Cisco UCS E-Series
Network Compute Engine』の「Upgrading Programmable Logic Devices Firmware
on the E-Series EHWIC NCE」の項を参照してください。

（注）
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•手動によるアップグレード：BIOSおよび CIMCのファームウェアを手動でアップグレード
するには、シスコからファームウェアを取得し、CIMC GUIまたは CIMC CLIを使ってアッ
プグレードする必要があります。ファームウェアのアップグレード後、システムを再起動し

ます。

シスコからファームウェアを取得する手順、およびCIMCと BIOSのファームウェアインス
トール手順については、使用している CIMCのバージョンの設定ガイドの「ファームウェア
管理」の章を参照してください。構成ガイドは次のURLで入手できます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps12629/products_installation_and_configuration_guides_list.html

Cisco Host Upgrade Utility の概要
Cisco Host Upgrade Utility（HUU）は Cisco UCS E-Series Servers（Eシリーズサーバ）および Cisco
UCS Eシリーズネットワークコンピュートエンジン（NCE）のファームウェアのアップグレー
ドに使用するツールです。HUUはWebベースの GUIを使用して、すべてまたは特定のファーム
ウェアコンポーネントを選択してアップグレードできます。

次のファームウェアコンポーネントはアップグレードに使用可能です。

• Cisco Integrated Management Controller（CIMC）

•システム BIOS

• LAN On Motherboard（LOM）

• RAIDコントローラ

• Broadcom PCIアダプタ

• 5709デュアルおよびクアッドポートアダプタ

• 57712デュアルポートアダプタ

• LSI

• LSI MegaRAID SAS 9240-4i

CiscoUCSEシリーズサーバは、RAID_SD0_1へのHUUログの保存はサポートしていません。（注）

HUUを使用して Programmable Logic Devices（PLD）ファームウェアをアップグレードすることは
できません。 PLDファームウェアをアップグレードするには Cisco IOS CLIを使用する必要があ
ります。詳細については、『CLI Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Servers and the Cisco
UCS E-Series Network Compute Engine』の「Upgrading Programmable Logic Devices Firmware on the
E-Series EHWIC NCE」の項を参照してください。
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HUU を使用するために必要な CIMC および BIOS ファーム
ウェアの最小リリース

HUUは、CIMCのリリース 2.1.0以降のリリースでサポートされます。HUUを使用するには、
CIMCおよびBIOSのファームウェアが、次の表に指定されているリリースにアップグレードされ
ていることを確認します。

HUUは CIMCリリース 1.0および 1.0(2)ではサポートされていません。CIMCのリリースが古
いサーバで HUUを使用しようとすると、ファームウェアをアップグレードするように求める
エラーメッセージが表示されます。

（注）

次の表に、HUUを使用するために必要な CIMCと BIOSの最小リリースに関する情報を示しま
す。

表 7：HUU を使用するために必要な CIMC および BIOS ファームウェアの最小リリース

BIOS の最小リリースCIMC の最小リリース

1.5.0.22.1.0

HUU ISO イメージで使用できる CIMC および BIOS ファー
ムウェアリリース

次の表に、個々のHUU ISOイメージをインストールする際にアップグレード可能なCIMCおよび
BIOSファームウェアリリースを示します。

互換性のある CIMC、BIOS、および HUUリリースに関する最新情報については、『Getting
Started Guide for Cisco UCS E-Series Servers and the Cisco UCS E-Series Network Compute Engine』
の「Upgrading Firmware」の章を参照してください。

（注）

表 8：HUU ISO イメージで使用できる CIMC および BIOS ファームウェアリリース

BIOS リリースを含むCIMC リリースを含むHUU ISO イメージ

1.5.0.22.1.02.1.x
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BIOS リリースを含むCIMC リリースを含むHUU ISO イメージ

1.5.0.2

2.5.0.1：ダブル幅の Eシリーズサーバ
（UCS-E160D-M2とUCS-E180D-M2）にのみ
適用可能。

2.3.12.3.1

2.5.0.12.4.12.4.1

• 1.5.0.3：EHWIC Eシリーズ NCEと NIM
Eシリーズ NCE（UCS-EN120Eと
UCS-EN140N-M2）に適用可能（ビルド
日：2015年 5月 4日）。

• 1.5.0.2：SM Eシリーズ NCE
（UCS-EN120S-M2）に適用可能（ビル
ド日：2013年 10月 22日）。

• 1.5.0.2：シングル幅のEシリーズサーバ
（UCS-E140S-M1）に適用可能（ビルド
日：2013年 5月 15日）。

• 1.5.0.3：シングル幅のEシリーズサーバ
（UCS-E140S-M2）に適用可能（ビルド
日：2015年 4月 22日）。

• 1.5.0.3：すべてのダブル幅の Eシリーズ
サーバに適用可能（ビルド日：2015年4
月 10日）。

3.0.13.0.1
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HUU ユーザインターフェイスについて
図 46：HUU ユーザインターフェイス

説明ユーザインターフェイス名

[component]列のシリアル番号が表示されます。[Id]列

アップグレードに使用できるファームウェアコ

ンポーネントを示します。

[component]列

PCIアダプタコンポーネントの PCIスロット情
報が表示されます。

[PCI Slot]カラム

リストされたコンポーネントごとに、インス

トールされている現在のファームウェアのバー

ジョン番号を表示します。

[Current Version]列

リストされたコンポーネントごとに、アップグ

レードに使用できるファームウェアのバージョ

ン番号を表示します。

[Update Version]列
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説明ユーザインターフェイス名

更新の進行中に、リストされたコンポーネント

ごとに更新の状態を表示します。

[Update Status]カラム

選択したコンポーネントのファームウェアの更

新を開始します。

[Update]ボタン

すべてのコンポーネントのファームウェアの更

新を開始します。

[Update All]ボタン

ログファイルを保存します。

ファームウェアの更新中にエラーが発生する

と、エラーログを保存するよう求められます。

接続された外部 USBにエラーログを保存する
場合は、[Save logs]ボタンをクリックします。
このログは、エラーの原因の特定とトラブル

シューティングに使用できます。

[Save Logs]ボタン

更新が成功したかどうかを確認します。

最新の更新を確認するには、[Exit]ボ
タンをクリックして HUUを再起動
し、[Last Update Verify]ボタンをク
リックします。

（注）

[Last Update Verify]ボタン

工場出荷時設定に CIMC設定を復元します。[Restore CIMC Defaults]ボタン

HUUを終了します。確認プロンプトで [Yes]を
クリックし、終了します。

• CIMCを更新し、BIOSを更新しない場合
は、[Exit]ボタンをクリックすると、CIMC
はアクティブになりますが、CIMCとKVM
への接続が切断されます。

•更新用に LOMを選択しており、Shared
LOMモードである場合は、[Exit]ボタンを
クリックするとCIMCとKVMへの接続が
切断されます。

[Exit]ボタン

特定のタスクの実行に使用できるキーボード

ショートカットを表示します。

[Usage]領域

更新の状態を表示します。[Current Activity]領域
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説明ユーザインターフェイス名

更新が進行中の間、アクティビティや状態のロ

グを表示します。

[Execution Logs]領域

ファームウェアのアップグレード

HUU を使用するための基本的なワークフロー
1 Cisco.comから HUU ISOイメージをダウンロードします。

2 KVMコンソールまたは CIMC CLIを使用して HUU ISOイメージをマッピングします。

3 仮想 CD/DVDドライブがブートデバイスになるように、ブート順を設定します。

4 HUU GUIから、すべてまたは更新する特定のファームウェアコンポーネントを選択します。

5 ファームウェアの更新後、[Exit]をクリックして HUUを再起動します。

6 HUU ISOイメージのマッピングを解除します。

7 サーバをリブートします。

HUU によるファームウェアのアップグレード

手順

ステップ 1 http://www.cisco.com/を参照します。
ステップ 2 まだログインしていない場合は、ページの右上隅にある [Log In]をクリックし、Cisco.comの資格

情報を使用してログインします。

ステップ 3 上部のメニューバーで、[Support]をクリックします。
ロールダウンメニューが表示されます。

ステップ 4 [Downloads]（中央）ペインから、[All Downloads]（右下隅）をクリックします。
[Download Software]ページが表示されます。

ステップ 5 左ペインから、[Products]をクリックします。
ステップ 6 中心のペインで、[Servers—Unified Computing]をクリックします。
ステップ 7 右ペインから、[Cisco UCS E-Series Software]をクリックします。
ステップ 8 右ペインから、ダウンロードするソフトウェアのサーバモデルの名前をクリックします。

[Download Software]ページが表示されます。
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ステップ 9 [Unified Computing System (UCSE) Server Firmware]をクリックします。
ステップ 10 Cisco UCS Host Upgrade Utility ISOイメージに関連付けられた [Download]ボタンをクリックし、

PCにイメージをダウンロードします。
[End User License Agreement]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 11 [Accept License Agreement]をクリックします。
ステップ 12 [Opening ucse-server-platform-huu.iso]ダイアログボックスが開きます。

ファイルを開くか、HUU ISOイメージの保存場所を参照し、[OK]をクリックします。

ステップ 13 HUU ISOイメージをマッピングするには、KVMコンソールまたは CIMC CLIを使用します。

• KVMコンソールを使用するには、次を実行します。

1 ブラウザを使用して、アップグレードするサーバの CIMC GUIに接続します。

2 ブラウザのアドレスフィールドに、サーバの CIMCの IPアドレスを入力し、CIMC GUI
にログインするためのユーザ名とパスワードを入力します。

3 ツールバーの [LaunchKVMConsole]アイコンをクリックします。[KVMConsole]が別ウィ
ンドウで開きます。

4 KVMコンソールから、[Virtual Media]タブをクリックします。

5 [Add Image]をクリックし、Host Upgrade Utility ISOに移動して選択し、[Open]をクリック
してイメージをマウントします。

6 [Client View]領域の [Mapped]列で、マウントした ISOイメージのチェックボックスをオ
ンにします。
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• CIMC CLIを使用するには、ISOイメージを FTPまたは TFTPサーバにダウンロードし、次
のコマンドを使用します。

1 Server# scope host-image-mapping.

2 Server/host-image-mapping # download-image protocol server-ip-address huu-ISO-filename

3 Server/host-image-mapping # map-image huu-ISO-filename.

Server# scope host-image-mapping
Server/host-image-mapping # download-image ftp 10.20.34.56 2.1.1.iso
Username: anonymous
Password:
Image download has started.
Please check the status using "show detail".
Server/host-image-mapping # map-image 2.1.1.iso

ステップ 14 イメージがマッピングされたら、仮想CD/DVDドライブが起動デバイスになるようにブート順序
を設定します。

ステップ 15 サーバをリブートします。

ステップ 16 CIMC GUIから、ツールバーの [Launch KVM Console]アイコンをクリックします。
HUUおよび [Cisco Software License Agreement]ページが表示されます。

ステップ 17 [I agree]をクリックし、ライセンス使用条件に同意します。
Cisco Host Upgrade Utility GUIが表示され、更新に使用できるコンポーネントのリストが表示さ
れます。
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ステップ 18 次のいずれかを実行します。

•表示されたすべてのコンポーネントを更新するには、[Update all]をクリックします。

•特定のコンポーネントを更新するには、コンポーネントを選択し、[Update]をクリックしま
す。

更新の状態が [Update Status]列に表示されます。更新状態の詳細を照会するには、[ExecutionLogs]
領域を確認します。

BIOSおよび CIMCファームウェアを常に同時に更新することを推奨しま
す。

（注）

ステップ 19 ファームウェアを更新したら、[Exit]をクリックし、確認プロンプトで [OK]をクリックします。
HUUが再起動します。
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重要 • BIOSファームウェアの更新を選択した場合、ホストの電源をオフにする必要がある
ため、最後に更新されます。CIMC GUIまたは CIMC CLIから BIOS更新の進行状況
を確認できます。BIOSの更新が完了したら、CIMC GUIまたは CIMC CLIを使用し
て手動でホストの電源をオンにする必要があります。

• CIMCファームウェアの更新を選択した場合、HUU GUIの [Exit]ボタンをクリック
した後に、新しいCIMCファームウェアが自動的にアクティブになります。ただし、
BIOSファームウェアとCIMCファームウェアの更新を同時に選択した場合は、CIMC
ファームウェアは自動的にはアクティブになりません。CIMC GUIまたは CIMC CLI
を使用して、手動で新しい CIMCファームウェアをアクティブにする必要がありま
す。

•新しい CIMCファームウェアがアクティブになると、CIMC GUI、CIMC CLI、およ
び仮想KVMへのネットワーク接続が失われます。また、マッピングされていたHUU
ISOイメージのマッピングが解除されます。HUUを実行するには、HUU ISOイメー
ジを再度マッピングします。

• LOMファームウェアを更新した場合、CIMC GUIおよび仮想 KVMへのネットワー
ク接続が失われることがあります。

ステップ 20 HUU ISOイメージのマッピングを解除します。次のいずれかを実行します。

• CIMC GUIから、ツールバーの [Launch KVM Console]アイコンをクリックし、[Mapped]列
で、マッピングされた HUU ISOイメージのチェックボックスをオンにし、[Remove Image]
をクリックします。

• CIMC CLIで unmap-imageコマンドを使用します。

• Server/host-image-mapping # unmap-image

ステップ 21 サーバをリブートします。

トラブルシューティング

ソリューション問題

これは、ファームウェア更新後の期待される動

作です。CIMCに再度ログインし、KVMセッ
ションを再確立します。

更新して再起動した後にCIMCへの接続は失わ
れ、KVMセッションが終了します。
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ソリューション問題

このエラーメッセージは、HUU ISOイメージ
がサーバでサポートされていない場合に表示さ

れます。この問題を解決するには、サーバでサ

ポートされるHUUISOイメージを使用します。
HUUを使用するために必要な CIMCおよび
BIOSファームウェアの最小リリース,（153ペー
ジ）を参照してください。

エラーメッセージ：
PID, Board-Part-Number, Product-Part-Number
is not supported by this HUU image. HUU will
not boot on this machine. Press any key to
reboot the server.

この問題を解決するには、Eシリーズサーバの
電源を再投入して新しいBroadcomNCSIファー
ムウェアを有効にします。

Broadcom NCSIファームウェアの更新に HUU
を使ったあと、Broadcomファームウェア更新
の警告プロンプトが CIMC GUIおよび CIMC
CLIに、引き続き表示されます。
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付録 A
設定上の違い

この付録は、次の項で構成されています。

• Cisco SRE-Vと Eシリーズサーバのルータ設定の違い：Cisco ISR G2, 163 ページ

• Cisco ISR G2と Cisco ISR 4000シリーズのルータ設定の違い, 164 ページ

• Eシリーズサーバと EHWIC Eシリーズ NCEのルータ設定の違い：Cisco ISR G2, 165 ペー
ジ

• VMware vSphere Hypervisorの設定の違い, 166 ページ

Cisco SRE-V と E シリーズサーバのルータ設定の違い：
Cisco ISR G2

次の表に、Cisco SRE-Vおよび Eシリーズサーバの設定の主な違いを例示します。

表 9：Cisco SRE-V とE シリーズサーバのルータ設定の違い：Cisco ISR G2

Cisco E シリーズサーバの設定Cisco SRE-V の設定

interface GigabitEthernet0/0
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0

interface ucse 1/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0
imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway
10.0.0.1
imc access-port shared-lom console

interface ucse1/1
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse1/0

interface GigabitEthernet0/0
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0

interface sm 1/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0
service-module ip address 10.0.0.2 255.0.0.0
service-module ip default-gateway 10.0.0.1

interface SM1/1
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 sm1/0

次の違いに注意してください。

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド

163



• Eシリーズサーバでは、sm slot/portコマンドは ucse slot/portコマンドに置き換えられていま
す。

• Eシリーズサーバでは、service-moduleキーワードは imcキーワードに置換されます。

• Eシリーズサーバでは、default gatewayコマンドは imc ip addressコマンドと同じコマンドラ
インに属します。

• Eシリーズサーバには異なる外部インターフェイスがあるため、imc access-portコマンドを
使用してアクセスポートを指定する必要があります。

• Eシリーズサーバでは、専用インターフェイスを使用するか、マザーボード（共有 LOM）
インターフェイス上の共有ローカルエリアネットワークのいずれかを使用し、CIMCアクセ
スを設定できます。管理ファームウェアにアクセスするための設定, （25ページ）を参照し
てください。

上の例では、imc access-port shared-lom consoleコマンドはコンソールインターフェイスを使
用して CIMCにアクセスします。ここで、

◦ imc access-port：Eシリーズサーバへの物理イーサネット接続。

◦ shared-lom：共有 LOM。

◦ console：ルータインターフェイス。

サーバへのセッションを実行するコマンドも変わりました。

• Cisco SRE-Vは service-module sm slot/0 sessionコマンドをサーバへのセッションに使用しま
す。

• Eシリーズサーバは ucse slotsession {imc | host}コマンドをサーバへのセッションに使用しま
す。

Cisco ISR G2 と Cisco ISR 4000 シリーズのルータ設定の違
い

次の表に、Cisco ISR G2の設定と Cisco ISR 4000シリーズの設定の主な違いを例示します。
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表 10：Cisco ISR G2 とCisco ISR 4000 シリーズのルータ設定の違い

Cisco ISR 4000 シリーズの設定Cisco ISR G2 設定

interface GigabitEthernet 0/0/0
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0

ucse subslot 1/0
imc access-port shared-lom console
imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway
10.0.0.1

interface ucse1/0/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
no negotiation auto
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse1/0/0

interface GigabitEthernet0/0
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0

interface ucse 1/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0
imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway
10.0.0.1
imc access-port shared-lom console

interface ucse1/1
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse1/0

次の違いに注意してください。

• Cisco ISR 4000シリーズでは、interface ucse slot/portコマンドは ucse subslot slot/subslotコマン
ドと interface ucse slot/subslot/portコマンドに置き換えられています。

• Cisco ISRG2では、専用インターフェイスまたはいずれかのマザーボード（共有LOM）イン
ターフェイス上の共有ローカルエリアネットワークを使用して、CIMCアクセスを設定でき
ます。

Cisco ISR 4000シリーズでは、管理インターフェイスまたはいずれかの NICインターフェイ
スを使用して CIMCアクセスを設定できます。管理ファームウェアにアクセスするための設
定, （25ページ）を参照してください。

上記の例では、コマンドは、Eシリーズサーバの内部GE0NICインターフェイスによるCIMC
アクセスを設定します。

◦ imc access-port：CIMCアクセスポートの設定。

◦ ge0：Eシリーズサーバの内部 GE0 NICインターフェイス。

サーバへのセッションを実行するコマンドも変わりました。

• Cisco ISR G2は ucse slot/session {imc | host}コマンドをサーバへのセッションに使用します。

• Cisco ISR 4000シリーズでは hw-module subslot slot/0 session {imc | server}コマンドをサーバ
へのセッションに使用します。

E シリーズサーバと EHWIC E シリーズ NCE のルータ設定
の違い：Cisco ISR G2

次の表に、Eシリーズサーバ設定とEHWIC Eシリーズ NCE設定の主な違いを例示します。
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表 11：E シリーズサーバとEHWIC E シリーズ NCEのルータ設定の違い

EHWIC E シリーズ NCEの設定E シリーズサーバの設定

interface GigabitEthernet0/0
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0

interface ucse 0/1/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0
imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway
10.0.0.1
imc access-port shared-lom console

interface ucse 0/1/1
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 0/3/0

interface GigabitEthernet0/0
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0

interface ucse 1/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0
imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway
10.0.0.1
imc access-port shared-lom console

interface ucse 1/1
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 1/0

次の違いに注意してください。

• EHWIC Eシリーズ NCEでは、interface ucse slot/portコマンドは interface ucse 0/subslot/portコ
マンドに置き換えられています。

• EHWIC Eシリーズ NCEでは、ip route cimc-ip-address subnet-mask ucse slot/portコマンドは ip
route cimc-ip-address subnet-mask ucse 0/subslot/portコマンドに置き換えられています。

• Cisco IOS Release 15.4(3)Mでは、Eシリーズサーバと NCEの両方について、すべての ucse
slot xコマンドが ucse subslot slot/subslot xコマンドに置き換えられています。

VMware vSphere Hypervisor の設定の違い
Cisco SRE-Vでは、VMware vSphere Hypervisorホストの IPアドレスはサービスモジュールの IP
アドレスと同じです。たとえば、Cisco SRE-Vでは、service-module ip address 10.0.0.2（表を参
照）も VMware vSphere Hypervisorホストに割り当てられます。

表 12：Cisco SRE-V と E シリーズサーバのルータ設定の違い：ISR G2

Cisco E シリーズサーバの設定Cisco SRE-V の設定

interface GigabitEthernet0/0
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0

interface ucse 1/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0
imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway
10.0.0.1
imc access-port shared-lom console

interface ucse1/1
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse1/0

interface GigabitEthernet0/0
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0

interface sm 1/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0
service-module ip address 10.0.0.2 255.0.0.0
service-module ip default-gateway 10.0.0.1

interface SM1/1
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 sm1/0
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ただし、Eシリーズサーバでは、IMC IPアドレス（同じく 10.0.0.2、上の例を参照）は CIMCア
クセス用として予約されています。Webブラウザにこの IPアドレス（10.0.0.2）を入力し、CIMC
の GUIにアクセスします。

Eシリーズサーバでは、VMware vSphere Hypervisorが DHCPを使用してホストに IPアドレスを
割り当てるか、またはユーザが VMware vSphere Hypervisorホストにスタティック IPアドレスを
割り当てることができます。VMware vSphere Hypervisorへのスタティック IPアドレスの割り当
て, （112ページ）を参照してください。
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付録 B
Cisco IOS ソフトウェアコマンドリファレン
ス：Cisco ISR G2

この付録では、Cisco ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバおよび NCEで導入さ
れた新しい Cisco IOSコマンドについて説明します。

Cisco IOSコマンドは、最初の発行後に更新される場合があります。更新内容については、
『Cisco IOS Interface andHardware Component Command Reference』（http://www.cisco.com/en/US/
docs/ios-xml/ios/interface/command/ir-cr-book.html）で確認してください。

（注）

この付録は、次の項で構成されています。

• imc ip address default-gateway, 170 ページ

• imc ip address dhcp, 171 ページ

• imc vlan, 171 ページ

• ucse cmos-reset, 172 ページ

• ucse password-reset, 173 ページ

• ucse session, 175 ページ

• ucse shutdown, 177 ページ

• ucse statistics, 178 ページ

• ucse status, 180 ページ

• ucse stop, 181 ページ
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imc ip address default-gateway
CIMCのスタティック IPアドレスと CIMCが使用するデフォルトゲートウェイルータの IPアド
レスを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで imc ip address
default-gatewayコマンドを使用します。スタティック IPアドレスを削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

imc ip address ip-address subnet-mask default-gateway gateway-address

no imc ip address ip-address subnet-mask default-gateway gateway-address

___________________
構文の説明

CIMCの IPアドレス。ip-address

IPアドレスに付加するサブネットマスクであ
り、ホストルータと同じサブネットに属する必

要があります。

subnet-mask

デフォルトゲートウェイルータの IPアドレ
ス。

gateway-address

___________________
コマンドモード

インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(4)M

___________________
使用上のガイドライン

DHCPをイネーブルにしない場合、スタティック IPアドレスおよびサブネットマスクを指定する
ひつようがあります。

次に、CIMCのスタティック IPアドレスを設定する例を示します。

Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
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imc ip address dhcp
CIMCのDHCP IPアドレスを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで
imcipaddressdhcpコマンドを使用します。DHCP IPアドレスを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

imc ip address dhcp

no imc ip address dhcp

___________________
構文の説明

このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード

インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(4)M

次に、CIMCの DHCP IPアドレスを設定する例を示します。

Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc ip address dhcp

imc vlan
特定の VLAN番号用の VLANコンフィギュレーションモードを入力するには、インターフェイ
スコンフィギュレーションモードで imcvlanコマンドを使用します。VLANコンフィギュレー
ションを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

imc vlan vlan-number

no imc vlan vlan-number

___________________
構文の説明

リモートマネージャの IPアドレス。vlan-number___________________
コマンドモード

インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(4)M

次に、特定のVLANのCIMCでVLANコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# interface vlan 40

ucse cmos-reset
BIOS CMOSをリセットするには、特権 EXECモードで ucsecmos-resetコマンドを使用します。

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバ：Cisco IOS Release 15.2(4)M ～ 15.4(2)T で適用
可能

ucse slot cmos-reset

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバおよび EHWIC E シリーズ NCE：Cisco IOS Release
15.4(3)M で適用可能

ucse subslot slot/subslot cmos-reset

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

EHWIC Eシリーズ NCEの場合、ス
ロット番号は 0です。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。

このコマンドは、ISR G2に搭載されている Cisco UCS Eシリーズサーバ（E
シリーズサーバ）でサポートされました。

15.2(4)M

このコマンドは、subslotキーワードを含むように変更されました。

このコマンドは、追加のプラットフォーム（ISR G2にインストールされて
いる EHWIC Eシリーズ Network Compute Engine（EHWIC E-Series NCE））
上でサポートされました。

15.4(3)M

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、BIOS CMOSを工場出荷時の状態に戻します。 BIOSに対するユーザの変更は失
われます。

次の例は、ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバの BIOS CMOSをリセットする方
法を示しています：Cisco IOS Release 15.2(4)M～ 15.4(2)Tで適用可能

Router# ucse 2 cmos-reset

次の例は、ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバまたは EHWIC Eシリーズ NCE
の BIOS CMOSをリセットする方法を示しています：Cisco IOS Release 15.4(3)Mに適用可能

Router# ucse subslot 0/3 cmos-reset

ucse password-reset
BIOS、CIMC、または RAIDパスワードをリセットするには、特権 EXECモードで
ucsepassword-resetコマンドを使用します。

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバ：Cisco IOS Release 15.2(4)M ～ 15.4(2)T で適用
可能

ucse slot password-reset {BIOS| BMC| RAID}

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバおよび EHWIC E シリーズ NCE：Cisco IOS Release
15.4(3)M で適用可能

ucse subslot slot/subslot password-reset {BIOS| BMC| RAID}
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___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

EHWIC Eシリーズ NCEの場合、ス
ロット番号は 0です。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

BIOSパスワードをリセットします。BIOS

CIMCパスワードをリセットします。BMC

RAIDパスワードをリセットします。

RAIDは EHWIC Eシリーズ Network
Compute Engine（EHWIC Eシリーズ
NCE）には適用されません。

（注）

RAID

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。

このコマンドは、ISRG2に搭載されているCiscoUCSEシリーズサーバ（E
シリーズサーバ）でサポートされました。

15.2(4)M

このコマンドは、subslotキーワードを含むように変更されました。

このコマンドは、追加のプラットフォーム（ISR G2にインストールされて
いる EHWIC Eシリーズ NCE）上でサポートされました。

15.4(3)M

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドの入力後、BIOSまたは BMCへのアクセス時に新しいパスワードの設定が要求され
ます。

   Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンス
タートアップガイド

174

Cisco IOS ソフトウェアコマンドリファレンス：Cisco ISR G2
ucse password-reset



RAIDは EHWIC Eシリーズ NCEには適用されません。

次の例は、ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバの BIOSパスワードをリセットす
る方法を示しています：Cisco IOS Release 15.2(4)M～ 15.4(2)Tで適用可能

Router# ucse 2 password-reset BIOS

Reset command sent

次の例は、ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバまたは EHWIC Eシリーズ NCE
の BIOSパスワードをリセットする方法を示しています：Cisco IOS Release 15.4(3)Mに適用可能

Router# ucse subslot 0/3 password-reset BIOS

Reset command sent

ucse session
ホストや CIMCセッションを開始したり閉じたりするには、特権 EXECモードで ucsesessionコマ
ンドを使用します。

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバ：Cisco IOS Release 15.2(4)M ～ 15.4(2)T で適用
可能

ucse slot session {imc [clear]| host [clear]}

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバおよび EHWIC E シリーズ NCE：Cisco IOS Release
15.4(3)M で適用可能

ucse subslot slot/subslot session {imc [clear]| host [clear]}

ucse slotsession imc コマンドは、インターフェイスでルータ側 IPアドレス（たとえば番号付け
されていない GigabitEthernet0/0という IP）を設定済みの場合にのみ機能します。

（注）

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされているルータのスロット番号。

EHWIC Eシリーズ NCEの場合、スロット番号は 0で
す。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサブスロットの番号。

CiscoUCSEシリーズサーバおよびSMEシリーズNCEの場合、
サブスロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

CIMCとのセッションを開始します。imc
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既存の CIMCセッションを閉じます。imcclear

ホスト Cisco Eシリーズサーバのセッションを開始します。host

ホスト Cisco Eシリーズサーバセッションをクリアします。hostclear

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。

このコマンドは、ISR G2に搭載されている Cisco UCS Eシリーズサーバ（E
シリーズサーバ）でサポートされました。

15.2(4)M

このコマンドは、subslotキーワードを含むように変更されました。

このコマンドは、追加のプラットフォーム（ISR G2にインストールされて
いる EHWIC Eシリーズ Network Compute Engine（EHWIC E-Series NCE））
上でサポートされました。

15.4(3)M

___________________
使用上のガイドライン

imcclearおよび hostclearコマンドは、CIMCまたはホストのアクティブセッションを閉じます。
その結果、システムは、現在ログインしている他のユーザのセッションを閉じます。

CIMCまたはホストでは、常に 1つのアクティブなセッションだけが許可されます。セッション
の開始時に「接続は拒否されました」メッセージが表示された場合は、imcclearまたは hostclear
コマンドを入力することで現在アクティブなセッションを閉じます。

次の例は、ISRG2にインストールされているEシリーズサーバのCIMCセッションをクリアする
方法を示しています：Cisco IOS Release 15.2(4)M～ 15.4(2)Tで適用可能

Router# ucse 2 session imc clear

次の例は、ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバまたは EHWIC Eシリーズ NCE
の CIMCセッションをクリアする方法を示しています：Cisco IOS Release 15.4(3)Mに適用可能

Router# ucse subslot 0/3 session imc clear
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ucse shutdown
システムをグレースフルシャットダウンするには、特権 EXECモードで ucseshutdownコマンド
を使用します。

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバ：Cisco IOS Release 15.2(4)M ～ 15.4(2)T で適用
可能

ucse slot shutdown

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバおよび EHWIC E シリーズ NCE：Cisco IOS Release
15.4(3)M で適用可能

ucse subslot slot/subslot shutdown

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

EHWIC Eシリーズ NCEの場合、ス
ロット番号は 0です。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。

このコマンドは、ISR G2に搭載されている Cisco UCS Eシリーズサーバ（E
シリーズサーバ）でサポートされました。

15.2(4)M
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変更内容リリース

このコマンドは、subslotキーワードを含むように変更されました。

このコマンドは、追加のプラットフォーム（ISR G2にインストールされて
いる EHWIC Eシリーズ Network Compute Engine（EHWIC E-Series NCE））
上でサポートされました。

15.4(3)M

___________________
使用上のガイドライン

活性挿抜（OIR）時にホットスワップ可能なモジュールの取り外しまたは交換を行う場合にこの
コマンドを使用します。

次の例は、ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバをグレースフルシャットダウン
する方法を示しています：Cisco IOS Release 15.2(4)M～ 15.4(2)Tで適用可能
Router# ucse 2 shutdown

次の例は、ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバまたは EHWIC Eシリーズ NCE
をグレースフルシャットダウンする方法を示しています：Cisco IOS Release 15.4(3)Mに適用可能
Router# ucse subslot 0/3 shutdown

ucse statistics
サーバのリセットおよびリロードの情報を表示またはクリアするには、特権 EXECモードで
ucsestatisticsコマンドを使用します。

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバ：Cisco IOS Release 15.2(4)M ～ 15.4(2)T で適用
可能

ucse slot statistics [clear]

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバおよび EHWIC E シリーズ NCE：Cisco IOS Release
15.4(3)M で適用可能

ucse subslot slot/subslot statistics [clear]

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

EHWIC Eシリーズ NCEの場合、ス
ロット番号は 0です。

（注）

slot/
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サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

（任意）Eシリーズサーバのリセットおよびリ
ロード情報をクリアします。

clear

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。

このコマンドは、ISR G2に搭載されている Cisco UCS Eシリーズサーバ（E
シリーズサーバ）でサポートされました。

15.2(4)M

このコマンドは、subslotキーワードを含むように変更されました。

このコマンドは、追加のプラットフォーム（ISR G2にインストールされて
いる EHWIC Eシリーズ Network Compute Engine（EHWIC E-Series NCE））
上でサポートされました。

15.4(3)M

次の例は、ISRG2にインストールされているEシリーズサーバのサーバ統計情報を表示する方法
を示しています：Cisco IOS Release 15.2(4)M～ 15.4(2)Tで適用可能

Router# ucse 2 statistics

Module Reset Statistics:
CLI reset count = 0
CLI reload count = 0
Registration request timeout reset count = 0
Error recovery timeout reset count = 0
Module registration count = 1

次の例は、ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバまたは EHWIC Eシリーズ NCE
のサーバ統計情報を表示する方法を示しています：Cisco IOS Release 15.4(3)Mで適用可能

Router# ucse subslot 0/3 statistics

Module Reset Statistics:
CLI reset count = 0
CLI reload count = 0
Registration request timeout reset count = 0
Error recovery timeout reset count = 0
Module registration count = 1
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ucse status
サーバのハードウェアおよびソフトウェアに関する設定情報を表示するには、特権 EXECモード
で ucsestatusコマンドを使用します。

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバ：Cisco IOS Release 15.2(4)M ～ 15.4(2)T で適用
可能

ucse slot status [detailed]

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバおよび EHWIC E シリーズ NCE：Cisco IOS Release
15.4(3)M で適用可能

ucse subslot slot/subslot status [detailed]

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

EHWIC Eシリーズ NCEの場合、ス
ロット番号は 0です。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

（任意）Cisco Eシリーズサーバに関する詳細
情報（サービスモジュールのステータスや reset
および heartbeat-resetフラグの設定など）を表
示します。

detailed

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。

このコマンドは、ISR G2に搭載されている Cisco UCS Eシリーズサーバ（E
シリーズサーバ）でサポートされました。

15.2(4)M

このコマンドは、subslotキーワードを含むように変更されました。

このコマンドは、追加のプラットフォーム（ISR G2にインストールされて
いる EHWIC Eシリーズ Network Compute Engine（EHWIC E-Series NCE））
上でサポートされました。

15.4(3)M

次の例は、ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバのサーバステータスを表示する
方法を示しています：Cisco IOS Release 15.2(4)M～ 15.4(2)Tで適用可能

Router# ucse 2 status

Service Module is Cisco ucse 2/0
Service Module supports session via TTY line 131
Service Module is in Steady state
Service Module reset on error is disabled
Service Module heartbeat-reset is enabled

次の例は、ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバまたは EHWIC Eシリーズ NCE
のサーバステータスを表示する方法を示しています：Cisco IOS Release 15.4(3)Mで適用可能

Router# ucse subslot 0/3 status

Service Module is Cisco ucse 0/3
Service Module supports session via TTY line 131
Service Module is in Steady state
Service Module reset on error is disabled
Service Module heartbeat-reset is enabled

ucse stop
すぐにサーバの電源をオフするには、特権 EXECモードで ucsestopコマンドを使用します。

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバ：Cisco IOS Release 15.2(4)M ～ 15.4(2)T で適用
可能

ucse slot stop

ISR G2 にインストールされている E シリーズサーバおよび EHWIC E シリーズ NCE：Cisco IOS Release
15.4(3)M で適用可能

ucse subslot slot/subslot stop
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___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

EHWIC Eシリーズ NCEの場合、ス
ロット番号は 0です。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。

このコマンドは、ISR G2に搭載されている Cisco UCS Eシリーズサーバ（E
シリーズサーバ）でサポートされました。

15.2(4)M

このコマンドは、subslotキーワードを含むように変更されました。

このコマンドは、追加のプラットフォーム（ISR G2にインストールされて
いる EHWIC Eシリーズ Network Compute Engine（EHWIC E-Series NCE））
上でサポートされました。

15.4(3)M

次の例は、ISRG2にインストールされているEシリーズサーバの電源をオフする方法を示してい
ます：Cisco IOS Release 15.2(4)M～ 15.4(2)Tで適用可能

Router# ucse 2 stop

Send server stop command

次の例は、ISR G2にインストールされている Eシリーズサーバまたは EHWIC Eシリーズ NCE
の電源をオフする方法を示しています：Cisco IOS Release 15.4(3)Mに適用可能

Router# ucse subslot 0/3 stop

Send server stop command
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付録 C
Cisco IOS ソフトウェアコマンドリファレン
ス：Cisco ISR 4000 シリーズ

この章では、Cisco ISR 4000シリーズにインストールされるEシリーズサーバに導入された新し
い Cisco IOSコマンドについて説明します。

Cisco IOSコマンドは、最初の発行後に更新される場合があります。更新内容については、
『Cisco IOS Interface andHardware Component Command Reference』（http://www.cisco.com/en/US/
docs/ios-xml/ios/interface/command/ir-cr-book.html）で確認してください。

（注）

この付録は、次の項で構成されています。

• debug platform software ucse, 184 ページ

• hw-module subslot session, 185 ページ

• imc ip dhcp, 186 ページ

• platform switchport, 187 ページ

• show interfaces ucse, 188 ページ

• ucse subslot imc password-reset, 191 ページ

• ucse subslot server, 192 ページ

• ucse subslot server password-reset, 194 ページ

• ucse subslot shutdown, 196 ページ

• ucse subslot statistics, 197 ページ

• ucse subslot status, 198 ページ
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debug platform software ucse
Cisco UCS Eシリーズサーバプラットフォームソフトウェアをデバッグして、デバッグメッセー
ジを表示するには、特権 EXECモードで debug platform software ucseコマンドを使用します。デ
バッグを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

debug platform software ucse {all| error| normal}

no debug platform software ucse {all| error| normal}

___________________
構文の説明

すべてのプラットフォームのデバッグメッセー

ジを表示します。

all

エラーデバッグメッセージを表示します。error

通常のデバッグメッセージを表示します。normal

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Cisco 4400シリーズサービス統合型ルータ
（ISR）にインストールされる Cisco UCS Eシリーズサーバに導
入されました。

Cisco IOS XE Release 3.9S

___________________
使用上のガイドライン

debug platform software ucse allコマンドを使用した後、適切な ucseコマンドを使用してデバッグ
メッセージを表示します。

次に、ucse subslot imc password-resetコマンドに対するデバッグメッセージを表示する例を示しま
す。

Router# debug platform software ucse all
Router#
Router# ucse subslot 2/0 imc password-reset
ucse2/0/0
Password reset command sent.
Router#
IMC ACK: UCSE password reset successful for IMC
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ACK received for UCSE: Password Reset Command

hw-module subslot session
Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）セッションまたはホストサーバモジュールのセッ
ションを開始または終了するには、特権 EXECモードで hw-module subslot sessionコマンドを使
用します。

hw-module subslot slot/subslot session {imc| server}

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

NIM Eシリーズ NCEの場合、スロッ
ト番号は 0です。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

CIMCとのセッションを開始します。imc

ホストサーバモジュールとのセッションを開

始します。

server

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Cisco4400シリーズサービス統合型ルータ（ISR）
にインストールされる Cisco UCS Eシリーズサーバに導入されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.9S

このコマンドは、追加のプラットフォーム（Cisco ISR 4000シリー
ズにインストールされているNIMEシリーズNetworkComputeEngine
（NIM Eシリーズ NCE））上でサポートされました。

Cisco IOS XE Release 3.15S

Cisco UCS E シリーズサーバおよび Cisco UCS E シリーズネットワークコンピュートエンジンスタート
アップガイド

185

Cisco IOS ソフトウェアコマンドリファレンス：Cisco ISR 4000 シリーズ
hw-module subslot session



___________________
使用上のガイドライン

CIMCまたはサーバモジュールでは、常に 1つのアクティブなセッションだけが許可されます。

次の例は、Cisco ISR4000シリーズにインストールされているEシリーズサーバのCIMCセッショ
ンを開始する方法を示しています。

Router# hardware-module subslot 1/0 session imc

次の例は、Cisco ISR4000シリーズにインストールされているEシリーズサーバのサーバモジュー
ルセッションを開始する方法を示しています。

Router# hardware-module subslot 1/0 session server

imc ip dhcp
Cisco Integrated Management Controller（CIMC）の DHCP IPアドレスを設定するには、UCSEコン
フィギュレーションモードで imcipdhcpコマンドを使用します。DHCP IPアドレスを削除するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

imc ip dhcp

no imc ip dhcp

___________________
構文の説明

このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード

UCSEコンフィギュレーション（config ucse）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Cisco 4400シリーズサービス統合型ルータ
（ISR）にインストールされる Cisco UCS Eシリーズサーバに導
入されました。

Cisco IOS XE Release 3.9S

次に、CIMCのダイナミック IPアドレスを設定する例を示します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip dhcp
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Router(config-ucse)#
IMC ACK: DHCP enable received for IMC.

IMC ACK: UCSE setting DHCP enable for IMC successful.

platform switchport
UCS Eシリーズサーバでスイッチ仮想インターフェイス（SVI）設定を有効にするには、特権
EXECモードで platform switchport sviコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

platform switchport ucse interface svi

___________________
構文の説明

UCSEインターフェイス番号。Cisco UCS Eシ
リーズサーバでは、UCSEインターフェイス番
号は 0または 1を指定できます。

ucse interface

___________________
コマンドモード

UCSEコンフィギュレーションモード (config-ucse)#

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco ISR 4000シリーズルータに導入さ
れました。

Cisco IOS XEリリース 3.15S

___________________
使用上のガイドライン

UCS-Eサブスロットインターフェイスで SVI設定を有効または無効にするには、設定を保存した
後にモジュール OIRまたはルータをリロードする必要があります。

このコマンドを使用する前に、スパニングツリーモードを設定する必要があります。次に、スパ

ニングツリーモードを設定する例を示します。

spanning-tree vlan 1-4094 priority 24576

次に、UCS Eシリーズサーバでスイッチ仮想インターフェイス（SVI）設定を有効にする例を示
します。

ISR4k(config-ucse)#platform switchport 1 svi
Ena/Dis SVI on UCSE needs a OIR or Router reload
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このコマンドを使用すると、UCS-Eインターフェイスが show spanning-treeコマンドの出力に表示
されます。

SR4451-1#show spanning-tree

G0:VLAN0001
Spanning tree enabled protocol rstp
Root ID Priority 24577

Address f07f.06bc.c0b1
This bridge is the root
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec

Bridge ID Priority 24577 (priority 24576 sys-id-ext 1)
Address f07f.06bc.c0b1
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec
Aging Time 300

Interface Role Sts Cost Prio.Nbr Type
------------------- ---- --- --------- -------- --------------------------------
uc1/0/0 Desg FWD 4 128.257 P2p
uc1/0/1 Desg FWD 4 128.258 P2p

G0:VLAN0003
Spanning tree enabled protocol rstp
Root ID Priority 24579

Address f07f.06bc.c0b1
This bridge is the root
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec

Bridge ID Priority 24579 (priority 24576 sys-id-ext 3)
Address f07f.06bc.c0b1
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec
Aging Time 300

Interface Role Sts Cost Prio.Nbr Type
------------------- ---- --- --------- -------- --------------------------------
uc1/0/0 Desg FWD 4 128.257 P2p
uc1/0/1 Desg FWD 4 128.258 P2p

ISR4451-1#

show interfaces ucse
Cisco UCS Eシリーズサーバインターフェイスの統計情報を表示するには、特権 EXECモードで
showinterfaces ucseコマンドを使用します。

show interfaces ucse slot/subslot/ucse-interface [accounting| controller| counters| crb| dampening|
description| etherchannel| history| irb| mac-accounting| monitor| mpls-exp| precedence| stats| summary|
switchport]

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

NIM Eシリーズ NCEの場合、スロッ
ト番号は 0です。

（注）

slot/
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サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

UCSEインターフェイス番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバでは、
UCSEインターフェイス番号は0また
は 1を指定できます。

（注）

ucse-interface

（任意）インターフェイスを介して送信された

各プロトコルタイプのパケット数を表示しま

す。

accounting

（任意）インターフェイス、設定、およびコン

トローラのステータスを表示します。

controller

（任意）インターフェイスカウンタを表示しま

す。

counters

（任意）インターフェイスのルーティングまた

はブリッジング情報を表示します。

crb

（任意）インターフェイスのダンプ情報を表示

します。

dampening

（任意）インターフェイスの説明を表示しま

す。

description

（任意）インターフェイスの EtherChannel情報
を表示します。

etherchannel

（任意）インターフェイス履歴を表示します。history

（任意）インターフェイスのルーティングまた

はブリッジング情報を表示します。

irb

（任意）インターフェイスのMACアカウンティ
ング情報を表示します。

mac-accounting

（任意）インターフェイスを継続的に表示しま

す。

monitor
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（任意）インターフェイスのマルチプロトコル

ラベルスイッチング（MPLS）Experimentalア
カウンティング情報を表示します。

mpls-exp

（任意）インターフェイスの優先アカウンティ

ング情報を表示します。

precedence

（任意）スイッチングパス、受信パケット、送

信パケット、受信文字、および送信文字を表示

します。

stats

（任意）インターフェイスサマリーを表示しま

す。

summary

（任意）スイッチポートインターフェイス情

報を表示します。

switchport

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Cisco4400シリーズサービス統合型ルータ（ISR）
にインストールされる Cisco UCS Eシリーズサーバに導入されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.9S

このコマンドは、追加のプラットフォーム（Cisco ISR 4000シリー
ズにインストールされているNIMEシリーズNetworkComputeEngine
（NIM Eシリーズ NCE））上でサポートされました。

Cisco IOS XE Release 3.15S

次に、Cisco ISR 4000シリーズにインストールされている Eシリーズサーバでの showinterfaces
ucse slot/0/0 switchportコマンドの出力例を示します。

Router# show interfaces ucse 1/0/0 switchport

Name: ucse 1/0/0
Switchport: Enabled
Administrative mode: trunk
Operational Mode: trunk
Administrative Trunking Encapsulation: dot1q
Operational Trunking Encapsulation: native
Negotiation of Trunking: Disabled
Trunking Native Mode VLAN: 2352
Trunking VLANs Enabled: 1-2349,2450-4094
Voice VLAN: none
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ucse subslot imc password-reset
Cisco Integrated Management Controller（CIMC）パスワードをリセットするには、特権 EXECモー
ドで ucse subslot imc password-resetコマンドを使用します。

ucse subslot slot/subslot imc password-reset

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

NIM Eシリーズ NCEの場合、スロッ
ト番号は 0です。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Cisco4400シリーズサービス統合型ルータ（ISR）
にインストールされる Cisco UCS Eシリーズサーバに導入されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.9S

このコマンドは、追加のプラットフォーム（Cisco ISR 4000シリー
ズにインストールされているNIMEシリーズNetworkComputeEngine
（NIM Eシリーズ NCE））上でサポートされました。

Cisco IOS XE Release 3.15S

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドが入力された後、次のログイン時に、CIMCにアクセスするための新しいパスワー
ドを設定する必要があります。
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次の例は、Cisco ISR4000シリーズにインストールされているEシリーズサーバのCIMCパスワー
ドをリセットする方法を示しています。

Router# ucse subslot 1/0 imc password-reset
Router#
IMC ACK: UCSE password reset successful for IMC

ucse subslot server
サーバモジュールのハードウェアをリロード、リセット、開始、または停止するには、特権EXEC
モードで ucse subslot serverコマンドを使用します。

ucse subslot slot/subslot server {reload| reset| start| stop}

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

NIM Eシリーズ NCEの場合、スロッ
ト番号は 0です。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

サーバモジュールの電源を切断した後、電源を

投入します。

reloadキーワードは NIM Eシリーズ
NCEではサポートされません。代わ
りに、ルータから次のコマンドを使

用することを推奨します。

（注）

1 Router # ucse subslot slot/subslot shutdown

2 Router # ucse subslot slot/subslot start

リロードが必要な場合は、次のコマンドを使用

します。

Router # hw-module subslot 0/NIM-slot-number
reload

このコマンドにより、モジュールの

電源が再投入されます。CIMCとサー
バがリブートします。

（注）

reload
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サーバモジュール上のハードウェアをリセット

します。

reset

サーバモジュールの電源を投入します。start

サーバモジュールの電源をただちに切断しま

す。

stopキーワードは NIM Eシリーズ
NCEではサポートされません。代わ
りに、ルータから次のコマンドを使

用することを推奨します。

（注）

Router # ucse subslot slot/subslot shutdown

サーバーの電源をただちに切断する必要がある

場合は、次のコマンドを使用します。

Router # hw-module subslot 0/NIM-slot-number stop

このコマンドにより、モジュールの

電源が切断されます。CIMCとサーバ
の電源が切断されます。

（注）

stop

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Cisco 4400シリーズサービス
統合型ルータ（ISR）にインストールされるCisco
UCS Eシリーズサーバに導入されました。

Cisco IOS XE Release 3.9S

このコマンドは、追加のプラットフォーム

（Cisco ISR 4000シリーズにインストールされ
ている NIM Eシリーズ Network Compute Engine
（NIMEシリーズNCE））上でサポートされま
した。

Cisco IOS XE Release 3.15S

___________________
使用上のガイドライン

resetキーワードは、シャットダウンまたは障害が発生した状態から回復する場合にだけ使用しま
す。
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resetを使用しても、ソフトウェアは順序正しくシャットダウンされず、進行中のファイル処理
に影響を与える可能性があります。

注意

次の例は、Cisco ISR 4000シリーズにインストールされている Eシリーズサーバをリロードする
方法を示しています。

Router# ucse subslot 1/0 server reload
Router#
IMC ACK: UCSE Server reload successful.

次の例は、Cisco ISR 4000シリーズにインストールされている Eシリーズサーバをリセットする
方法を示しています。

Router# ucse subslot 1/0 server reset
Router#
IMC ACK: UCSE Server reset successful.

次の例は、Cisco ISR 4000シリーズにインストールされている Eシリーズサーバを起動する方法
を示しています。

Router# ucse subslot 1/0 server start
Router#
IMC ACK: UCSE Server start successful.

次の例は、Cisco ISR 4000シリーズにインストールされている Eシリーズサーバを停止する方法
を示しています。

Router# ucse subslot 1/0 server stop
Router#
IMC ACK: UCSE Server stop successful.

ucse subslot server password-reset
BIOSまたは RAIDパスワードをリセットするには、特権 EXECモードで ucse subslot server
password-resetコマンドを使用します。

ucse subslot slot/subslot server password-reset {BIOS| RAID}

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

NIM Eシリーズ NCEの場合、スロッ
ト番号は 0です。

（注）

slot/
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サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

BIOSパスワードをリセットします。BIOS

RAIDパスワードをリセットします。

RAIDは NIM Eシリーズ NCEではサ
ポートされません。

（注）

RAID

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Cisco4400シリーズサービス統合型ルータ（ISR）
にインストールされる Cisco UCS Eシリーズサーバに導入されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.9S

このコマンドは、追加のプラットフォーム（Cisco ISR 4000シリー
ズにインストールされているNIMEシリーズNetworkComputeEngine
（NIM Eシリーズ NCE））上でサポートされました。

Cisco IOS XE Release 3.15S

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドが入力された後、次のログイン時に、BIOSにアクセスする、またはRAIDを構成す
るための新しいパスワードを設定する必要があります。

次の例は、Cisco ISR 4000シリーズにインストールされている EシリーズサーバのBIOSパスワー
ドをリセットする方法を示しています。

Router# ucse subslot 1/0 server password-reset BIOS
Router#
IMC ACK: UCSE password reset successful for BIOS

次の例は、Cisco ISR 4000シリーズにインストールされているEシリーズサーバのRAIDパスワー
ドをリセットする方法を示しています。

Router# ucse subslot 1/0 server password-reset RAID
Router#
IMC ACK: UCSE password reset successful for RAID
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ucse subslot shutdown
サービスモジュールを正常にシャットダウンするには、特権EXECモードでucse subslot shutdown
コマンドを使用します。

ucse subslot slot/subslot shutdown

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

NIM Eシリーズ NCEの場合、スロッ
ト番号は 0です。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Cisco4400シリーズサービス統合型ルータ（ISR）
にインストールされる Cisco UCS Eシリーズサーバに導入されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.9S

このコマンドは、追加のプラットフォーム（Cisco ISR 4000シリー
ズにインストールされているNIMEシリーズNetworkComputeEngine
（NIM Eシリーズ NCE））上でサポートされました。

Cisco IOS XE Release 3.15S

___________________
使用上のガイドライン

NIM EシリーズNCEのシャットダウンには最大 60秒かかります。シャットダウンを 2、3回試し
ても NIM Eシリーズ NCEがシャットダウンしない場合は、ルータから次のコマンドを入力しま
す。

1 Router # hw-module subslot 0/NIM-slot-number stop
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2 Router # hw-module subslot 0/NIM-slot-number start

次の例は、Cisco ISR 4000シリーズにインストールされている Eシリーズサーバをシャットダウ
ンする方法を示しています。

Router# ucse subslot 1/0 shutdown
Router#
IMC ACK: UCSE Server shutdown successful.

ucse subslot statistics
サーバモジュールの統計情報を表示またはクリアするには、特権 EXECモードで ucse subslot
statisticsコマンドを使用します。

ucse subslot slot/subslot statistics [clear]

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

NIM Eシリーズ NCEの場合、スロッ
ト番号は 0です。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

（任意）サーバモジュールの統計情報をクリア

します。

clear

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Cisco4400シリーズサービス統合型ルータ（ISR）
にインストールされる Cisco UCS Eシリーズサーバに導入されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.9S
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変更内容リリース

このコマンドは、追加のプラットフォーム（Cisco ISR 4000シリー
ズにインストールされているNIMEシリーズNetworkComputeEngine
（NIM Eシリーズ NCE））上でサポートされました。

Cisco IOS XE Release 3.15S

次に、Eシリーズサーバの統計情報を表示する例を示します。

Router# ucse subslot 1/0 statistics
Count of number of shutdowns command : 1
Count of number of status commands : 0
Count of number of server raid password : 1
Count of number of imc password-reset : 2
Count of number of server bios password reset : 1
Count of number of server reload : 1
Count of number of server reset : 1
Count of number of server start : 1
Count of number of server stop : 1
Count of number of vlan commands : 0
Count of number of access-port commands : 1
Count of number of IMC configured IP or DHCP commands: 1

ucse subslot status
サーバモジュールのハードウェアおよびソフトウェアに関する設定情報を表示するには、特権

EXECモードで ucse subslot statusコマンドを使用します。

ucse subslot slot/subslot status [detailed]

___________________
構文の説明

サーバモジュールがインストールされている

ルータのスロット番号。

NIM Eシリーズ NCEの場合、スロッ
ト番号は 0です。

（注）

slot/

サーバモジュールがインストールされているサ

ブスロットの番号。

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび
SM Eシリーズ NCEの場合、サブス
ロット番号は 0です。

（注）

サブスロット

（任意）サーバモジュールに関する詳細情報

（ステータス、resetおよび heartbeat-resetフラ
グの設定など）を表示します。

detailed

___________________
コマンドモード

特権 EXEC（#）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Cisco4400シリーズサービス統合型ルータ（ISR）
にインストールされる Cisco UCS Eシリーズサーバに導入されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.9S

このコマンドは、追加のプラットフォーム（Cisco ISR 4000シリー
ズにインストールされているNIMEシリーズNetworkComputeEngine
（NIM Eシリーズ NCE））上でサポートされました。

Cisco IOS XE Release 3.15S

次に、Eシリーズサーバのステータスを表示する例を示します。

Router# ucse subslot 1/0 status
CPU info

Name Cores Version
------------ -------- --------------------------------------------------
CPU1 4 Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2418L 0 @ 2.00GHz

Memory info
Name Capacity Channel Speed (MHz) Channel Type
-------------------- --------------- ------------------- ---------------
Node0_Dimm0 Not Installed Unknown Unknown
Node0_Dimm1 16384 MB 1333 DDR3
Node0_Dimm2 8192 MB 1333 DDR3

Hard drive info
Slot Number Controller Status Manufacturer Model Drive

Firmware Coerced Size Type SED
----------- ---------- ---------------------- -------------- --------------

-------------- -------------- ----- -----
1 SLOT-5 online ATA ST91000640NS CC02
952720 MB HDD false
2 SLOT-5 online ATA ST91000640NS CC02
952720 MB HDD false
3 SLOT-5 online ATA ST91000640NS CC02
952720 MB HDD false

Virtual drive info
Virtual Drive Status Name Size RAID Level

-------------- -------------------- ------------------------ ---------- ----------

0 Optimal 1905440 MB RAID 5

PCI card info
Name Slot Vendor ID Device ID Product

Name
-------------------- ---------- -------------------- --------------------

-------------------------
PCIe Adapter1 0 0xe414 0x5716 Broadcom

5719 1 Gbps 4...
PCIe Adapter2 2 0x0010 0x7300 LSI 9240-8i

MegaRAID S...

Network Setting
IPv4 Address: 10.1.1.2
IPv4 Netmask: 255.255.255.0
IPv4 Gateway: 10.1.1.1

NIC Mode: shared_lom
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NIC Redundancy: none
NIC Interface: ge1
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